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「夕飯は七時ぐらいにはできてるんだから、それまでには帰ってきなさいよ」

　私の言葉に、弟は目を凝こらしたらやっとわかるぐらい微かすかに頷うなずいて出て行った。

　元気にうんと返事してくれた一年前が懐なつかしい。

　中学に入ったら急に反はん抗こう期きになってしまった。

　弟と双ふた子ごである妹は、部活で夕飯の時間を過ぎることもある。

　私は料理が好きなわけではないけれど、腹ペコで帰ってくるだろう二人のために何ができるのかを考えるのは楽しい。

　今日はカレーだ。カレーのルーは具材と一いつ緒しよに買ってきている。ジャガイモ、ニンジン、タマネギ、海外産の牛肉。

　両親はいつも通り仕事で海外を飛び回っていてしばらく帰ってこない。二人はちゃんとご飯を食べているだろうか。

　炊すい飯はん器きのスイッチを入れて、お鍋なべを火にかけ野菜を炒いためる。水を加え沸ふつ騰とうしたらルーを溶とかして、後はいい匂においのし始めたお鍋を弱火で煮に込こめばいいとなったら、急に睡すい魔まが押し寄せてきた。妹とは違ちがい、高校では帰宅部で省エネに努めているのに、なんでこんなに疲つかれているんだろう。

「……少しだけ寝ねよう」

　アラームを設定して、リビングの椅い子すを引いて座る。机に突つっ伏ぷしていると、窓から斜ななめに差し込んでくる西日が背中に当たって、温かかった。







　アラームの音じゃなくて、シャワーの音で目が覚めた。いつの間にか妹が帰ってきていたらしい。私の肩かたには上着がかかっていて、机の上にはクマのキャラクターが描かかれたメモが一枚置かれていた。妹の字で「カレー大好き」って。

「ふふ……それはよかった」

　こうしてメッセージをくれる妹が可愛かわいい。たまに弟が妹に字を似せて書いてくることもあって、それも可愛い。こんなに可愛い弟てい妹まいがいる私は幸せ者だ。

　メモ紙の傍そばには赤い飴あめが置いてあった。なぜかビニールに入ってないむき出しの状態だったけれど、妹がくれたものならなんでも嬉うれしい。

　宝石のように艶つややかな赤色の飴が、夕日の残光を浴びて濡ぬれたように輝かがやいている。綺き麗れいだなあと思いながら口の中に放ほうり込んで、ん？　と首を傾かしげた。

「味がしない……？」

　けれど、まずいわけでもない。

　不思議と温かいその飴が、舌の上で蕩とろける感覚に驚おどろいて瞬まばたいた瞬しゆん間かん、空気が変わった。

　──世界が、変わった。

「んんんん!?」

　私を包む空気が水に変わったかのような感覚に、思わず飴を飲み込んだ。喉のどに引っかかることもなく飴はするりと流れていった。けれどまだここは、水の中だ。私はもがいて顔を出した。

　バシャン、という水音がした。

「森。……それに、光る水たまり？」

　夢か、と思ったけれど、水が冷たい。

　ぐっしょりと濡れた制服を絞しぼりながら、座り込んでいた水たまりからそろりと立ち上がった。見れば足首のあたりまで深さのある水たまりは、金色に光り輝いていた。

　水たまりから足を抜いた瞬間、ふわっと舞まった金色に光る綿毛が私の頰ほおや腕うでにぴたぴたっとくっついて消えた。

「ひゃっ!?」

　綿毛の温かくも冷たくもない不思議な感かん触しよくはスッと消えて、後に残るのは夢にしては風で冷える自分の濡れた身体からだだけ。

　私がいるのは深さ一・五メートルぐらいの穴の中で、その周りは針葉樹の森になっているみたいだった。這はい上がろうとしたら、穴の斜しや面めんがつるつると滑すべり、足がかけられず登れない。

　空は夕焼け色だった。どうして私はもうすぐ夜になりそうな森にいるんだろう？

　ふと、早くも濃こい影かげが落ちつつある森の中で唯ゆい一いつの明かりである足元を見下ろして、息が止まりそうなほど驚いた。その水面には、私の家のリビングが映っていた。

「えっ、どうして……なんでっ!?」

　水たまりに手を突っ込んだら、漣さざなみ立たって映像が消えてしまった。

　どくどくと鳴る心臓を押さえ、立ち位置に注意して、もう一度水面が凪なぐのを待った。すると凪いだ水面には、確かにリビングが映っていた。

　視点としては、テレビと向き合っているソファの背もたれの上ぐらいから、カウンターキッチンを見ているような感じだ。机の上には妹からのメモが置いてある。

　私は息を吞のんで水面に見入っていた。妹がお風ふ呂ろから出てきてくれれば、私がいないことに気づいてくれるかもしれない。

　けれど、数分経たつ頃ころ、私はもう一つのことに気がついた。

「あっ……時計の針、動いてない……！」

　カウンターの上の壁かべにとりつけられた時計の秒針が、二十五秒で止まったままだ。

　時計がいきなり壊こわれたんだろうか？

　それとも、あちらの時間が動いていない……？

「おい、そこにいるのは誰だれだ！」

　混乱して眩暈めまいを覚えていたその時、声がした。男の人の声だ。

「た、助けてください！」

　そういえば、穴の中から出ることができなかったんだった。

　声のした方へ振ふり返って手を振れば、すぐに声の主が近づいてきた。

　赤みがかった黒くろ髪かみ？　たぶん暗あん褐かつ色しよくの髪をした、西洋風とも東洋風ともつかない顔立ちで異国風の服装の青年だった。

　その瞳ひとみは赤い宝石に似ていて、濡れたように輝いている。

　そういえば、似た色の飴を飲み込んだことを思い出して、思わず喉に手を当てた。

「人間、か？」

　私が妖よう怪かいにでも見えているのかな。確かに、今は逢おう魔まが時と言われる時間帯かもしれない。昼が終わって夜が始まろうとしている。こんな時間帯に森の中で人に出会ってしまったら、疑いたくなる気持ちもわかるかも。

　私を見下ろす青年の顔立ちが綺麗すぎて、もうこれが夢だと確信した。

　彼が首を傾げると、陶とう器きのような白い肌はだにサラサラと暗褐色の髪の毛が落ちた。赤い目の奥でちらちらと炎ほのおのような光が閃ひらめいて見える。長い睫まつ毛げには爪つま楊よう枝じが何本も載のりそうだ。そういえば、百均で爪楊枝入れを買おうと思っていたんだ。

「早く目を覚ませばカレーができる前に買いに行ける……！」

「何を言っている？　──おまえ、俺の瞳に似た色の石を見なかったか？」

「石？」

「この辺りに、落ちたはずだ。知らないならば……おまえに用はないんだが」

　彼は低い声で言うと、顔を歪ゆがませて赤い瞳で周囲の森を睨にらみつけた。暗くなりかけた森の中で探し物とは大変だ。ここで見つけたものじゃないけれど、私は彼の瞳とよく似た色の飴を先ほど見たばかりだったから、教えてあげることにした。

「これぐらいの赤い飴のことなら──」

　私が言いさした時、男の人が素す早ばやい動作で私のいる穴の中に飛び込んで水しぶきを立てた。

　彼は黒い革かわ手て袋ぶくろをした手で、私の口を塞ふさいだ。

「シッ！　静かにしろ」

　青年が素早く命じた次の瞬間、私たちの頭上の開けた空の上を、巨きよ大だい生物が飛んで行った。

「んんっ!?」

「俺を捜さがしに来たようだ」

　青年は不ふ愉ゆ快かいそうに舌打ちした。彼を捜しているという巨大生物は、私の見み間ま違ちがいでなければ竜りゆうだった。夢にしてはすごくリアルな竜だった！　緑色の鱗うろこが西日でキラキラと輝く姿は、幻げん想そう的といっていいくらい綺麗だった。
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『ルイス様ぁー！　どちらにいらっしゃるのですかぁー！』

　不思議に響ひびく声が聞こえた。その声が遠くなると、彼は私の口を覆おおう手を外してくれた。

「ルイス様ぁー、って竜がしゃべった！」

「竜形態の者の言葉がわかるということは、おまえは〝竜りゆう鎮しずめ〟か」

「りゅうしずめ？」

　耳慣れない言葉を繰くり返したけれど、青年はとりあわず続けた。

「……それより、先ほど赤い飴と口にしていたか」

「うん。さっき、飲み込んじゃって」

「はあ!?」

「あれ、妹がくれた飴じゃなかったのかな……？」

　でも手紙に添そえてあったし。だけど確かにむき出しで……でも、そもそもうちの中にあったものだよ？　夢だから脈みやく絡らくがないのかな。

「飲んだ!?　吐はき出せ!!」

「たぶんもう溶とけちゃったんじゃないかな？」

「溶ける!?　ああそうか……〝竜鎮め〟の人間め！　俺の力を取り込んでどうするつもりだ!?」

　青年は青ざめた顔で叫さけんだ。彼は先ほどから何度も私のことを人間と呼ぶ。確かに彼は艶々とした暗褐色の髪と宝石のような赤い瞳も相まって、人間とは思えないほど神こう々ごうしい。私より一個上くらいか。高校三年生ぐらいだろうか。こんな先せん輩ぱいがいたら学校生活はバラ色だろう。ファンクラブとか、絶対にある。

「あの、あなたの飴あめだったの？　ごめんなさい、妹がくれた飴だとばかり思って。つい」

「……おまえの口を塞いだ時、嫌いやな予感がしたんだ。俺の力がおまえから流れ込んでくるような、奇き妙みような感覚があった。完全に、取り込んだな」

　睨むような目つきで見られ、思わず今いま頃ごろ飴があるだろうお腹なかを押さえると、彼は胡う乱ろんげな目をして私のお腹に視線をスライドさせた。

「腹を搔かっ捌さばけば出てくるか。しかし殺したら俺の力が消える可能性がある……その上、俺の命までもなくなる危険性が……」

　物ぶつ騒そうな独り言を言っている彼の彫ちよう刻こくのように整った横顔を眺ながめながら、私は森を吹ふき抜ける涼すずしい風に震ふるえた。もうそろそろ夏だというのに、肌はだ寒ざむい日がたまにあるから着る服に困る。肩かたに引っかかっていたカーディガンをしっかり着込んでから、彼に尋たずねた。

「そろそろ夕飯の支し度たくをしたいんだけど、どうしたら目が覚めると思う？」

「これが夢ならば、俺だとて目を覚ましたい」

　狭せまくて小さい穴の中、彼にじろりと睨まれた。

　綺麗な顔がすごく近くにあることを今やっと実感して、ぎょっとした。しかも、その美び貌ぼうの持ち主はすごく不ふ機き嫌げんで、怒おこっているのだ。不安で心臓がドキドキしてきた。

　橙だいだい色いろの光がじわじわと沈しずんでいき、森の中に暗くら闇やみが満ちていく。

　急速に迫せまってくる夜を目まの当たりにし、普ふ段だんの夢では感じられない時の経過を強く感じた。

　背筋に、ひやりとしたものが走った気がした。
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　竜にルイスと呼ばれていた青年に穴の中から引っ張り出され、腕うでを引かれ、私は小走りで後をついていっていた。森の中は足場が悪い。でもこけそうになると、彼は強い力で私の腕を引っ張りあげてくれた。どこに連れていかれるのかわからなかったけれど、一人で穴の中にいるよりはいい。

　森の奥なのか手前なのか、土を踏ふみ固めただけの道があり、そこには馬車？　が停とまっていた。

　人が乗れそうな箱を背負うのは馬というか、地面から少し浮うく巨大タツノオトシゴだ。

「さっさと乗れ。人間といるところなど誰にも見られたくはない」

　押し込むように箱の中に乗らされた私は、頰ほおをつねってみた。

「ほっぺ痛い……夢じゃない？」

　夢じゃないとしたら、ここはどこだろうか。

　日本語は通じているけれど、日本ではないと思う。何しろ日本には竜なんて存在しない。そもそも、世界のどこを探しても、存在しない気がする……。

　ルイスが隣となりに乗り込み、窓からタツノオトシゴ（仮）に「行け」と一声かけると車は滑すべるように動き出した。森の中なのに揺ゆれない。タツノオトシゴ（仮）は浮いているし、箱の部分は背中に載っているからだろう。こんな生物も見たことがない。

「おまえはどこの村の者だ？」

「へ、村？」

「おまえが洗礼を受けた町の名前を言え」

「せんれい」

　意味がわからず言われた言葉を繰り返す私に、ルイスはイライラした様子で眉み間けんに皺しわを寄せた。せっかく整った顔をしているのに。カルシウムを取らせてあげたい。

「優やさしく言ってやっているうちに、洗いざらい話せ。俺は力を取り戻もどすためにおまえを生かしておいている。だが、俺から力を奪うばいたいと思っているやつは多い。そういうやつらは喜んでおまえの命を狙ねらうだろう」

「あの、私はこれを夢だと思っていたんだけれど……もし夢じゃないのなら、ここは私にとって異世界ということになるのかな」

　異世界トリップしてなんたらかんたら……弟がそんな小説をたくさん持っていた気がする。

　どうして借りておかなかったんだろう。こんなことになるなら絶対に読んでおいた方がよかったに違ちがいない。

「……どういうことだ？」

　ルイスの問いかけに私はここに来るまでにあったことを順番に話した。

　夕飯の準備をしていて、うたたねして、妹がシャワーを浴びる音で起きて……手紙と、置いてあった赤い飴に見えた、石のこと。この世界と私の世界の違いを説明しきれたとは思えないけれど、空を飛ぶしゃべる竜がいないのは確かだ。ルイスは意外にも私の言葉をあっさり信じた。

「俺から零こぼれ落ちた力が竜脈に落ち、そして異世界へ渡わたったのか……」

「信じてくれるの？」

「元より、竜脈は異界に通じると言われている」

　彼の言う竜脈というのは、気づいたら私が浸つかっていた光る水が湧わく場所のことらしい。

「竜の魂たましいは死んだら竜脈の果てに行くと言われているが、まさかその先におまえのような人間の生きる場所があるとは驚おどろきだ。しかし確かに、おまえからは竜族の気配がしない。普ふ通つうは育った土地の竜族の気配から里が知れるものなのだが……」

「どうしたら帰れると思う？」

　ここは異世界で、なぜか私はここにいる。

　なら帰らなくちゃいけない。けれど来た方法もわからないのに、帰る方法なんてわかるものだろうか？　不安に思い見つめていると、彼は顎あごに指を当てて目を細めた。

「水面に、奇妙な像が映っていたな。あれがおまえの世界ならば恐おそらく、おまえの身体からだや魂は元の世界に惹ひかれているのだろう。だがおまえが取り込んだ俺の力は、この世界に惹かれ、おまえをここへ誘いざなった。ならば、俺の力を取り除けば竜脈から帰ることが可能なはずだ。すべてのものはあるべき場所へ帰っていくものだ」

　帰れると聞いて、心の底からホッとした。

「それにしても、どうしてそんな大事な力？　を落としたりしちゃったの？」

　先ほど彼は、私が死んだら一いつ緒しよに死んでしまうかもしれないとさえ言っていた。

　そんな大事なものはしまっておくに限るのに。

　ルイスは嫌そうな顔をして言った。

「……何者かに薬を盛られたらしい。俺の身体から強制的に竜族の力を抜ぬいたというわけだ」

「竜族の力……」

「己おのれの身体を自在に操あやつり支配する力。竜になる力だと思っておけばいい」

「竜になる力!?」

「そうだ。俺は竜になる力を持つ唯ゆい一いつの種族、竜族だ」

　赤い目の人間離ばなれした容よう貌ぼうの青年が堂々と胸を張る。

　やっぱりこれは夢なんじゃないだろうか？　私がぽかんとしている内に、彼は話を続けた。

「竜りゆうとなって空を飛んでいた最中、鱗うろこが剝はがれるように、俺の身体から力の塊かたまりが零れ落ちた。辛かろうじて身体に残った力を使い竜化を保ったが、森に降りるとほぼ同時に竜化も解けた。ここ数日落とした力を捜さがして彷徨さまよっていたが、落下予想地点の穴の中におまえがいたというわけだ」

　犯人はわからないという。

　心当たりがないというわけじゃなくて、ありすぎるということらしい。

「他人から強制的に力を奪う薬など禁制品だ」

　じっと縋すがるように見つめる私の様子を窺うかがいながら、彼は続けた。

「だが、おまえの身体から力を抜くにはその薬を手に入れるしかない。大々的に薬を探すこともできない。なぜならそれは、俺の弱体化を他ほかにも大勢いる敵に知らせることになるからだ」

「それじゃ、どうしたらいいの……？」

「確実に薬を持っている、あるいは薬の入手筋を知る者が一人いる。誰だれだかわかるか？」

「あ。……犯人、かな」

「ああ、そうだ」

　ルイスは険しい顔つきで頷うなずいた。

「俺の弱体化を誰にも知られぬよう立ち回り、犯人を見つけ、薬を手に入れおまえの身体から力を抜き、取り戻す。それが俺とおまえに残された唯一の道だ」

「唯一の……？」

　頭がぐるぐるしてきた。推理は全然得意じゃないのだ。ミステリードラマで犯人の予想が合っていたためしがない。妹は演出の仕方を見ただけで犯人がわかるらしいけれど。

　私が飲んだ飴はルイスの力？　で、私の身体の中から力を取り出すには入手が困難な薬が必要で、犯人がそれを持ってそうだから、捕つかまえようよってことらしい。

「すぐに帰りたいけど、無理ってことだよね……」

　窓の外はどんどん暗くなっている。カレーのお鍋なべを火にかけっぱなしなのだ。弱火だから大だい丈じよう夫ぶだと思うけれど、妹が気づいて消してくれていることを期待する。

　希望は、水面に映る家のリビングの時計の秒針が止まっていたこと。

　あちらの進む時間が止まっているなら、二人を心配させずに元の世界に戻れるかもしれない。

「早く、犯人を捜さなくちゃ!!」

「利害は一いつ致ちしたようだな」

　もちろん、私は犯人を捜すために全力で当たる！

「私は星ほし野のエミ！　よろしくね！」

　隣に座るルイスにバッと握あく手しゆを求めて手を出したら、嫌いやそうな顔をされた挙げ句顔を背そむけられた。この世界には手を出す仕草に侮ぶ辱じよく的な意味でもあるのかな？

　なら仕方ないなと思って前を向いて座ること数分、そっぽを向いた隣の人から声が聞こえた。

「……俺の名はルイス・シュテルーン」

　唸うなるような声で、自己紹しよう介かい。

　その態度は反はん抗こう期きの弟によく似ていて、人と挨あい拶さつする時は目を合わせないと駄だ目めでしょうと諭さとしたくなったけれど、この世界では何か意味があるのかもしれない。

　お姉ちゃんしたくなる欲よつ求きゆうをぐぐっとこらえて、私は小さい声でもう一度「よろしくね」と言ってみた。
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　町は高い塀へいで囲われていた。門の前には入町手続き待ちの行列ができていたけれど、ルイスが車の中から顔を出して声をかけると顔パスで列をスルーして通ってしまった。ルイスは遊園地でよくあるファストパス・チケットの類たぐいを持っていたのだろうか。

　うとうとしているとホテルのような場所に到とう着ちやくしたらしい。外にいたおじさんにやんわり促うながされ、私は眠ねむい目をこすりながら降りた。もう日が落ちてから数時間経たっている気がする。乗せてくれたタツノオトシゴ（仮）の首をよしよしと撫なでたらパチッとウィンクされた。可愛かわいい。

　屋や敷しきのような建物の大きな門の前では背筋の伸のびた老ろう紳しん士しって雰ふん囲い気きのおじさんがランプを掲かかげながら、眠さのせいか青ざめた笑えみを浮うかべていた。

「シュテルーン様、我らが領主様──そしてお連れ様を、この度たび我が家にお迎むかえできますことは光栄の至りでございます」

「世辞はいい」

　ルイスは低く響ひびくような声で言った。ルイスの声から、すごく機き嫌げんが悪そうだってわかった。

　ううん、タツノオトシゴ（仮）に乗っていた時からルイスの機嫌が悪いのはわかっていた。

　あの車の中で、ルイスと私はいくつかの実験をしたのだ。

　その結果、ルイスは私に触ふれていないと力を引き出すことができないと発覚した。

　狭せまい車の中で手首を摑つかまれてびっくりしたけれど、竜族は力がなくちゃ生きられなくて、その力が私の中にあるというのだから仕方がない。変に恥はずかしがるのも悪い気がして、私はずっと明後日あさつての方を見ていた。

　触れていれば、その間、私の中にある源から湧わき出る力を引き出して、ルイスの中に溜ためることはできるみたい。けれど、少ししか溜められないし、生きるだけでも力は消費しているとかで、竜族特有の能力を使おうとするとすぐになくなってしまうらしい。つまり私は充じゆう電でん器きで、ルイスは長持ちしないバッテリーのような状態なのだ。

　ルイスが生きる上でかなり不便な状態みたいで、実験を終えた後から目つきが凶きよう悪あくになった。

「すみません、ルイス眠いみたいだから、早く部屋に案内してください」

「おい、押すな！」

「イライラしないで」

　私だってしばらく異世界にいなくちゃいけないことで落ち込んでいるのだから。まごついているおじさんを促して、私たちは部屋へ案内してもらった。入った部屋は大きかったけれど、キングサイズのベッドが一つしかない。

「……私の部屋はどこ？」

「ここだ。おまえから目を離はなすつもりはない」

　ルイスは平然として言った。

「おまえが俺の力を握にぎっている以上は、そうするより他にない」

　それにしたって、よく知らない男の人と同じ部屋で寝ねなくちゃいけないだなんて、どうしてこんなことになったんだろうって思う。ルイスが平気な顔をしているのが憎にくたらしい。わああって叫さけんじゃいたい私がおかしいみたい。

　でもルイスの大事なものを持っているのは確かだし、ここは私が大人になるべきなんだろう。

「わかった……ルイスがベッドを使うといいよ。お姉ちゃんはソファで大丈夫だからね」

「貴様のような姉を持った覚えはない」

　ルイスの律りち儀ぎなツッコミを聞き流してソファに横になると、すぐに眠ねむ気けが押し寄せてきた。

　眠りながら頭の隅すみでお腹なかが減ったなあと思っていたら、やがて、息苦しくて、あんまり寝た気がしない内に目が覚めてしまった。

「う、うう……息、が」

　喉のどに手を伸ばすと、顎あご肉にくが、硬かたい。重い。大きくて、どかせられない。

　いや、顎肉はどかせられないか──。

「っ……何？」

「何が目的でルイス様のお部屋に忍しのび入った……!?」

　顎肉がしゃべった、と思った瞬しゆん間かん、顎肉がもげた。

「ぐはっ、ルイス、様!?」

　顎肉が吹ふっ飛んだ。いや、それは私にのしかかっていた、人だった。

　暗くら闇やみの中、すぐ近くからルイスの声が聞こえてきた。

「これはどういうことだ、ヨアヒム！」

「ルイス様のお部屋に忍び入る曲くせ者ものがおりまして……っ、始末、しようと」

「殺そうとしたのか……」

　ルイスの苦々しい声が聞こえたかと思うと、暗い部屋がフワッと明るくなる。ルイスがランプを掲げて私を見た。咳せき込む私の肩かたを抱だいて、ルイスが色を失い顔を覗のぞき込んできた。

「おい、死ぬなよ！　呼吸はできるか？」

　呼吸なら、余よ裕ゆうでできてるから大丈夫。

　ルイスにバシバシと叩たたかれて多少困難になってはいるけれど……。咳き込んでいると、ルイスは私の首を絞しめていたらしい男の方に近づいた。

「ヨアヒム、余計なことをしてくれたな」

　ヨアヒムと呼ばれた男は、私の上から突つき飛ばされた恰かつ好こうのまま絨じゆう毯たんの上に転がっていた。途と方ほうに暮れた顔をした彼の青い髪かみを見て、私はびっくりした。なんでそんな色に染めたの？　不良なのかな？　盗ぬすんだバイクで走り出すの？　うちの弟妹に近づかないでください。

「人間なんぞ同じ空間で呼吸をすることすらご不快だとおっしゃっていたではありませんか！」

「呼吸しないと死んじゃう……」

　びっくりして呟つぶやくと、ルイスが赤い目をカッと見開いた。

「死ぬな!!　おまえに死なれたら俺は……！」

　力を失ってしまうか、悪ければ死んでしまう、のだと思う。

　けれどそれを知られないようにだろう、ルイスは言葉を吞のみ込んだ。

「……こちらに来い、エミ」

　首を絞められていたとはっきり理解すると恐こわくなった。差し出されたルイスの腕うでにしがみつく勢いで近づいた。ルイスの手が私の腕を摑むと、身体からだがじわりと熱くなった。

　いや、熱くなったのは、私の身体の中にある何かだ。この熱が私の中にあるルイスの力なのだろう。触れているところから、その熱は元あったところにじわりじわりと戻もどろうとするかのごとく、ルイスの方へ流れていく。

「まさか……ルイス様、その人間の女は」

　青い髪の男が、何かに気づいたかのように息を吞んだ。

　私が触れていないと、力を発揮できなくなっている。ルイスはそのことを絶対に誰だれにも悟さとられないようにしたいと言っていた。それなのに、早さつ速そくバレてしまったのだろうか。

「その人間の女と、ルイス様……まさか恋こい仲なかなのではないでしょうな!?」

「…………ふぁ？」

　詰つめていた息が、へろっと出てきた。

　ルイスを見上げたら、愕がく然ぜんとした顔をしていた。その顔のまま私を見下ろした後、すぐに抗こう議ぎするように顔を上げた。

「そんなわけが……ッ！」

「それでは何故なぜそのようにぴったりとくっついておられるのですか！」

　ルイスは一いつ瞬しゆん私の手を離そうとしたみたいだけれど、思い直した。ルイスのバッテリーは今、空に近い状態なんだろう。私を離したら力を使えないのかもしれない。

　とはいえ、そんなに強い力を込めて握らなくてもいいよね!?

「い、痛いよルイス」

「痛い？」

　ルイスは意味がわからない、という顔をして私を見下ろした。なんで伝わらないの、本当に痛いんだよ。涙なみださえにじんできた私を見て、ルイスは狼狽うろたえた。

「確かに人間はすぐ壊こわれる……骨が折れたか!?」

　ただ青あお痣あざになりそうなぐらいだよ。それでも十分痛いけどね。

　私たちのやり取りを見て、青い髪の男は誤解をますます深めたらしい。

「このヨアヒム、生しよう涯がいを通じてルイス様にお仕えすると誓ちかいましたが、それとこれとは話が別です！　人間の小こ娘むすめにうつつを抜ぬかすなど許されないことですよ！　ルイス様に限ってそのようなことはないと思っておりましたのに……!!」

「違ちがう、誤解するなヨアヒム、これは」

「何が誤解なのですか？　もしやその女を抱いているのには深い事情がおありとか──？」

　ルイスが言葉を切り絶句した。

　その通り、事情があるんだと説明しないっていうことは、やっぱり……この青い髪の男の人も、犯人の可能性があるってことなんだ。

　つい先ほどまで味わっていた息苦しさを思い出して、改めてゾッとした。

　私はただ巻き込まれただけだから、元の世界に帰っちゃえば日常に戻るけれど、ルイスは本当に誰かに命を狙ねらわれているんだ……！

　突とつ飛ぴすぎて真しん剣けんに考えてなかったけれど、目の前にいるこの人が犯人で、ルイスに力がないってわかったら、どうなっちゃうんだろう？

「……俺とこの女は、確かに恋仲だ！」

　ルイスはやけくそ気味に言った。

　秘密にしたい事情に理解を示しかけた青い髪の人を前に、ルイスは即そく座ざに前言を撤てつ回かいしたのだ。ついでに私の肩を抱いたルイスを見て、彼は額に青筋を走らせた。

「竜りゆう族ぞくの四公こう爵しやく家が一、シュテルーンの長おさともあろうお方がなんということをおっしゃるんです!?　次期王座すら望めるお方の恋人が、人間の女!?　前ぜん代だい未み聞もんです！　あり得ません！　領地主たちが聞いたらなんとおっしゃるか!!」

「す、好いてしまったものは仕方がなかろう！」

「この世のすべての竜族の娘が嘆なげき悲しみますよ!!」

「放ほうっておけ!!　この女と共にいないと俺は生きられないのだからな！」

　叫びながら、ルイスはくっと喉を鳴らして赤い瞳ひとみを潤うるませた。そんなに嫌いやがるなんて失礼じゃないだろうか。

　ルイスと青い髪の男の不毛な言い争いを聞きながら、私はルイスに寄りかかって目を閉じた。

　なんだかもう、今日はすごく疲つかれてしまった。

　明日あしたから頑がん張ばろう。明日から、色んなことにちゃんと向き合って、犯人をさっさと見つけちゃって、弟てい妹まいたちのいる家に早く、帰らないと──。
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「おい、起きろ……起きろエミ！」

　名前を呼ばれたけれど、瞼まぶたが重くて上手うまく開かなかった。

　昨日、泣いたっけ？　そんな覚えはないのに、瞼が腫はれぼったい。

「……ルイス？」

「今医者を呼んでいるところだ。頼たのむから死んでくれるなよ……！」

　寝ねて起きても夢が覚めない。ううん、これは夢なんかじゃないってことだ。

　なんとか瞼を開くと、私が横になっているベッドの脇わきで、ルイスが整った顔を歪ゆがめているのが見えた。そんな顔をさせてごめんね、と心の中で謝る。弟妹の顔を見たいなと視線を巡めぐらせたら目が合ったのは青い髪の人、ヨアヒムさんの険しい目だった。いつの間にか、窓の外に日がのぼり、部屋の中はぼんやりと明るくなっていた。暗い部屋だとよくわからなかったけれど、明るい日の下で見る彼の目は緑色だった。

　身体がだるくて、起き上がれない。

「……私、風邪かぜ、ひいちゃった？」

　喉のどが痛くて声が掠かすれた。頭が重いのも視界が微び妙みように潤んでいるのも熱のせいみたいだ。

「ああ、そのようだな。……なぜそんなものをひいた」

　ルイスが責める口調で言った。大きな声を出さないで欲しい。頭がガンガンと痛む。

「うう……」

　呻うめいた私を見て、ルイスが蒼そう白はくになる。

「おい、やめろ。おまえが死んで──失ったら！　俺は一体どうしたらいい!?」

　ルイスが恋人を心配する彼氏にしか見えないせいで、ヨアヒムさんが咳せき払ばらいをした。

「恐おそらく、上うわ掛がけもかけずに寝ていたからでしょう。あと、夕食をとらせていなかったとおっしゃっていたので、それも原因かと」

　あと、水に濡ぬれた服のままでいたのもよくなかったと思う。

「一体何が問題だ？」

「人間はすぐに死ぬ生き物です。食事を一回抜くだけでも死に大きく近づくそうです」

　それはいくらなんでも大げさだ。

　訂てい正せいしようとしたら、咳せき込んでしまった。変な風に唾つばを飲み込んじゃったらしくて、大きな咳が中々止まらなくなった。

「お、おい……医者はまだか!?　ヨアヒム、俺に何かできることはないか！」

「暖かくさせておくこと……でしょうか。以前、買った人間を家の中に一晩置いておいたところ、凍とう死ししていたという話を聞いたことがあります」

「おまえ……凍死するのか……？」

　その家はどれほど寒いんだろうか。

　びっくり顔をしているルイスに私はびっくりしたい。冷蔵庫の中にでも入れられなければ凍死はしないと思うよ、たぶん。

　ルイスは着ていた上着を脱ぬいで私の上にバサッと載のせた。今はお布ふ団とんの中にいるから暖かいけれど、その気持ちはちゃんと受け取ろう。

「ありがとう。もしよければ、あの、水を……」

　喉が渇かわいたから、もらえないかなと聞いてみたら、ルイスがヨアヒムさんを見た。

「水？　これは与あたえてもいいのか、ヨアヒム！」

「水は人間にとって重要なものらしいです。水を欠かすと人間は干ひからびるそうです」

「干からびるのか……」

　そんなに簡単には干からびないはずだ。

　ルイスが口の中に水差しを思いきり突つっ込んできたから、危あやうく溺おぼれて死にかけた。実は、ルイスが私を殺そうとしている……!?

「げほっ、かは、ごほっ……！」

「そんな、エミ、おい死ぬのはやめてくれ、エミ！」

　私はなんとか呼吸を整えて、大だい丈じよう夫ぶだよと小さな声で囁ささやいた。ただの風邪ならゆっくり休めば治るだろう。

「ヨアヒム、医者を急がせろ！　迎むかえに行け」

「……かしこまりました。ルイス様のご命令とあらば」

　不服そうな顔をしながらも、スッとお辞じ儀ぎをしてヨアヒムさんがいなくなると、ルイスは恐る恐るといった手つきで私の手を取った。持ち上げられて見えた私の腕うでには、昨晩ルイスに摑つかまれてできた青痣がある。それを見て、ルイスは目を瞠みはった。

「……痛いか？」

「ううん、痛くない」

「そうか。これぐらいの力なら、壊さないか……」

　溜ため息いきを吐つき、ルイスはスッと目を細めると、片手で私の手を摑みながら、もう片方の黒い革かわ手て袋ぶくろの指先を嚙かみ、手を抜ぬいた。

　そして、素す手でで私の手に触ふれた。ルイスの掌てのひらには赤い宝石のような石が嵌はまっている。

「竜族の掌には必ず、こうした鱗うろこが握にぎられている」

　私が目を向けていることに気づいたらしく、ルイスが説明してくれた。

　私の手の甲こうに触れる赤い鱗が、ふわりと温ぬくもりを帯びる。すると、身体からだの中に流れだした温かい力が、熱を吸い取ってくれた。そしてあっという間に、信じられないほど身体が楽になるのを感じた。

「あっ、何これ……？」

「竜族の力の源から溢あふれる竜気だ。身体を操あやつり、万ばん全ぜんの状態に保つことができるんだが……俺の力を取り込んだくせに、おまえは自分で使うこともできないんだな」

「ルイスが力を使う時には、この竜気？　が必要なんだね」

「ああ、そうだ。今はおまえに触れることで流れてくるこれが、俺には必要だ」

　どこが始点なのかもわからないぐらい、私の身体の中を複雑に熱が巡る。

　けれど肩かたから肘ひじを経由し、触れている掌からルイスへと流れていくのはわかった。

「どうやって力を使うの……？」

　気功のような感じだろうか。近くの公園で毎朝六時から太たい極きよく拳けんをしているおじいちゃんおばあちゃんたちみたいな感じかもしれない。弟がたまに参加しているらしいけれど、まだカメ●メ波は出ないみたい。部屋で練習しているのはお見通しだ。お姉ちゃんは応おう援えんしてるよ。

「願えば竜りゆう気きが動く。それによって身体を作り替かえ、竜になる」

　ルイスは響ひびくような声で言った。

　ぼんやり見上げていたルイスの頰ほおがピシリと割れる。いや──硬こう質しつな何かに、変わっている？

「竜族は、竜になることができる。優ゆう雅がで力強く高潔な存在。矮わい小しような人間などよりはるかに長い時を生き、美しく死ぬ」

　ピシピシという音は頰がひび割れる音みたいで、痛くないのだろうかと不安になる。

「恐ろしいだろう」

　私の顔を見て、ルイスは満足げに笑った。赤い唇くちびるの内側にある犬歯もぐぐぐと伸のびていく。

　３Ｄアニメでも見ているみたい、と思いながら、私はルイスの言葉を反はん芻すうした。

「恐ろしい？　どうして？」

「俺たちがあまりにも偉い大だいだからだ」

　この世界ではそういうものなのか、と思うだけだった。

　風邪を引いた私に取り乱すぐらいだから、彼らの身体が丈じよう夫ぶなのは間ま違ちがいない。季節の変わり目にちょっとご飯を抜いたくらいで、体調を崩くずして迷めい惑わくをかけてしまった。

　ルイスの肌はだからはピシリ、ピシリと音がし続けている。でもそれは、肌が柔やわらかい人間の白い皮ひ膚ふから赤い鱗に変わっているだけみたいだ。

「……それ、痛くないよね？」

「痛いどころか、本来の姿に戻もどるのは快いものだ」

「そっか。ならよかった……」

　私も大丈夫だよという意味をこめて笑えみを浮うかべた。

　安心したら眠ねむくなってきた。身体は先ほどよりうんと楽になっているけれど、身体の中に竜気を巡らせるのは体力がいることみたいで、疲つかれてしまった。

「何がよかっただと──おい、おい、ホシノエミ！」

「眠いだけ……大丈夫だよ」

　私がうっかりルイスの力を食べてしまったせいで、彼には随ずい分ぶんと心配をかけてしまっている。

　自分にとって大事なものの命運を、自分よりもずっとか弱い生き物が握っているだなんて、すごく嫌いやだろう。私の場合にたとえるなら、飼ってるハムスターが死んじゃったら弟てい妹まいと二度と会えなくなるとか、そんな感じかな……？　そんなの絶対に耐たえられない。

「死ぬことは許さない。決して俺の傍そばを離はなれるな。そうすれば、守ってやろう」

「うん……」

　弟妹にたとえたら、本当によくわかってしまった。私が持っているものは、彼にとってすごく大事なものに違ちがいない。

　大事なものなら、絶対に、彼に返さなくちゃならない。

「片時も離れぬように……その理由として周囲の者を納なつ得とくさせられるよう、不本意だが恋こい仲なかのふりをする」

「ひぁ……恋人のふり？　ホントにするの？」

「ああ、俺を愛しているふりをしろ。愚おろかな恋れん愛あい感情に振ふり回されているのだと考えさせれば、多少の不ふ審しんな行動も疑問は持たれまい」
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　朝から、ヨアヒムさんが部屋の前に陣じん取どって、私の出入りを阻はばんでいる。

「ルイス様、その女を連れていくだなんて、いけませんよ」

「俺はこの者と離れたくないのだ」

「うぐ……で、ですが、駄だ目めですよ。連れて歩くだなんて」

　ルイスとヨアヒムさんは先ほどからこの調子で押し問答をしている。

　私は一昨日おとといに続いて昨日も風邪かぜでダウンしていたのだけれど、その間ルイスに話を聞いたり口裏を合わせたりして過ごしていた。ルイスはなんとこの土地の領主様らしい。しかも、治めているのはこの町だけじゃないんだって。領主様として、ルイスは領地に気を満たさなくてはならないという。

　直ちよつ轄かつ地ちである町を転々としているところに、今回の事件が起きたそうだ。

「ルイス様がこの女に情をかけていることはこのヨアヒム、不本意ながら理解致いたしました。ですが、冷静にお考えください。この妙みようちきりんな恰かつ好こうの女を連れている者を見たら、ルイス様はどう思いますか？　しかもその女を恋人だと言っています」

「……頭がおかしくなったのかと疑う」

「ひどい！」

　これは制服という、冠かん婚こん葬そう祭さいにも着ていけるちゃんとした恰好なのだ。それなのに、ヨアヒムさんもルイスもひどすぎる。

　でも私の抗こう議ぎの言葉は無視して、ヨアヒムさんが言い募つのった。

「ルイス様におわかりいただけてよかった。この女には俺が服を見み繕つくろっておきましょう。ですからルイス様はどうか務めを果たされてください」

「この者の服が用意できるのを待つ」

「待たないでください。ルイス様が途と中ちゆうでお隠かくれになるので予定が狂くるっているんですよ！　時間がないんですから、早く行ってください！」

　力を奪うばう薬を飲まされて、体調がおかしくなったルイスは、私を見つけるまでの間、誰だれが犯人かわからないので身を隠していたらしい。

「俺が命をかけてあなたの大切なものをお守りします。……信じていただけませんか？」

　そう言ってルイスを見つめるヨアヒムさんの緑色の目はキラキラしている。

　すごく綺き麗れいな目だ。これならきっと信じられるよ！

　ヨアヒムさんの真心に打たれた私が見上げたら、ルイスは額を押さえた。

「……部屋から一歩も出るな。大人しくしていると約束できるか？」

「うん！」

「はぁ……」

　私の返事を聞くと、ルイスは重苦しい溜息を吐き、手袋越ごしに私の手を取り握りしめた。

　竜気を補給しているのだろう。

　しかし、ヨアヒムさんはそうとは思わず、おずおずと尋たずねた。

「あの、何をされていらっしゃるのですか……？」

「あまりにも離れがたく、別れを惜おしんでいる」

　誤ご魔ま化かすためだとわかっているけれど、そんな風に言われると恥はずかしくなってくる。

　ヨアヒムさんはぽかんと口を開いたまま固まっていた。

　充じゆう電でんが済むと、ルイスは「手早く終わらせる」と言って仕事に行った。

　その後ヨアヒムさんは言っていた通り、私の服を用意してくれた。

　どれも不思議な模様のある異国風の服で、すごく可愛かわいい。布地には余よ裕ゆうがあり、その余った布で襞ひだを作って帯やピンで留めたりすると、ますますファンタジーな雰ふん囲い気きが出てくる。

「人間を傍に置いているだなどと知られれば……ルイス様のお立場が危ない……しかしルイス様の望み……だが、いやしかし」

　ヨアヒムさんは苦く悩のうしながらも、私のために動いてくれている。私も好きで家に帰らないわけじゃないけれど、これ以上迷惑をかけないように、愚ぐ痴ちぐらいは大人しく聞こうと思う。

　持ってきてもらった服に着き替がえて一人ファッションショーをしていると、やがて衝つい立たての向こう側からヨアヒムさんが声をかけてきた。

「──おい人間。ルイス様に近づいた目的は一体なんなんだ？」

　その声の真しん剣けんなトーンに驚おどろいて、私は衝立の中から出て行った。

「金が理由なら、俺が用意してやろう。はたまた地位か？　おまえの親兄弟にそこらの湖の漁業権でもくれてやれば、ルイス様を惑まどわすのをやめてくれるのか……！」

　私を睨にらむように見み据すえてヨアヒムさんは言う。

　ヨアヒムさんは、本当にルイスのことを心配しているんだろう……不良のお友達に誘さそい出される弟を見守るような気持ちなんじゃないかな。ものすごく悪いことをしてる気分になる。

　この人が犯人の可能性なんてあるのだろうか。

「ごめんなさい……お金も、何もいらなくて。その、私はルイスをあ、愛しているから」

「愛しているのであれば尚なお更さら！　ルイス様のご迷めい惑わくにならぬよう身を引くべきだろう！」

　怒ど鳴なられて、泣きそうになった。

　ヨアヒムさんの緑色の目の瞳どう孔こうが縦に割れる。部分的に竜りゆうになっちゃってる！　ひい、と喉のどの奥で悲鳴を上げてから、私は頑がん張ばって主張を繰くり返した。

「無理、です。ごめんなさい……ルイスのことが好きだから離れられないんです!!」

　私の目にはこの人が犯人に見えなくとも、今は建前の理由を貫つらぬき通さなくちゃならない。

　お願いだから早く帰ってきて、ルイス……！　そう心の中で願ったのとほとんど同時に、ヨアヒムさんが言った。

「もうすぐ、ルイス様がお戻りになる……その前に片づけないとな」

「えっ？」

　俯うつむくヨアヒムさんの顔を恐おそる恐る覗のぞき込んだら、酷こく薄はくな目と目が合った。

「やはり、人間などをルイス様のお傍に置いておくわけにはいかない！　とはいえ、仮にもルイス様が情をかけた女。むごいまねはしないから安心しろ」

「えっ、そんな、何を」

「ルイス様には遠くへ行ったとお伝えする。自らの意思で、愛ゆえに、とな」

　ルイスは絶対に信じないだろう。

　だって私たちの間に愛とかそもそもないしね！

「来い！　良い縁えん談だんを見つけてやろう。就職先の方がいいか？　悪いようにはしない。たとえおまえが人間でもな！」

「や、やめてください！　ルイス、ルイスー!!」

「黙だまれ人間！　殺されたいか！」

　悪いようにしないって？　絶対に噓うそだよ！

　顔がヤクザみたいだもん。青筋がピキピキ言ってるもん！

「助けてー！　内臓売られちゃうー！　私の内臓はもしもの時に弟てい妹まいにあげるために健康を維い持じしてとっておくのー!!」

「意味がわからないぞ！　落ち着け、むごいまねはしないと言っているだろうが！」

　腕うでを引っ張られて暴れたので、脇わきに抱かかえられてしまった。

　あまりにも無力な自分が情けなくて、子供みたいにジタバタしながら喚わめいた。

「うああああああん、私の内臓うううううううう!!」

「どこぞに趣しゆ味みの悪い竜族でもいるのか？　人間の内臓なんて何に使うんだ……」

　途と方ほうに暮れたように言いながらも、ヨアヒムさんは私を宿から運びだした。

　暴れたけれど簡単に車の中に放ほうり込まれて、椅い子すの背もたれで額を打った私は身み悶もだえた。

「この女を町の外に連れ出せ。西門でいい。そのまま森に潜ひそんでいてくれ」

「ロロロロ……？」

　タツノオトシゴ（仮）が鳴いた！　一いつ瞬しゆん泣くのも忘れてしまった。鳴き声も可愛い……。

「すぐに追いつく。俺が行くまで森に潜め。決して逃にがすな」

「ロロ」

「いい子だ。行ってくれ」

　ヨアヒムさんの言葉にタツノオトシゴ（仮）が頷うなずいたらしい。するすると動き出した車の中で、ひっくり返っていた私は慌あわてて起きて、車の扉とびらを開けようとした。

　けど、外からタツノオトシゴ（仮）が尻しつ尾ぽで押さえていて開かない！

「ルイスー！　ルイスー!!」

　扉を叩たたいてもびくともしない。見た目は優美なタツノオトシゴ（仮）のくせに力が強い。

　ザッと血の気が引いていく。

　ヨアヒムさんが言葉の通り、ルイスのために私を遠ざけようとしているだけなら、いい。

　ううん、よくないけど……でもそれなら、ルイスが私を傍そばに置いていた理由さえ伝えれば、ヨアヒムさんは慌てて私を迎むかえに来てくれるだろう。

　だけどもし、ヨアヒムさんが全すべてをお見通しだとしたら？　彼が犯人で、でも私をすぐに殺さないのは、ルイスに力が戻もどってしまうことを懸け念ねんしているからだとしたら？

　ルイスも、もしかしたら力が消えたり道連れにされてしまうかもしれないと思っているだけで、私が死んじゃったらどうなるのか、本当にわかっているわけじゃない。

「ルイス……どうしよう、ルイス！」

　もしもヨアヒムさんがルイスと私を引き離はなして、ルイスの竜気がゼロになっているところを襲おそおうとしていたら、彼の身が危ない。

　ゆるゆるとタツノオトシゴ（仮）は町の中を進んでいく。私は扉を叩いた。声をあげて助けを求めても、聞こえているはずの道行く人は誰だれも助けてくれなかった。この町の人は薄はく情じようだ！

　扉を蹴けってみる。やっぱり開かないけれど、窓はビリビリと揺ゆれていた。窓を割ることならできそうだった。

　車の中を漁あさったら、椅子の座面が蓋ふたになっていて、中から液体の入った瓶びんと金色の杯さかずきが出てきた。ぶかぶかの袖そでを手に巻きつけて、その上から金色の杯を握にぎりしめ、帽ぼう子しを深々と被かぶる。

　そして、ガラス窓に杯を叩きつけた。パリンと簡単にガラス窓は砕くだけた。袖を巻きつけた腕でそのままガラスをバラバラと落とす。

「強化ガラスじゃなくって、よかった……！」

　窓から上半身をぬっと出す。すると、タツノオトシゴ（仮）がすぐに気づいたみたいで、尻尾で私の額をぶにっと押してくる。

「うう、首がもげる……」

「ロロロ!?」

　私の言葉に驚いたようで、タツノオトシゴ（仮）が尻尾を離してくれた。言葉がわかるのかな。賢かしこい生き物だ。──その拍ひよう子しに私は窓からころんと石いし畳だたみの地面へ転がり落ちた。

　肘ひじを思いっきり擦すりむいた気がする。袖が長くてまくらないと見えないけれど、痛い。

　でも、これで逃げられる。

　そう思った直後、タツノオトシゴ（仮）の尻尾がぐるりと私の胴どうに巻きついた。

「は、離して？」

「ロ」

　駄だ目めって言われた気がする。もがいたけれどタツノオトシゴ（仮）の力は強くて、お腹なかを締しめつけられて気分が悪くなってきた。暴れることもできなくなった私はぐったりした。

「ひっく……ルイス……」

　何もできなかった……と泣いていたら「こちらです！」と焦あせったような声が聞こえた。

　何事だろうと顔をあげると、黒くろ髪かみの男の人が駆かけ寄ってきた。彼の瞳ひとみはヨアヒムさんよりも濃こい緑色をしていた。

　傍に立った彼は心配そうな顔をして、尻尾に締め上げられた私を見上げた。

「ご無事……ではなさそうですね。おいおまえ、この方を下ろしなさい」

　タツノオトシゴ（仮）は私をそっと地面に下ろしてくれた。お腹の締めつけがなくなり、私は思わず咳せきをした。

「けほっ……あの、あなたは一体？」

「私はデトレフ・ウラスと申します。ルイス様の側近の者です」

　ボロッとなった私の身なりを整え、デトレフさんは溜ため息いきを吐ついた。

「この度たびのヨアヒム殿どのの暴走について、私が代わって謝罪させていただきます。誠まことに申し訳ございません」

　デトレフさんが道の真ん中で私に頭を下げると、周囲がザワッとした。

「あいつ、竜族だよな!?　竜族が人間に頭を下げた……!?」

「いや、あの娘こも竜族なんだろう。じゃなきゃありえん……」

　突つき刺ささる居い心ごこ地ちの悪い視線の数々に戸と惑まどっていると、また向こうの方からざわめきが迫せまってきた。

　力強い足取りで、けれど血の気を失った顔をして歩いてきたのは、ルイスだった。

「ルイス！　大だい丈じよう夫ぶだった!?」

「大丈夫？　俺が？　……俺の方は何もない。それより、おまえ」

　駆け寄った私の腕を摑つかんで、ルイスは唇くちびるを震ふるわせた。

「怪け我がを、しているな。……どうして、こんなことに」

　ルイスが私の頰ほおを革かわの手て袋ぶくろ越ごしになぞると、ピリリとした痛みが走った。ガラスを割った時に、少し切ってしまったのかもしれない。

「──おまえを信じたのは間ま違ちがいだったようだな、ヨアヒム」

　ルイスの赤い目がギョロリと動いて背後を窺うかがう。

　ルイスの後についていたヨアヒムさんは項うな垂だれた。

「俺の大切なものを命をかけて守る、などと──よくも言えたものだな」

　ルイスの腕が私の肩かたに回り、手が私の首に触ふれている。そこからルイスへ力が流れていく。

　空が、暗くなっていった。まるでルイスの怒いかりを表しているみたい。

　空気が冷えて、空から霧きり雨さめが降ってきた。

　急激に寒くなった。ルイスの表情も凍こおりついてしまったかのように冷え冷えとしている。

　ヨアヒムさんは苦く渋じゆうに満ちた顔をして、ゆるゆると頭を下げ直した。

「言い訳のしようもございません」

「弱く小さな竜りゆうとはいえ、仕事はできると豪ごう語ごするから傍に置いていたというのに……このか弱い生き物が怪我をしたのは誰のせいだ？　これが原因で死んだらどうしてくれるッ!?」

「……他ほかならぬ、俺の責任です。お望みとあらば、いくらでもこの命を捧ささげます」

　責任と命という重い単語が飛び出したから、ぽかんとしていた私も我に返った。

「あ、あの、ルイス！　ヨアヒムさんは、一応、ルイスのためを思ってて」

「俺のためにおまえと引き離したというのだろう？　酷ひどい言い訳だな」

　私の肩を抱だき寄せる、ルイスの掌てのひらが熱いのが、革の手袋越しでもわかった。鱗うろこが熱くなっているのだ。そして、その熱が私の身体からだの中にある力を動かしている。ぐるぐると巡めぐる熱に眩暈めまいがしてきそうだった。熱すぎて、冷たい空気が火ほ照てる頰に気持ちよく感じられるほどだ。

　ルイスの目が爛らん々らんと光り、瞳どう孔こうが縦に割れていく。

　竜族の人たちは、怒おこるとこうなるらしい。

「俺のためだと？　俺の命令に背そむいておいてか！」

「る、ルイス……」

　私の肩を摑む力が、どんどん強くなる。痛くなってきたから声をかけたけれど、ルイスはヨアヒムさんを叱しかりつけていて気づいてくれない。

「今すぐにここで命を絶て。そうすれば家ごと滅ほろぼすことはない」

「家のことはどうか、お許しを！　ご命令の通りに致いたしますので！」

「待って！　ちょっと待って、ルイス!!」

　目の前で起こりそうになった何かが恐こわすぎて、私は叫さけぶように声を張り上げた。それでもルイスがヨアヒムさんを睨にらんだままだったから、咄とつ嗟さに手を伸のばして、ルイスの手をギュッと摑んだ。そうしたら猛もう禽きん類るいみたいな目は私に向いた。

「ルイス、駄目。やめて、お願い」

「……なぜ？　害されたのはおまえだろうに」

　ルイスは心底不思議そうに言うと、触れていた私の手を払はらった。そして、意味がわからないと言いたげに眉まゆを顰ひそめた。そんな顔をしたいのは私の方だった。展開が早すぎて頭が追いつかないし、心臓はものすごい速さで鼓こ動どうしている。

　私はかなり本気で、震える声で訴うつたえた。

「顔見知りの人が死んだりしたら……びっくりして心臓が、止まっちゃう」

「──心臓が止まったら死ぬだろう!?」

　ルイスがすぐ近くで大きな声を出すから、また心臓がびくっと動いた。

「今、心臓がすごく速く動きすぎてて、辛つらい」

「──ヨアヒム、おまえの沙さ汰たは追って下す！　死ぬのはやめろ、許さない。これ以後はデトレフが傍そばに仕えろ。おい、エミ、これで心臓は動きそうか？」

「私の心臓、今すごく頑がん張ばってる」

「そのまま頑張り続けろ。……戻もどって手当てするぞ」

　ルイスは私の頰の傷を見て深い溜息を吐くと、私を抱だき上げた。彼の怒りが収まったのを見てホッとして、私の身体から力が抜ぬけてしまったのに気づいたらしい。

　私は抱き上げられたまま運ばれた。ぐずぐずと泣いていると、宿に戻り部屋で二人きりになった途と端たん、ルイスは言った。

「泣くほど嫌いやな思いをしたのだろう。それなのにどうしてヨアヒムの処分を妨さまたげたんだ？」

「この涙なみだはそういうのじゃなくて……ルイスが無事でよかったって思っただけ」

　ルイスはますます疑念が深まったと言わんばかりに眉み間けんに皺しわを寄せると、私を椅い子すにそっと下ろした。そして、怪け訝げんそうに言った。

「攫さらわれたのはおまえで、弱く死にやすいのもおまえだ。そのおまえがなぜ俺を心配する？　おまえの中には力があるが、使えるわけでもないだろう。俺を心配できるような力などない。比べるまでもなく、歴然としている。明らかにわかることだろう……たまに思い上がった者たちが俺に近づくことはあるが、おまえほど酷い勘かん違ちがいは初めて見るぞ」

「えっと、私より強いからって、心配しなくなるわけじゃないんだよ？」

　弟の身長が私より拳こぶし一つ分小さいままで、私より腕うで相撲ずもうが強くなったとしても。

　妹の身長が私より拳一つ分大きくなって、そのスパイクが空気を唸うならせるほど強いとしても。

　私は二人を心配し続けるし、いつになったら心配をやめられるというわけでもないのだ。

　弟には、ねーちゃんちょーうぜーって言われるけど。

「私がいないところで、私のせいで力を使わなくちゃならない事態になったらどうしようって、ルイスのことがすごくすごく心配だった……ルイスが私より弱いから心配したんじゃないんだよ。ただ、無事でいて欲しいから心配だっただけなんだよ」

　ルイスも心配されたくないお年とし頃ごろなんだろうか。弟を思い出させるようなことを言うのはやめてほしい。ますます涙もろくなってしまう。

　早く家に帰りたい。私がそう思うのと同じぐらい強く、ルイスだってこの状じよう況きようをどうにかしたいと思っているに違ちがいない。

「……今回のことの非は、ヨアヒムにあるだろう」

「ヨアヒムさんは私にひどいことをするつもりはないって言ってた。怪我をさせるつもりなんかなかったと思う。……私が勝手に騒さわいで、勝手に怪我をしただけなの」

　あれがヨアヒムさんの本心なら、ひどいことをしているのは私たちじゃないだろうか。

　本当にルイスのことを想おもっているのだろう。それなのに、ルイスの物言いも随ずい分ぶんだった。

「ルイスの力を預かっているのに、余計なことをして、ごめんなさい」

「騒ぎを起こしたことは……評価する」

「え？　でも」

「見苦しい騒ぎではあったが、あれでおまえの居場所がすぐに知れた」

　なるほど、と思う。ほとんどパニクっていただけだけれど、よかった。

「私、頑張るからね。ルイスに力を返せるように。どうしたらいいかわからないけど、もっと頑張るから！」

　涙をぬぐいながら宣言し、決意も新たにルイスの顔を見ようとしたら、頭を押されて顔をあげることができなかった。

「うう？」

「……おまえは、竜りゆう落のおとし子ごの仔こみたいだな」

「りゅうのおとしご？　たつのおとしごじゃなくて？」

「リュウの落とし子だ」

　あの巨きよ大だいなタツノオトシゴは竜の落とした子と呼ばれているらしい。

　馬みたいに扱あつかわれているし、ルイスたち竜族の子供じゃないだろうけれど。

「自分の尻しつ尾ぽとの追いかけっこを延々と続ける愚おろかな姿とおまえが重なるな」

「それ、褒ほめてる？」

「頭の中身がおめでたいところもそっくりだ」

「褒めてなかった！　もー、頭をぐりぐりしないで、髪かみの毛がぐしゃぐしゃになるー！」

　部屋をノックする音が響ひびくと、ルイスは私の頭からそっと手を離はなした。

　髪の毛を整えながら、触れられたところに残る温ぬくもりに安あん堵どを覚えている自分に気づいた。

　部屋に入ってきたのはデトレフさんとお医者さんだった。先日まで私の風邪かぜを診みてくれていた人間のお医者さんだ。私はまた診しん察さつされた。負傷は腫はれた額と頰の切り傷と右みぎ肘ひじの擦すり傷だ。

　ルイスがそれをじっと見つめていて、私自身を心配しているのではないかもしれないけれど、ありがとうと思ったし、やっぱりごめんなさいという気持ちがぬぐえなかった。

　お医者さんが私の傷の手当をしてくれて、デトレフさんも出て行った後、居い心ごこ地ち悪くぽつんと座っていた私をルイスが指さした。

「なに？」

「ベッドへ行け」

　ルイスの指がベッドのある部屋に向く。ルイスはどこで寝ねるんだろうと思っていると、彼はソファに寝転がった。

「俺はここで寝る。……おまえをここで寝かせてまた熱を出されては、俺の命がいくつあっても足りん」

「そんな……」

「体調を崩くずされてそのまま死なれる方がよほど困る」

　だからそんな、簡単には死なないと思うんだけど、心配をかけているのは事実だ。

　お言葉に甘えて私がベッドをお借りする。

　スリッパを脱ぬぐと広いベッドに上って、シーツを剝はがした。上うわ掛がけはそれだけで、ちょっと寒そうだった。うーん、どうしよう。まあ耐たえられない肌はだ寒ざむさじゃないけれど。

「おい、何か気になることがあるのであれば言え」

　どうやら知らない内に唸り声でも出していたらしい。ルイスが寝しん室しつの入り口に立っていて、何でもないと言おうとしたけれど、じっと睨まれて観念して口を開いた。

「あのね……ちょっと寒いかな」

「凍とう死しするのか」

「凍死はしないけど！　……うん、もっとあったかくしないと、また風邪は引くかもしれない」

「デトレフ！　デトレフ！」

　ルイスが声をあげると、自分の部屋で休んでいたはずのデトレフさんがやってきたから、私は申し訳なさ過ぎて頭を抱かかえたくなった。

「シーツを、いや、毛布を持ってこさせろ」

「そんな、どこかにあるなら自分で取りに行ったのにー！」

「……そちらの方が冷えを訴うつたえられているということですね。かしこまりました」

　デトレフさんは急に呼び出された不ふ愉ゆ快かいさをおくびにも出さず、胸に手を当てて優ゆう雅がな仕草でお辞じ儀ぎをすると、一分後には腕に毛布の山を抱えて戻ってきた。

「エミ様、いくつか種類をご用意致いたしましたのでお好きなものをお選びください」

「わあ、色も触さわり心地も色々──ヒッ」

　毛布の山を崩したら、でろんと黄色い目玉の飛び出た白い塊かたまりが出てきた。悲鳴をあげて手を引っ込める。

「エミ様は女性でいらっしゃるので、ぬいぐるみなどの人形が心の癒いやしになるのではないかと思いお持ち致しました」

「おまえのおぞましい習作か。持って帰れ」

「女性は人形があると安あん眠みんできると言いますよ、ルイス様」

「……エミ、おまえはそれがあると安眠できるのか」

　ルイスが恐おそろしいものを見たと言わんばかりの顔をして私を見た。そもそもこのにょろんとした造形の生き物はなんなんだろう？　この世界にいる不思議生物なのかな？

　物言わぬでろんとした瞳ひとみが私に何かを訴えかけてくるような迫はく力りよくがある。これが傍にあると眠ねむ気けは吹ふき飛んじゃいそうだよね。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……」

「人形があれば大丈夫、ですか？」

「い、いらないです大丈夫！」

　そうですか？　と残念そうな顔をすると、デトレフさんはぬいぐるみを回収し小こ脇わきに抱えた。

「もし白鳥くんが必要な時はおっしゃってくださいね、エミ様」

　鳥だったんだ！　という言葉は頑がん張ばって吞のみ込んだ。デトレフさんは好意で自分の作ったぬいぐるみを私に貸してくれようとしたんだから、傷つけるようなことを言ってはいけない。

「屋や敷しきの者に温かい茶をいれさせましたので、よろしければお飲みください」

「あ、ありがとうございま──」

「飲食物はおまえが用意しろ。そう命じたはずだ」

「それは……ルイス様のお口に入るものだけではなく？」

　私がお礼を言おうとしたら、ルイスが遮さえぎって、用意してくれたお茶を片づけろと指示を出す。

「そうだ。俺とエミの口に入るものは、おまえが用意しろ。俺かエミか、その両方か──いずれにせよ毒が盛られた場合、おまえが犯人だとわかるようにな」

　あんまり失礼な物言いだから、デトレフさんが怒おこるんじゃないかと思ったけれど、彼はルイスの言葉に穏おだやかに微笑ほほえんで頷うなずいただけだった。

「大切な方と離ればなれになってしまうところだったのですから、ルイス様が心配されるのも致し方ないことですね。仰おおせの通りに致します。それが私の喜びですから」

「それが本心だと良いがな」

「もールイス。やめてよ、デトレフさんは親切で言ってくれてるんだから」

　赤い瞳にぎろりと睨にらまれて背筋がぞくりとしたと思ったら、それが寒気にかわってぺちり、というくしゃみが出た。

　怒っていたルイスは途と端たんに顔を顰しかめて、溜ため息いきを吐ついて立ち上がった。デトレフさんが机の上に載のせた毛布の中から一つを取り上げると、それを私の上にバサッとかけた。

「それを引っ被かぶってさっさと寝ろ」

「う、うん。ありがとう」

「まだ寒いか」

「暖かいよ！」

「叫さけぶな……聞こえている」

　深い溜息を吐いたルイスは、もう怒った顔はしていなかった。

　喉のど元もとを過ぎると怒いかりが収まるタイプなのかもしれない。弟タイプだ。妹タイプの人間は普ふ段だんはあまり怒らないけれど、一度火のついた怒りは延々と燃え続けて中々消えないので、決して怒らせてはいけない。

「おやすみなさい！」

「おやすみなさいませ、エミ様」

　デトレフさんから挨あい拶さつが返ってきたから、期待を込めてルイスを見つめたら、やがて諦あきらめたように「おやすみ、早く寝ろ！」と睨まれた。

　嬉うれしくて、満面の笑えみで頷くと私は毛布を被ったままいそいそとベッドに寝転がった。

　ルイスが選んでくれた、モコモコの赤い毛布は暖かかった。
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　妹と弟は私にとって空気みたいなもの。いないから息ができなくなる……そんな夢を見た。

　朝起きるともうルイスはいなかった。目じりに溜まっていた涙なみだをぬぐいながら、寝室からそっと出ると、そこにいたのはデトレフさんだけだった。

　彼は部屋の内装を整えていて、私が起きてきたのにすぐ気づいた。

「おはようございます、デトレフさん！」

「おはようございます、エミ様。ルイス様は湯あみを終えたらすぐに戻もどられますよ」

　いくら片時も離れない心づもりとはいえ、お風ふ呂ろの中まではついて行けない。

　だから代わりにデトレフさんがいてくれているのだとしたら、ルイスはデトレフさんのことをそれなりに信しん頼らいしているんだろう。

　デトレフさんには、薬を盛られたことを言うのかな、と思いながらデトレフさんの仕事ぶりを眺ながめていたら、不意に窓の外を巨きよ大だいな影かげがよぎり、私は驚おどろいてバルコニーへ出た。

　すると空には、巨大な竜りゆうが何頭も……って言ったらルイスたちに怒られるかな？　何人も空を飛んでいた。

　たぶん、どの竜もすごく大きいのだと思う。先ほど屋根をかすめるかのように飛んでいた姿を見る限り、三メートルか四メートルぐらいはありそうだった。

　緑色の竜たちは、青い空に糸を通していくかのように、うねるように、あっという間に、遠く駆かけ抜ぬけていった。

「すごい……綺き麗れい」

「綺麗、ですか？」

　デトレフさんは意外そうに緑の目を見開いた。

「はい、綺麗です！　今飛んでいた人たち、前に森で見た竜の倍くらい大きかった！」

「もしやヨアヒム殿どのを見たのでしょうか。そのことはヨアヒム殿には言わない方がよいですね」

「え？」

「普ふ通つうの成人の竜族が竜化した時の大きさが、今飛んでいた者たちぐらいです。ヨアヒム殿はその半分ほどしかありません」

　そういえば、森の中で聞いたルイスを捜さがす声は、ヨアヒムさんの声と似ていたかもしれない。

　あの時見た感じだと、一・五メートルか二メートルぐらいだったろうか。

「ルイスは、どれぐらいの大きさなんですか？」

「昨年測られた時には確か、五セタ五十になるかならないかぐらいだったかと思います」

「……ヨアヒムさんは何セタ？」

「二セタより少ないぐらいですね」

　一セタ＝一メートルぐらいだ！

　人の姿の時の身長はヨアヒムさんの方が大きいのに、不思議だなと思いながら空を飛んでいる人たちを見ていたら、デトレフさんは「緑竜が多いでしょう」と声をかけてくれた。

「この領地には緑竜が多いのですよ。シュテルーン家の祖先が緑竜だったそうです。ですが、ルイス様は赤竜なのですよね」

「もしかして、ルイスの目は赤いし、手の鱗うろこも赤いから？」

「ええ、関連しています」

「じゃあ、デトレフさんは目と同じ色の緑？」

「そうです。──ルイス様の掌てのひらの鱗をご覧になったことがあるのですね」

　頷いたら、デトレフさんは苦く笑しようした。

「随ずい分ぶんと親しくされていらっしゃるようですね。エミ様、一体どのようにしてあの御ご仁じんの心を解きほぐしたのですか？　竜族の美び姫きにすら靡なびかない堅かた物ぶつな上、人間嫌ぎらいの排はい斥せき派ですらあったルイス様のお考えを変えてしまうなんて」

「親しくしているように、見えますか？」

　恋こい人びとのふりをしていこうと思っている今、そう見えるのは悪いことじゃないけれど、どうしてなのかよくわからない。

「見えると言いますか、人間の女性にはわかりにくいかもしれませんが、私たち竜族にとって掌に握にぎる鱗はとても大事なものなのです。みだりに他人に見せるようなものではありません。ですからこうして手て袋ぶくろをしています」

　確かにルイスも革かわの黒い手袋をつけている。それは知っているので頷いたけれど、デトレフさんはさらに苦笑を深めてしまった。

「人間には私たち竜族のこの微び妙みような心の動きがどうにも伝わらないのですよねえ。具体的な例として挙げますと、私たち竜族は、配偶者以外にこの鱗を見せることはほぼありません」

「……そんな感じなんですか？」

「そんな感じです。これを機会にルイス様がもう少し丸くなられるといいのですが」

　ヨアヒムさんも悪い人だとは思わなかったけれど、デトレフさんはすごく話しやすい。

　椅い子すを勧すすめてもらって座り、お腹なかがくうと鳴ったら、そのまま朝食の用意までしてもらってしまった。自分でやろうとしたけれど、「ルイス様に叱しかられますので」と優やさしく笑ってくれた。

　美味おいしくモリモリ朝ご飯をいただいた。渦うず巻まきの形をしたパンにベーコン、野菜のスープに果物の砂さ糖とう漬づけ。誰だれかにご飯を用意してもらえるなんて、弟か妹にでもなった気分だ。

「なんだ、俺がいないにもかかわらず先に食事を摂とっているんだな」

「おかえりなさい、ルイス。食べてなかったの？」

　暗あん褐かつ色しよくの髪かみの毛を濡ぬらしてルイスは戻ってきた。髪の毛が首に貼はりつく感じが色っぽくて、少しドキリとする。

「まあいい。餓が死しされても困るからな。デトレフ、よいように計らえ」

「はい、かしこまりました。今後もエミ様のお腹が食べ物を要求し次し第だい、食事を用意するように致いたします」

　お腹が鳴ったことを言われている！　恥はずかしくて消えたくなる。

「ちょっとルイスを待ってたぐらいで餓死しないし！　次からは待つから！」

「餓死の危険は少しでも排はい除じよしたい。無礼とは思わんから好きな時に食え」

「ルイスたちと同じように、一、二食抜いたぐらいじゃ死なないもん」

「俺たちはひと月ふた月食わなくても死にはしないが」

「あれ!?　私は死ぬ！　ていうか、それじゃどうして一日三食も食べるの？」

「嗜し好こう品ひんだな。俺たちの身体からだを作る大本はそもそも物質ではない。大地を流れる竜脈から溢あふれる竜気だ。わかったら俺を待つなどと言うな。死んだら笑えないからな」

　それは本当に笑えない。私はうっかり自分の首を絞しめる約束をするところだったみたい。

　デトレフさんはルイスの朝食の用意を整えると下がっていった。

　デトレフさんがいなくなると、ルイスは手袋の手首部分の紐ひもをするりとほどいた。手袋から手を抜く仕草にどきりとした。デトレフさんの言葉が蘇よみがえる。その掌にある鱗というのは、奥さん以外に見せないものらしい。部屋では寛くつろいで脱ぬいでいることもあるし、何度も見ているけれど、ルイスはどんな気持ちでいるんだろう？

　と、そろりとルイスの顔を窺うかがったら不ふ機き嫌げんな顔のまま手をガッと伸のばされて、顔の下半分を摑つかまれた。

「んんんんー！」

「俺のいない間、デトレフに余計な情報を漏もらさなかっただろうな？」

　ルイスの大きな掌で口元が覆おおわれ、唇くちびるがひんやりとした鱗に触ふれる。鼻は押さえられていないけれど、息苦しい。この感じ、夢の中で息ができなかった時とよく似ている。

「間ま違ちがいなく漏らしているな。この世界の常識をまるで知らない素そ振ぶりを見せ続けてどういうつもりだ。竜が食わないぐらいでは死なないことなど、普ふ通つう誰だれでも知っている。──言ったはずだ。俺には敵が多いとな。デトレフが敵ではない保証などどこにもない。油断するな。元の世界に帰りたいだろう？」

　帰りたいに決まってる！

　こくこく頷うなずいたら、やっとルイスが手を離はなしてくれた。

「んんっ、ぷは！　はー、苦しかった！」

「苦しいだと」

「息ができなかったら死んじゃうよ！　鼻が詰つまってたら終わりだったよ!!」

「なんだって」

　なんだってじゃないよ。びっくり顔をするのはやめて。え？　竜族なら一時間ぐらい呼吸をしなくても──？

「私は死ぬよ！　五分ぐらいで死んじゃうよ!!」

「ああもう、人間というのはもろいな。そういうところが嫌いなんだ」

　嫌うのは構わないけれどもっと気をつけて欲しいよね。

　死ぬな死ぬな詐さ欺ぎもいいところだ。たぶんこの世界で一番私に生きて欲しいと思ってるルイスにトドメをさされるだなんて、オモシロ悲劇すぎる。

「これで、またしばらくは大だい丈じよう夫ぶだろう」

　ルイスは私の口を押さえていた掌を眺めてから、手袋を嵌はめた。

「何が大丈夫なの？」

「……力の補給率が一番高いのは、俺の鱗におまえの口が触れている時だ」

「そうなの？」

「ああ、竜りゆう落のおとし子ごを懐なつかせる時、その額の鱗に口づけをして気を送るというやり方がある。おまえを竜落子のようだと思っていた時に思いついて、今朝試ためしてみたら案の定でな」

「つまり、ルイスが私に懐くってこと!?」

「叩たたき潰つぶすぞ」

　なるほど、私があんなに息苦しくも切ない家族の夢を見たのは、ルイスが朝私の口を塞ふさいでいたせいだったみたい。

　……竜族なら奥さんにしか見せないようなものを思いきり見せて触さわらせてしまって、ルイスは大丈夫なんだろうか。

「……なんだ？　何か言いたいことがあれば言え」

「なんでもなーい……手伝うよ、その手袋の紐結ぶの」

「……ああ、頼たのむ」

　手首に緋ひ色いろの紐を結ぶのに、口まで使っているから申し出たら、紐を差し出された。

　渡わたされた紐の皺しわを伸ばしながら、ルイスの手首を見た。

　線が細く見える人だけれど、なよなよしているわけじゃない。骨ばった手首にそっと紐を回して、手袋がずれないように小さなちょうちょ結びを作った。

　ルイスがもう片方の手と紐も差し出したから、私はそれを受け取った。

「……おまえにも手袋を見み繕つくろった方がいいな」

「そう？」

　私が結ぶ姿を見下ろしながら、不意にルイスが言った。

「おまえが竜族に見間違われれば僥ぎよう倖こうだし、そうでなくとも手を出しているのは、はしたない」

　掌てのひらを露ろ出しゆつしているのははしたないんだってさ。

　丸出しの掌を見てみたけれど前より生命線が伸びたかなあ、という印象しか抱いだかなかった。

　自分の掌をパーにして眺ながめていると、ルイスに「あまりそういうことをするな」と苦い顔で言われた。竜族の価値観、よくわからないよ……。
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　用意してもらった手て袋ぶくろを着けたら、革かわが硬かたすぎて指が曲がらない事件が発生した。

　だから新しく柔やわらかい手袋を用意してもらえるまで、指先をワイルドに切った穴あきの黒の革手袋を装備することになった。弟が好きそう。

「次の町スタブに着いたら人間の市長から報告を受ける。恐おそらく食事だなんだと歓かん待たいを受けるだろうが、一いつ切さいの飲食物に口をつけるな」

「うん、わかった」

　私たちは今、竜落子車に乗って移動中だった。乗っているのは私とルイスだけ。

　デトレフさんとヨアヒムさんは別の車に乗っているか、馬に乗っているようだ。

　ついてきているのは二人だけじゃない。私たちの前後には馬車が長い列を作っているし、荷物もたくさんある。何がそんなに必要なのかは知らないけれど、全部ルイスの荷物だという。

　また、使用人としてついてきている人は大勢いた。みんな竜族らしく、私を見ると信じられないって顔をしてじろじろ見てくる。ルイスの手前何も言わないけれど、みんなヨアヒムさんと同じような気持ちなんだろう。

　ルイスの身の回りのことは、今やデトレフさんが一手に担になっているけれど、毒を盛られるまではあの大勢の人たちに傅かしずかれていたらしい。

「食事の後は町に流れる気の確かく認にんを行う。食後におまえと二人きりの時間を設け、ためられるだけの竜気の補ほ充じゆうを行うが、その後どれだけ気の補充を必要とするかはわからないので、視察の間は常に接せつ触しよくを保つように」

「手を繫つなぐ？」

「……仕方がないな」

　ものすごーく嫌いやそうに諾だくと言うルイスに、私は駄だ目め出だしをした。

「恋こい人びとと手を繫いでるのに、そんな顔をしてる人はいないと思うなあ」

「笑えばいいんだろう？　面おも白しろくもないのに笑えみを浮うかべる術は心得ている」

　そう言って、ルイスはにこりと笑顔を見せた。

　びっくりするぐらい完かん璧ぺきな笑顔だった。嬉うれしそうだし幸せそうに見える。

　けれどルイスはすぐにその笑みを引っ込めて私をじろりと睨にらんだ。

「呆ほうけるな。口を閉じていろ、みっともない」

「今のが作り笑いだなんて信じられない……こんなの詐欺だよ……」

「おまえこそ演技はできるのか？　俺に惚ほれているように振ふる舞まわなくてはならないんだぞ」

「うううん……できると思うんだけど。誰だれかを好きになったことってないからな……」

　うーんと唸うなっていると、不意に指先で顎あごをくいっと持ち上げられた。

　ルイスの顔が突とつ然ぜん近くなって、驚おどろいた心臓がキュッと音を立てた。

「演技とはいえ俺の連れ添そいだ。間違っても俯うつむくな。無様に振る舞うのは許さない。笑顔は武装だ──弱者であるおまえでも鎧よろうことが可能だ。幼い俺にもそれだけはできたのだから」

　いいな？　と念押しされて、なんとかうんと頷く。

　顔をぱちんと叩いて気を取り直した。笑顔はたぶん、得意だと思う。暗い顔をしていたら両親を心配させてしまう。私を置いて仕事に行きにくくなってしまう。私が泣いたら弟てい妹まいも泣いてしまう。二人を支えるべき姉の私が弱っているのを見て、不安になって泣いてしまうのだ。それではいけない。私はいつでも笑顔でいないといけないのだ。

「大丈夫。私、エミだもん！　私の名前には笑うって意味があるんだからね、笑顔は得意だよ！」

「それはいいが──はあ、やはり手袋の上からでは竜気の補充がうまくいかないな」

　ルイスが私の頰ほおに触れていた手を離した。そして、膝ひざの上に置いていた私の手を摑つかみ、ぎゅうっと握にぎった。

　ルイスの掌と重ね合わせて、長い指で包み込まれる私の手ってすごく小さい。

「手も、繫がないよりはまし程度だな」

　黒い手袋に包まれたルイスの手は、とても大きかった。







　ずっと心臓がドキドキしてる……。

　男の子と手を繫ぐ機会なんてないもんね……考えてみれば弟の組み体操の練習に付き合ってあげた時以来かも？　とはいえ弟の手はあんまり大きくないからなあ。妹は片手でバレーボールやバスケットボールを持てるけどね。

　するすると進んで行く竜落子車が予定の町に着いた時には、昼過ぎだった。

　私たちというか、ルイスを出で迎むかえた町の一番偉えらい市長さんに促うながされるままに屋や敷しきに行った。

　食後、ルイスは市長さんに食休みのための部屋を用意してもらっていた。

　デトレフさんがいれてくれたお茶を飲んで食後のまったりとした時間を楽しんでいると、ルイスが不意に口火を切った。

「……犯人に盛られた薬の味を、俺は知らなかった」

「けほっ、ごほ」

「その茶が原因で咳せき込んでいるのであれば吐はき出せ。吐き方はわかるか？」

「びっくりしただけだよ！　……いきなり何の話？」

「むざむざ盛られた毒に侵おかされ力を失った時の話だ。この件を確認せずに、よく俺の毒見で安心して食事を口にできたな？」

　あまりにお腹なかが減っていたので、ルイスの許可が出たものだけ食べさせてもらったのだ。

　お腹が空いていたから……何も考えていなかったよね。

　あえては言わなかったけれど、ルイスは私の表情から察するものがあったらしい。

「何しろ禁制の薬だ。……だがもう俺はあの薬の味を覚えた。二度目はない」

「うん、それなら安心」

「……もう少し疑え。たとえ俺の身体からだに害はなくともおまえのか弱い身体には負担になるものもあるかもしれないんだぞ！」

　たぶんルイスが考えるよりはか弱くはないと思うんだけれど、そう言いつつ風邪かぜを引いたり怪け我がをしたりしてしまっている。

「──扉とびらの外に気配が。そろそろ時間のようだ」

　私はぴたりと口を閉とざして、うんと頷うなずいた。

　ルイスが「入れ」と言うと扉が開いた。外にはデトレフさんと一いつ緒しよにヨアヒムさんもいて、その姿を見たルイスは眉まゆを顰ひそめたけれど、何も言わなかった。ヨアヒムさんもルイス思いのいい人だもんね。

「次のご予定は竜りゆう脈みやくの視察です、ルイス様」

「ああ」

　デトレフさんの言葉に頷きながら、ルイスは私に革の手袋をした手を差し出した。

　私がその手を摑むと、デトレフさんとヨアヒムさんがぎょっとした顔をした。

「行くぞ」

「あ、……ええ、かしこまりました」

　デトレフさんは驚いたようにぱちぱちと目を瞬まばたきながらも、にっこりと笑った。

　その後ろで、ヨアヒムさんは目をむきながら歯を食いしばっていた。

　たぶんヨアヒムさんの反応の方が普ふ通つうの竜族のものなんだと思う。つかず離はなれずルイスの傍そばに待機している他ほかの竜族の人たちも、顎を外しそうな顔をしている。

　町の人間の皆みなさんは、竜族の人たちの反応で私が人間だと気づいたみたいだ。

「いやはや、人間を対等に扱あつかってくださる方を領主様として戴いただくことができるなんて、我々は幸福な市民ですなあ」

　市長のおじさんがにこにこしながら言う。ルイスは「竜族は人間を対等などとは思っていない」と突つき放すような口調で言った。それでも、市長さんは私とルイスが繫いだ手を見て「そうですかぁ」とにこにこしっぱなしだった。

　町に数か所ある祠ほこらのようなものを回った。立派な門のある囲われた区画に、洞ほら穴あながあった。地下へ下りる緩ゆるやかな勾こう配ばいになっている。つるつるとした茶色い岩いわ肌はだに囲まれたその穴を下りていくと、金色に光る水が見えた。四か所は湧わき水が池となっていて、一か所は地の底から溢あふれる水が流れの速い川を作り出していた。竜脈と呼ばれ、大地の下を流れる竜気というファンタジーな力が混じった湧き水だ。

　他の祠よりも地中深くにある川の祠で、ルイスはその川かわ縁べりに立つと、金の杯さかずきで水を掬すくって飲んで表情を暗くした。

「領主様、この町の竜脈に、何か問題が？」

　市長さんやその周りに付き添う人たちが不安そうにルイスの顔を覗のぞき込む。

　彼らの視線を受けて、ルイスは「特に問題はない」と言って市長さんたちを安心させた。

　はじめ、市長さんたちがルイスを出迎えた時に見せていた怯おびえはもうそこにはない。

　ルイスが優やさしいって気づいたからだと思う。でも、普通の竜族は違ちがうんだろうか。

「人間と竜族ってどうして対等じゃないの？」

　祠を出ながら聞いたら、近くにいた市長さんがあわあわしていた。

　ルイスは足を滑すべらしそうになった私の手を引っ張りつつ、冷めた目をして言った。

「なぜ対等だと思ったんだ？　愚おろかで弱くて寿じゆ命みようも短いおまえたちを対等に見る理由がない」

「竜族は寿命が長いの？」

「俺は今年百歳になった」

「えっ、ルイスおじいちゃんじゃん!?」

　思いきり繫いでいた手を引っ張られ、肩かたが痛くて私は泣いた。

「いったーい！　腕うでとれる！　とれた！」

「──まさか。いや、とれてはいないぞ」

「本当に？　とれてない？」

　とれていない、とルイスに確かく認にんしてもらって安心したけれど、肩が痛いのは変わらない。でも、焦あせりを含ふくんだ顔をしたルイスを見て溜りゆう飲いんが下がった。

　──そんなことを考えながら見ていたルイスの顔から、次の瞬しゆん間かんスッと表情が抜ぬけ落ちる。私はびっくりして肩を震ふるわせた。肩が痛い。

　ルイスはすぐに、張りつけたような笑えみを顔に載のせた。綺き麗れいな作り笑いだ。

　その作り笑いのままルイスは空を見上げた。気づいた時にはかなり近くに接近している存在があった。黄緑色の、日の光を受けて金色にも光って見える竜だった。滑かつ空くうして、近づいてくる。

　ブワッと強い風が吹ふき抜けて、悲鳴をあげた私を庇かばうようにルイスが身体の位置を変えた。

『ルイスめ、歓かん迎げいせよ！』

　響ひびくような声だった。周囲の怯えた顔をした人々が、慌あわてて退のいてできた空き地に着陸すると同時に、竜はするりと音がしそうなスムーズさで人型になった。

　竜の首に引っかかっていた布が服だったみたいで、上手いこと服を着た状態で足をつく。

「おい、おまえ靴くつを持ってこい」

　しばらくキョロキョロしていたけれど、靴が見つからなかったらしい。たまたまそこにいただけの人に、偉そうに命じながら、明るい金きん髪ぱつの男は服のポケットの中から手て袋ぶくろを取り出して袖そでの中でゴソゴソと身に着けた。

　そしてルイスを見やると、ニヤニヤと笑いながら近づいてきた。見ていて気持ちのいい笑顔じゃなかった。

「妙みような噂うわさが聞こえてきたから、急いでおまえに会いに来たのだ！　もっと嬉うれしそうな顔をしろ！」

「兄上にお会いできて、俺はとても嬉しいですよ」

　お兄さん！　私はびっくりしすぎて少し飛び上がったと思う。

　全然似ていないし、ルイスは嬉しそうにも見えないけれど、お兄さんらしい。私が心の底から会いたいと願う兄弟だ。私は関係ないけれど、兄弟の再会っていうだけで涙なみだが出そうだった。羨うらやましすぎて言葉も出ない。

「それが噂の人間か。……まさか本当に人間の女を連れているとは思わなかったぞ。しかも、よく触さわる気になるな！」

「触ろうとどうしようと、俺の勝手でしょう。お気になさらず」

　私と手を繫つないでいるのはルイスのためによくないのだろう。

　赤の他人ならともかく、相手はルイスのお兄さんみたいだ。私のせいで仲なか違たがいなんてさせたくない。ルイスの手を離そうとしたら、強く握にぎり直された。ブンブン振ふって離そうとしたら睨にらまれて、恋こい人びと繫ぎみたいにされて心臓が飛び上がった。

　それを見たお兄さんが、黄緑色の目をぱちぱちさせて声こわ高だかに責めた。

「おまえはシュテルーンの名を背負っているんだぞ。一時的なものだとしてもな。そのおまえが人前で人間なんぞと仲良くおててを繫いでいたら、兄であり次期領主のおれの立場ってものがないだろう！」

「一体誰だれが兄上を次期領主にするなどという寝ね言ごとを吹き込んだのですか？」

「寝言だと？　ふざけるなよ、ルイス」

「ふざけているのはどちらですか。俺が人間と一緒にいるのを見るためだけにこんなところに来たのですか？　領地での仕事はどうしたのです？」

　ルイスが丁てい寧ねいな口調ながら、どことなく辛しん辣らつさを滲にじませて言う。

　ルイスは笑顔だ。作り笑いだけど。お兄さんも笑顔だ。ニヤニヤしているけれど。

「仕事などどうでもいい。それよりルイス、おまえ終わったな。人間の女と仲良しこよししているおまえに、シュテルーン領主の地位はふさわしくない。これで今度の領地会議でみんなを説得できる！」

　ひゃっほう、と飛び上がって喜びながら、お兄さんはするりと竜の姿に変へん化げした。一気に増した質量に風が起きて、また転びそうになった私をルイスが支えてくれた。せっかく靴を持ってきてくれた人は、落としてしまっていた。

　私たちを見て『これは面おも白しろいことになるぞ！』と歓かん喜きの声をあげたお兄さんは、砂すな埃ぼこりを巻き上げながら飛び去っていった。

　お兄さんの背を見送るルイスはすぐに笑顔を消し、凍こおりついたような無表情になった。

　そんなルイスの横顔を見ていた私は──。

「──エミ？　おい、なぜ泣いている」

　どうやら、泣いていたらしい。頰ほおに触ふれたら涙が零こぼれていた。ルイスが驚おどろいた顔をして「具合が悪いのか」と聞いてくれた。その優しさが心に沁しみて、ますます涙がこみあげてきた。
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　市長さんの家に戻もどってきて、ルイスに涙が出てきた理由を言ったら呆あきれられた。

　私がいるせいで、仲違いしてしまったんじゃない？

「俺たちの仲は元から悪いから気にするな」

　兄弟仲を裂さくだなんて私なら絶対にされたくないことだ。

　私は部屋のソファの前にうずくまり、座面に突っ伏ぷして泣いていた。最近弟妹成分が不足しがちだった私には刺し激げきが強すぎたのだ。そんな私の横にルイスは仕方なくついている。

「ルイス様、そろそろおわかりになっていただけたのではないですか？　人間の女を傍に置くことは、ルイス様にとって不利益でしかないと」

　部屋の隅すみでずっとだんまりを決め込んでいたヨアヒムさんが重々しく切り出した。

「ご決断を、ルイス様。お任せいただければ……彼女は、生しよう涯がい、俺が目をかけ世話を致いたします。たとえ心根が善良であろうとも、やはりルイス様のお傍そばに、人間はふさわしくありません」

「……何がふさわしいかは俺が決める」

「ルイス様！」

　ヨアヒムさんが叫さけぶけれど、ルイスはひと睨みで黙だまらせた。それでも諦あきらめきれない様子で、ヨアヒムさんはルイスを縋すがるように見つめる。

　そんな二人に、デトレフさんは苦く笑しようして言った。

「私はルイス様の強大なお力を信しん奉ぽうしております。それゆえに人間を傍に置くのは意外でしたが、悪いことではないと思っています」

「デトレフ、あんた！」

「ヨアヒム殿どの、儚はかない命を慈いつくしむことは、決して悪いことではないと思いませんか？　この世は決して強大な者ばかりではないのですから」

　デトレフさんはそう言って私ににこりと笑ってくれた。そしてルイスを微笑ほほえましそうに見た。まるで子供の情操教育のために子犬を買い与あたえる親みたいなことを言われた気がする。

「だとしても、恋こい人びとを名乗らせるなどやりすぎです！　竜りゆうの町シュテルーンに戻ればすぐに領地会議なのですよ！　人間を傍に置くなどシュテルーンの名を背負う者にふさわしくないと、必ずこの点を突ついてくる者がいるでしょう。ルイス様の進退に関かかわります！」

　ヨアヒムさんは納なつ得とくがいかないとばかりに声を荒あららげる。

　どうしよう、と思ってルイスを見上げたら、頭をぎゅっぎゅっと押された。頭皮と首が痛い。

「ルイス様、撫なでるのであればもう少し優やさしくしてやらねばなりませんよ」

　デトレフさんが不器用に子犬を撫でる子供を窘たしなめるようにやんわり言う。

　本当に撫でているつもりだったみたいで、ルイスは少しだけ押す力を弱めたけれど、私は俯うつむいたまま顔をあげることができなかった。

「……これに触れるのは、力加減が難しい」

　はあ、と溜ため息いきを吐ついてルイスは手を引いた。ヨアヒムさんは「面めん倒どうでしたら俺が処理致しますよ」とにっこりした。

「どうせ、シュテルーンに人間を連れて入ることはできません」

「いや、ヨアヒム殿。申しん請せいをすればたとえ人間であっても町に入れることはできますよね？」

　デトレフさんの指し摘てきにヨアヒムさんは「それだと履り歴れきが残るだろ？」と嫌いやそうな顔をした。

「ルイス様の経歴に傷ができてたまるか。ルイス様もこれ以上のお戯たわむれはよしてください。片時も離はなれたくないお気持ちはわかりましたが、会議場に連れていくことはどうあっても不可能なのですから。……今すぐにとは申しませんが、会議までにおひとりで過ごす時間に慣れる意味でも、どうぞその人間を俺なりデトレフなりに預ける練習をしてください」

「あの、ルイス。その会議ってどれぐらいの期間……？」

「一日で終わることもあれば、一週間ほどかかることもある」

　私の質問に、ルイスは淡たん々たんと答えた。

「一日どころか、たとえ半日でも離れるのはごめんだ」

　私の手を握ってまるで愛の言葉をささやくみたいにルイスは言う。これは絶対に町の中に連れていかれることになるだろう。心配するヨアヒムさんには悪いけれど、私も離れられないとばかりにひしっとルイスにしがみつく。

　うう、視線が恐こわい……！

　私だって離れていられるのであればそうしたいけれど、ルイスのために傍にいるんだよ！

「会議には連れていけないか？」

「ええ、ルイス様。会議場のある竜の塔とうに入れるのは、会議の参加者とその家族、また彼らに付き従う由ゆい緒しよ正しい家いえ柄がらの側近だけです」

「……そうであった、な」

　ヨアヒムさんの朗々とした回答に、ルイスがぐぐぐ、と眉み間けんに皺しわを寄せる。苦く悩のうに満ちた表情だった。とりあえずわからないところをこそっと訊たずねてみる。

「竜の塔、っていうのは？」

「選ばれし竜族しか入れない、塔のことだ。中にはさまざまな行政機関が入っている。宿しゆく泊はく施設もあり、会議の出席者はここで寝ね泊とまりすることになる。会議が一度始まると外部からの干かん渉しようを防ぐためにも、外には、出ない」

　それがどういうことかわかるな、って目でルイスに見られた。

　つまり、私を竜の塔の中に連れていかないと、充じゆう電でんすることができないっていうことだ。竜族しか入れない竜の町シュテルーンに入って、その中にある選ばれた竜族しか入れない竜の塔にも入らなくちゃいけない。方法の模も索さくも、私には完全にお手上げだ。

　もし、竜気を使う機会がなければ、消しよう耗もうが少ないから充電できなくても大だい丈じよう夫ぶかもしれない……と思ったけれど、ルイスは私に竜の塔という場所について説明する体で言った。

「会議場には、竜の姿になって入るのがしきたりだ」

「うわ、そうなんだ……人の姿じゃ駄だ目めなの？」

「駄目だ」

　……何かそれらしい理由をつけて断れないんだろうか。

「ルイス様？　まさかとは思うのですが……」

　ヨアヒムさんが青ざめた顔をしている。

　ルイスが竜に変化する状じよう況きようになったらまずい、みたいに聞こえたかな？　続くデトレフさんの言葉で、全然違ちがう解かい釈しやくをされたことがわかった。

「まさかルイス様、エミ様を会議場に連れていかれるおつもりですか？」

　戸と惑まどいがちにかけられた言葉に、ルイスは唸うなるようにして答えた。

「ああそうだ。必ず連れていく」

　本当はものすごく嫌だけれどそうするしかない、仕方がないっていう顔だ。

　恋人のことを考えてるのにそんな顔をする人がいる？　私がじとっという目で見てやると、ルイスは嫌いやみなぐらいにっこりと綺き麗れいに笑って言った。

「俺はエミを愛している……エミと離れることなどどうしても考えられないのだ」

　このっ、作り笑い大だい魔ま神じんめ！

　本気じゃないってわかっているのにドキッとさせられる。たちの悪い美形である！

「……か弱い人間の小こ娘むすめのために、あなたは王座を諦めるのですか？」

　デトレフさんが、ぽかん、としか言いようのない顔をして言った。

　デトレフさんは私とルイスの仲を応おう援えんしているように見えたけど、それでも私をか弱い人間の小娘って、小ばかにした言い方をするんだね……。

「竜王の座を諦めはしないし、シュテルーン領主の地位を譲ゆずるつもりもない」

　ルイスはきっぱりと言い放った。

「エミのことが俺にとって不利に働くことはわかっている。だが、エミを連れていくのは決定事じ項こうだ。俺の側近たるおまえたちがするべきことは、今やもう諫かん言げんの段階にはない。俺がどうすればエミを連れて会議の場に臨のぞめるか、それを考えよ」

　今できることをやるしかない、というわけだ。

　ルイスが意味ありげに目配せしてくる。私はわかってるという意味を込めて頷うなずいた。

　犯人は、ルイスから力を奪うばったと思っている。だから、ルイスが必ず竜の姿になる必要がある領地会議があるのなら、自分の企たくらみが成功したか、様子を見に来るに違いない。

　そこで手がかりを摑つかみ、なんとしてでも犯人を捕つかまえて、私が元の世界に戻る方法を見つけなくちゃならない。

　意気込んで拳こぶしを握にぎる私の横で、再び厳しい顔つきになったルイスは「ではおまえたちに問おう」と言った。

「俺の妻にする以外で、領地会議の場にエミを連れていく方法はあるか？」

「え」

　私の間ま抜ぬけな声に続くように、ヨアヒムさんが絶ぜつ叫きようした。

　ものすごく嫌そうな絶望の叫さけび声だった……ひどすぎる。

「ひどくないですかヨアヒムさん！　言っとくけど私、結構いい奥さんになると思いますよ!?　料理は上手うまいし！　掃そう除じ洗せん濯たくなんて手慣れたものだし!!」

「おまえが今言った仕事は召めし使いがやることだ！　そんなことに手慣れている女がルイス様の傍で恋人気取りでいることすら腹立たしいというのに……！」

「ヨアヒム、俺は建設的な意見が聞きたい」
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　ルイスは頭痛を堪こらえた顔で言った。

　間接的にプロポーズをしてきた人のする顔だろうか。バレたくないのなら、ルイスこそもっと頑がん張ばって演技をするべきだと思う。

　ルイスは、私を家族枠わくで連れていこうとしているんだろう。

　ドキドキしてる私が変なのかもしれないけれど、きっと犯人から見て私は迫はく真しんの演技をしているように見えるだろうね！

「ルイス様ァ……！　どうか、どうかお考え直しください……！」

　ヨアヒムさんが懇こん願がんするようににじり寄ったけれど、ルイスは身を引きながら続けた。

「後は養よう子し縁えん組ぐみか……だが人間を後こう継けいになんぞ据すえたら義母上が激げき怒どするな。間ま違ちがいなく俺は領主の座から引きずり下ろされる。これはなしだ」

「妻でも変わりませんよ、ルイス様ッ！」

「どちらがましかという話だ。選せん択たく肢しがあるのであれば提言せよ」

「うぎぃぃいい……！」

　ヨアヒムさんが頭を抱かかえて酷ひどい呻うめき声をあげている。ものすごく考えているのか白かった顔が赤くなってきた。知ち恵え熱でも出して倒たおれそうだ。

「ルイス様、ご提案なのですが」

「なんだ？　デトレフ」

「ルイス様の姉君、エミーリア様はいつも、許いい嫁なずけをお連れになっています」

　なんと、ルイスにはお姉ちゃんもいるらしい。

　親近感を覚えてルイスを見たけれど、その顔には慕したわしさのかけらも浮うかんでいなかった。

「姉上か。そういえば、毎度連れてくる許嫁が変わっているな」

「ええ、許嫁でしたら家族の一員として連れていく前例がありますし、その段階であれば破は棄きもありうると周囲に思わせることができます。ルイス様の望みを叶かなえることができますし、ある程度はヨアヒム殿どのの懸け念ねんについても対応可能かと」

「人間の許嫁を連れて竜りゆう族ぞく会議に出席だなんて！　前ぜん代だい未み聞もんです!!　お父上様がお聞きになったらどのように思われるとお考えで!?　シュテルーン領主の座をルイス様に譲ったとはいえ、その影えい響きよう力は未いまだ絶大なのですよ！」

「何も思わないのではないか？」

　ヨアヒムさんの叫ぶような問いにルイスは頑かたくなな声で答えた。

「俺がふぬけたのではないかと考えるかもしれんが、何にせよ父上は実力重視だ。力さえ示せば────俺の邪じや魔まはしないだろう」

　逆に言うと、力を示せなければ、困ったことになるんだ。

　私はルイスの手を摑んだ。あなたの力はここにあるって伝えたかった。ルイスは、ヨアヒムさんとデトレフさんの方を見み据すえながらも私の手を握り返した。

「俺はエミを許嫁として領地会議に連れていく。明日あしたにでも婚こん約やくの儀ぎと契けい約やく書しよの作成を執とり行う。ヨアヒム、おまえは司祭の資格を持っていただろう？　儀式を執り行え。それをもって先日おまえの犯おかした罪を許そう。デトレフは立ち会い人として傍そばにつき、契約書の内容を認めろ」

「か、しこまり……まし、た」

　ヨアヒムさんが白目をむきそうな顔で言う。虫の息だった。

　デトレフさんはそんなヨアヒムさんを横目に苦く笑しようしながら「拝命致いたします」とお辞じ儀ぎをした。

「簡易で構わない。参列者は不要。最低限、金の杯さかずきの準備を。たとえ相手が人間であろうとも、これは俺、ルイス・シュテルーンの婚約の儀であるのだからな」

　厳格に執り行え、というルイスの命令に、かしこまりましたと二人は頷き部屋を出て行った。

　流れで婚約することになってしまった私は部屋に取り残されて、ばくばく音がする心臓を押さえていた。

「こんやく」

「ああ、許嫁ということだ」

「いいなずけ」

「……顔が赤いぞ、エミ。俺と二人きりでいるのだから、演技は不要だ」

　二人きりだなんて言われたから、ますます顔が熱くなるのがわかった。

　演技で顔が赤いわけじゃない！　え？　本当に婚約しちゃう感じなの？

　婚約しましたって言うだけじゃなく、契約するの？　婚約届とかがあってそれを役所に出しちゃうの？　私はほっぺを押さえて叫んだ。

「わ、私、ホントに婚約しなくちゃ駄目？　噓うそとはいえ契約書とかが出てくる婚約なんて……！」

「役所に書類が回っていないとどんな難なん癖くせをつけられるかわからん」

「竜の塔とうの外で待ってちゃ、駄目なの!?　そもそも、会議場に入る時、本当に竜の姿にならないと駄だ目め？　今日はたまたま体調不良ですーとか言ったら許してもらえない？」

「不可能だな。弱みを見せた時点でそこを突つかれて俺はこの地位から引きずり下ろされるだろう」

「領主様の地位から？　それは、その、絶対に守らなくちゃ駄目な地位なのかな？　ルイスのことが、嫌いやなわけじゃないんだけど……！」

　本当に、どうしても、どうにもならないんだろうか？　ちょっと一日具合が悪かったぐらいで、怒おこられるような仕事なんて、私だったら絶対にやりたくない。でも、ルイスは違ちがったみたいだ。無言でスッと視線を逸そらして、立ち上がった。怒らせた、と思った。

　ルイスは棚たなの上に置かれていた瓶びんを取り上げると、飴あめ色いろの液体を杯に注いだ。その杯を持って窓を開けるとバルコニーに出て行ってしまった。

　夕方の風はすごく寒かったけれど、突とつ然ぜんの無言が恐こわくて私はそっと後を追いかけた。

　手すりに寄りかかり杯を傾かたむけ、一口飲むと、ルイスはやっと私の方を見てくれた。

「──おまえがどういう性格かは、この数日である程度理解はしたつもりだ。だから、領主の座を降りろとでもいうかのようなその言葉の真意も、ある程度はわかっている。到とう底てい受け入れることはできないがな」

「わ、私、悪いこと言っちゃった、ね……」

　頑張っている人に言うべきことじゃなかった。本人がたとえ辛つらくて苦しそうでも。辛くても苦しくても頑張りたいと思っていることなんだって、わかってもよかったはずだ。

　妹だって体中が痣あざだらけになっても、靴くつ擦ずれで足がタコだらけになっても、それでもバレーの練習をしているのはバレーが好きだからなのだ。

「なあホシノエミ、おまえ、親に愛されているか？」

「へ？」

　唐とう突とつに変わった話題に、私はきょとんとしてから、慌あわてて答えた。

「愛されてる、と思うよ？」

「……即そく答とうか」

「えっ、だって、親でしょ？　そりゃうちはちょっと、両親が家を空けてることは多いけど、でもそれはお仕事だからだし。昔はかなり嫌だったけど、今では二人が私のことすごく心配してて大好きだってことも、仕方ないんだってこともわかってるもん。うん……たぶん」

「俺は父親に憎にくまれている」

　ルイスはそう言うと、喉のどを鳴らして杯の中身を呷あおった。

　衝しよう撃げき的なカミングアウトに、私はごくりと生なま唾つばを飲んだ。

「そん、なことは」

「父上は俺の出生に関して母の不ふ貞ていを疑っている。その母は俺を産んだ時にかかった負担で死んだ。母を愛していた父上の憎ぞう悪おはすべて俺に向かった。しかしそれでも父上は俺を殺さなかった。なぜか？　そうしてもよい、誰だれにも咎とがめられない権力を持っていたのに」

　風が寒くて、寒くて寒くて、その場にいるのがすごく辛い。

　思わず、バルコニーから逃にげ出してしまいそうになった私の手を、ルイスが摑つかんだ。

　そして、引き寄せた。摑んだ私の掌てのひらに唇くちびるを寄せて、ルイスが囁ささやく。

「俺が秀ひいでた力を持っていたからだ」

　掌にキスされるのかと思った。

　ルイスの熱い吐と息いきが掌にかかり、私は震ふるえた。

「力を持った者こそが正義。それが我ら竜族の、とりわけシュテルーン領の伝統だ。父上は先祖から引き継つがれたこの訓示に忠実に従っている。ゆえに俺は生き延びて、力ある者が就つくべき地位にいる。その俺の力が奪うばわれ、人間の小こ娘むすめに握にぎられていると知られたら？　──俺は命いのち乞ごいをする間もなく殺されるだろう。実の父親に、慈じ悲ひもなく」

「ルイス……、っ！」

　摑まれた腕うでにかかる力が強くなり、痛んだ。

　ルイスは笑った。

「泣きそうな顔をしているな？　ホシノエミ……おまえが飲んだのは、愛した女を奪われ憎悪に猛たける男でさえも、竜族にとっては失えないと考えるほどの強大な力だ。自分が何を手にしているのか少しは理解できただろう？　何に巻き込まれているのかも。それを自覚させた俺が、恐おそろしいか？　それとも、その強大な力の持ち主たる俺が恐ろしいか？」

「よく、わかんない……」

「わからない？」

「ルイスが竜りゆうになるところ見たことがないから、その力が恐いかどうかなんて、わからないよ」

　爛らん々らんと輝かがやかせていた赤い瞳ひとみをぱちぱちとしていたかと思ったら、ルイスが肩かたを落とした。

「まったくおまえは……ならばなぜ泣いている？」

　腕が痛いだけではなかった。

　ルイスがお父さんととても仲悪そうなのが、可か哀わい想そうで、涙なみだが出た。

　でもきっと、ルイスは同情されるのとかすごく嫌きらいそう。

　だから私は全然別のことを言った。

「すごく寒くて……寒すぎて泣けてきた」

「さっさと中に入れ。凍とう死ししそうならそう言え！」

「凍死はしないけどー、中に入ろうとしたらルイスが腕を引っ張って邪魔したんだよ？」

「それは悪かったな。湯を用意させるから毛布に埋うもれていろ」

　身体からだの芯しんから冷え切っているのは本当だったから、中に入るとソファの上で毛布にくるまりぷるぷると震ふるえていた。デトレフさんと、その後ろからお手伝いの竜りゆう族ぞくの人たちも来て、お風ふ呂ろの準備をしてくれたので、ありがたく暖まらせてもらった。

　お風呂に入っている内に湧わいた疑問があって、出た後でルイスに尋たずねた。

「竜族にとって人間と婚こん約やくするっていうのがその、弱点？　みたいになったりはしないの？」

「確かに攻こう撃げきはされるだろうな。だが、力を失うことよりははるかにましだ。……人間を伴はん侶りよに選ぶこと自体は、他の領では稀まれにある」

「竜族と人間のカップル？　あるんだ？」

「ああ……シュテルーン領では嘲ちよう笑しようと侮ぶ蔑べつの対象だがな」

　ルイス、私といると笑われちゃうんだ……。

　笑われないようにしてあげたいけれど、離はなれるわけにもいかないから困ってしまう。

　ソファに膝ひざを抱かかえて座ったら、バサリと毛布をかけられた。

「ありがとう、ルイス」

「俺に力を返さずに死なれては困る」

「うう……そうだよね。早く返したいけど、私の身体から力を取り出す薬、手に入らない？」

「今の状じよう況きようでは難しい。俺には役目があり動けない上、事情を話せる者も近くにはいない」

　ヨアヒムさんとデトレフさんにも話せない。

　いつも一いつ緒しよにいる人すら信用できないなんて、すごく辛いことだと思う。

「……犯人、どこにいるんだろう？」

「領地会議で俺が議場に入るのを必ず見届けようとするはずだ。……そして、俺が竜になる力を失っていないのを目まの当たりにした犯人は、次の行動に出るだろう」

「隠かくれちゃって出て来なかったらどうしよう？」

「いいや、行動に出るはずだ」

「そうなの？　一度失敗してるのに」

「──領地会議が終われば、竜王選挙に入る」

「りゅうおう……竜王！　だね！」

　耳慣れない言葉だけれど、意味はわかる。確かルイスがなりたかったもので、きっと竜族の中で一番偉えらい人のことだろう。

　選挙ということは大統領みたいなものだろうか。

「四つの公こう爵しやく家の者が領主となり、その領主の内から竜王が選ばれる。恐らく犯人は俺が竜王になるのを阻そ止ししたいのだろうな」

「選挙かぁ。竜族の人たちしか投票できないとか？」

「投票できるのは竜族の中でも元老院議員だけだ。しかし元老院議員には……人間もいる」

「そうなんだ！」

「ああ……俺が竜王になった暁あかつきには排はい除じよしようとしていたが」

「ええっ、なんで!?」

「今いま更さら理由を論ずるまでもないだろう。すぐに風邪かぜをひく、凍死しそうになり、餓が死ししかける。そんな生き物を重職に就けておけると思うか？」

「風邪以外は言いがかりだよ！」

「……それを嫌った者の犯行か？　しかし、たかが人間のために危険を冒おかす竜族がいるか？」

「犯人がわかりそう？」

「いや──俺の力を狙ねらう者の心当たりは他にもいくらでもある。犯人は未いまだ不明だな」

「そっかあ……残念」

　心当たりのある人たちみんなと仲直りできたら一番いいけれど、きっとそういうわけにはいかないんだろう。

　難しい立場に立たされている人なんだと思い知る度たびに、少しでも力になれたらいいなという気持ちが強くなる気がした。







　晩ばん餐さんはデトレフさんが用意してくれた。

　自分で用意したんじゃない晩ばん御ご飯はんを食べるのはこれで何回目だろう？

　もし知らない内に私の世界の時間が進んでいたらどうしよう。そうしたら、弟と妹は私を心配して泣いちゃうかな？　案外、口うるさいお姉ちゃんがいなくなってせいせいするのかもしれない……ぐぬぬ、ご飯を食べずにお菓か子しばかり食べていたらお姉ちゃんは、怒おこるよ!!

「何を百面相をしている」

「ひゃっ……弟と妹のことを考えていただけだよ！」

　大きなテーブルを囲んで、向かい側に座るルイスが興味なさそうな顔をして言った。

「仲がいいのか？」

「ものすごく仲いいよ！　あ、でも弟は今、反はん抗こう期きなんだけど！　ぶっきらぼうだけど、お姉ちゃんのことが大好きなのは間ま違ちがいないね！」

「そうか……それはいいことだな」

「うん!!」

　ルイスは、ナイフの先にあるお肉を見つめながらだけれど、そこから始まる私の可愛かわいい弟てい妹まいトークを文句を言わずに聞いてくれたし、相あい槌づちも打ってくれた。

「おまえの世界は、平和だな」

　微び苦く笑しようを浮うかべるルイスは、心臓がおかしな音を立てちゃうぐらい、恐こわいぐらいかっこよかった。その言葉には羨せん望ぼうが滲にじんでいて、胸がぎゅうっと締しめつけられるように苦しくなった。
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　デトレフさんが私に用意してくれた服は、文化は違ちがえど婚約のための衣装だとわかる白地の裾すそに色とりどりの花の刺し繡しゆうがされた服だった。

　そしてヨアヒムさんは死んだ魚のような目をしながらも神父さんとか牧師さん系の恰かつ好こうをしていた。銀色の帯を肩に垂らしていて、そこには幾何きか学がく模様が刺繡されている。ヨアヒムさんはその帯の端はしを手に取り暗い顔をしてぶつぶつと呟つぶやいていた。

「いずれはルイス様もご婚約をされると思ってはいましたが……こんなのはあんまりです」

　ご婚約、である。

　そう、私とルイスが今日それをしてしまうのである。

　にわかに現実味が増してきて、私はヨアヒムさんに飛びついた。

「げ、元老院議員になるにはどうしたらいいでしょうか……！」

「確かに竜王府の元老院議員なら竜の町にも塔とうの中にも入れるが……おまえはどうしてそこまでしてルイス様と一緒にいたいんだ……？　身の程ほどを知らないにも限度があるだろう」

「エミと共にありたいのは俺の望みだ。──エミ、悪あがきはよせ」

　余計なことは言うな、とばかりに指で唇くちびるに触ふれられて、顔がカッと熱くなった。

　そんな私の横にそっと寄ってきたヨアヒムさんが、こそっと言った。

「参考までに教えておくぞ。人間が元老院議員になるには領主の紹しよう介かい状じようを持って元老院に行き、試練を受け、試練に受かったのち一人以上の竜族の後見人を見つける必要がある」

「る、ルイス……！　紹介状をください……！」

「そうだな。ルイス様と婚約させるぐらいなら俺が後見人になってもいい……！」

「どんなに簡単な試練を出されたとしても間に合わないだろうから諦あきらめろ」

　私とヨアヒムさんは二人して呻うめいた。

　そんな私たちを見て、デトレフさんは軽く笑った。

「女性というのは竜族も人も変わらず大事の前には狼狽うろたえるものなんですねぇ」

　この世界にもマリッジブルーなんてものはあるのだろうか？　マリッジじゃないけど！

　うだうだ言っているとルイスに竜りゆう落のおとし子ご車へ乗せられ、市長さんと一緒に行った祠ほこらへと向かう。

「エミ、婚約の儀ぎの手順は覚えているか？」

　横に座るルイスが不安そうに柳りゆう眉びを顰ひそめる。

　昨晩、寝ねる前にルイスが教えてくれた。それは婚約の儀の手順と、この世界の神様のお話だった。

　はるか昔、この世界は暗くら闇やみの中にあり、そこに神様が現れたそうだ。神様の見た目や性別は誰だれも知らないらしい。

　神様は金色の杯さかずきを手にしていて、その杯にはなみなみと澄すんだ水がたたえられていた。これが後で竜りゆう気きと呼ばれるようになる力の源だという。神様は金色の杯の中にある石を投げた。すると、その石は鱗うろことなり、鱗から竜、つまり竜族が生まれた。

　生まれた竜族が身み震ぶるいして周囲に水が飛び散って、その水が触れたところから生まれたのが人間なんだって。

「か、神様と竜族の結びつきになぞらえて……えっと、ルイスが金の杯で竜脈から水を掬すくって、私が、それで手を洗う？」

「ああ、飲むなよ。飲んだら婚こん約やくではなく結婚になる」

「ひえええ……」

　私たちが泊とまっていた市長さんのお屋や敷しきから祠のある広場まで、あまり距きよ離りはなくすぐに着いてしまった。

　いくつかある祠の中で一番大きかった、川の祠だ。

　ルイスの手を借りて竜落子車から降りると、その後ろを別の車でついてきていたヨアヒムさんが降りてきて先導して中に入る。後ろからは箱を捧ささげ持つようにして、俯うつむいたデトレフさんがついてきている。仰ぎよう々ぎようしい気配が漂ただよっているのが見るだけでわかる。広場にいる人たちは私たちを見てざわざわしていた。

　そんな野次馬をルイスの使用人たちが散らしているのが遠目に見えた。

「こんな……こんなに神聖な感じの、アレだなんて……」

　聞いてないよ、と呟いたけれど、ルイスは答えてくれなかった。

　祠の中は水に穿うがたれくりぬかれた形のままの洞ほら穴あなで、その下に流れる水だけが金色の輝かがやきを宿している。

「ルイス、こういう婚約とかって、私みたいなのとすることじゃないよね……？」

　前を歩くヨアヒムさんが大きく頷うなずいた。

　その通りだ人間、って言いたいんだろう。

　それもそれでいいけど、私が言いたいのはそういうことじゃなくって。

「ルイス、これは──」

「エミ。確かに俺たちを見ている竜族は大勢いる。だが、気にするな」

　ルイスが視線だけでヨアヒムさんとデトレフさんの方を示した。

　これは、二人がいるからものすごく気にしろっていう意味だろう。

「俺はおまえを愛しているからこそ、この婚約の儀に臨のぞんだのだから。おまえとこれからも、共にありたい」

　ルイスの赤い瞳ひとみが暗闇に輝く。袖そでの中に隠かくれていたルイスの手が伸のびて、私の頰ほおを撫なでた。手て袋ぶくろを着けていない掌てのひらの、ひやりと冷たい鱗の感かん触しよくに思わず目を瞑つむった。

　きっと普ふ通つうの竜族の人たちは、好きな人と共にこうして祠へ下りるのだと思う。

　そして信じる神様に、この人と婚約しますって報告するんだ。

　それはとても幸せなことのはずなのに、ルイスはそれを偽ぎ装そうに利用する。

「エミ、何も言わないでくれ……ただ俺と離はなれたくないと、それだけを思え」

　私の頰からルイスの手がするりと滑すべり落ちて、腕うでを伝って、手に辿たどり着く。

　立ち止まっていた私の手を引いて、ルイスは竜脈の流れの岸まで近づいた。

　ヨアヒムさんが重い足取りで進み出る。その横には、箱から金色の杯を取り出し手に持つデトレフさんが控ひかえている。

「司祭と立ち会い人──この二人の前で、さあ、誓ちかおう」

　ルイスにとって一番身近にいる人のようなのに、やっぱり信しん頼らいはできないのだ。

　だから私に、この二人の前で恋こい人びとアピールを更さらに続けろと迫せまるのだ。それはすごく悲しいことだけれど、私にしてあげられることは一いつ緒しよに噓うそを吐ついてあげることだけだ。

「うん……ルイスと、離れたくない」

　ルイスの手を握にぎりしめたら、軽く握り返される。

　顔を見上げると、ルイスはそれでいいと言うかのように目を細めていた。

「私に、何ができるかわからないけど、頑がん張ばるから」

　ぎゅう、と握りしめた手により力を込める。

「ルイスのために、頑張るから」

　誰かルイスを助けてあげて欲しい。家族はルイスにとって犯人候補でしかなくて、信頼できる友達もいなくて、仕えている人たちすら信じられない。

　そんなことがあるだなんて、こうして目まの当たりにしても信じがたい。弟てい妹まいがこんな状じよう況きように陥おちいってしまったらどうしよう？　想像するだけで不安で苦しくて、胸が痛い。

「私がルイスを、助けてあげるね……っ」

　私が傍そばにいなくても、傍にいる誰かが愛する弟妹を助けてくれているだろうと信じるためにも、今は私がルイスを助けるんだ。

「エミ……？」

　涙なみだぐみながら言う私に、ルイスは戸と惑まどった顔をしていた。







　ルイスが教えてくれたこの世界の神話について、ヨアヒムさんが小難しい言葉で話していた。

　眠ねむくなりそうな仰々しい話が終わると、デトレフさんが金色の杯をヨアヒムさんに渡わたした。

「神の御お力ちからに身を浸ひたし、穢けがれをぬぐいて偽いつわりなく誓え」

　ヨアヒムさんの、偽りなく誓えって言葉に動どう揺ようしたのは私だけで、ルイスは涼すずしい顔をして金色の杯を受け取っていた。

　そして川の流れの縁ふちにしゃがみこみ、手が濡ぬれるのも構わず杯に水を掬うと、それを持って私に向き直り言う。

「誓おう。この女に寄り添そうと。女、神の御力に身を浸し、穢れをぬぐいて偽りなく誓え」

　茫ぼう然ぜんと差し出していた私の手に、ルイスが杯を傾かたむける。

　私の手に水が触ふれた次の瞬しゆん間かん、水からふわっと無数の光の綿毛のようなものが飛び出した。

「〝竜りゆう鎮しずめ〟の乙おと女めだったのですね……」

　デトレフさんの囁ささやき声は、洞穴の中ということもあって大きく響ひびいた。

　すぐに口を押さえてデトレフさんは「失礼」と小さな声で言う。

〝竜鎮め〟……ルイスと初めて会った時もそう言われたっけ。

　そう呼ばれる人には、光る水に触れると綿毛が飛び出す現象が起きるものなのか。

　光の綿毛はぽわぽわと舞まっていたかと思うと、私の頰とか口にぴたぴたぴた、とくっついて、消えていった。相変わらず実体があるようなないような、不思議な感覚だ。

「……エミ、おまえの番だ」

　ルイスが小さな声で促うながした。私は慌あわてて頷いて、口を開いた。

「ち、誓います。この男に寄り添うと！」

「──神が御力を我らに分け与あたえ給うた時より我らに使命が課せられたがごとく、おまえたちには使命が課せられる。神の御力に誓って寄り添え」

　ヨアヒムさんが仰々しく唱え終わると、ルイスは私の髪かみの毛にくっついていた光の綿毛をひょいと取った。

　そして、食べた。

「えっ!?　食べるの？」

　厳げん粛しゆくな儀ぎ式しきの空気が一瞬で霧む散さんした。ルイスは私にくっついているらしい光の綿毛を取っては次々に口に運んでいった。

「光こう精せいは竜脈の竜気を吸う生き物で、竜気の塊かたまりだ。俺たちにとってはごちそうだぞ。おまえたちもそこらに浮ういている光精なら食っていいぞ。逃にげられる前に捕つかまえろ」

「ありがとうございます、ルイス様」

　ヨアヒムさんとデトレフさんは嬉うれしそうに頷くと捕まえて袖の中にしまい始めた。

　ヘンテコな光景に、私の中にあった真面目まじめな思いもしぼんでいく。

「〝竜鎮め〟を使うと光精の捕ほ獲かくに役立つと聞いたが、こんな風になるんだな」

「ルイス様、普通であれば祠ほこらなど竜脈に近づいただけで光精は〝竜鎮め〟に気づいて近づいてくるのですよ。〝竜鎮め〟が水に触れて初めて光精が気づくというのは、中々珍めずらしい現象です」

「……ふむ」

「エミ様に気づいて出てくるだけで、エミ様に積極的に吸収されようとはしていませんね」

　デトレフさんが不思議そうに言いながら、漂う綿毛をひょいひょい摑つかんだ。

　私はなんとなく、岩にくっついていた水すい滴てきにちょいと触さわった。そうしたら、また光精と呼ばれる綿毛が飛び出した。この子たちは本当に水の中に潜ひそんでいるらしい。

　そして、ほんの二、三個の綿毛が私の顔にくっついて消えるだけで、それ以外の無数の綿毛たちは空中をふよんふよんと漂ただよっては捕獲されていた。

「ルイスたち、お腹なか減ってたの……？　水を飲むだけじゃ光精を食べられないの？」

「ある程度は食えるが……光精も竜脈へ還かえろうとするからな。こうして実体が露あらわになっていると捕まえやすい」

　逃げるように私の被かぶるベールの中に潜もぐり込もうとした光精を、ルイスはぺいっと捕まえた。

「だが、光精はある種類の人間にはよく吸収される」

「……それが、〝竜鎮め〟？」

「ああ。生きるのに竜気を必要としないにもかかわらず、無む為いに体内に光精を留め置く。竜脈と共に生きる光精を吸って竜脈を不必要に弱らせる害悪だ」

　ルイスが険しい顔つきで、吐き捨てるように言った。

　ルイスが害悪と呼んだ、その種類の人間であると言われた私は、心が怯おびえたように震ふるえるのを感じた。

　あらかた光精を捕まえ終えてほくほく顔のヨアヒムさんとデトレフさんの後ろに続いて、祠から出る。すると太陽の光が暖かくて、祠の空気がどれだけひんやりとしていたかを知った。

　陽光の温ぬくもりに力をもらって、私は恐おそる恐るルイスを振ふり仰あおいだ。

「……あの、ルイス」

　彼の名を呼ぶ私の声は、滑こつ稽けいなくらい震えていた。

　そんな私を見たルイスはハッとした顔をした。

「もしかして、寒いのか？　そういえば、水の傍は人間には冷えるか」

　ルイスは羽織っていた白い上着を私の肩かたにかけてくれた。

　寒くて震えているわけじゃなかったけれど、上着はしっかりと身体からだに巻きつけた。

「ルイス、私も、害悪かな？」

「……おまえのことを言ったわけではない」

「でも、私」

　ルイスの力を吸い取ってしまっている。

　言い募つのろうとした私に、ルイスが静かに「言うな」と言った。

　ルイスの視線が油断なく周囲を窺うかがう。私の言葉から、表情から、誰だれかに何かが露ろ見けんしていないかを探さぐっている。

「……エミ、晴れておまえは俺の許いい嫁なずけとなったのだ。もっと嬉しそうな顔をしたらどうだ？」

　私がルイスを助けてあげるって誓った矢先に、敵に偽装がばれてしまうかもしれない。

　だから私は頑張って、笑えみを浮かべた。

「うん。これでずっとルイスと一いつ緒しよにいられるんだね」

「そうだ。片時も離はなれまい」

　祠の傍の竜りゆう落のおとし子ご車に乗り込む直前で立ち止まったルイスの赤い目が、密ひそやかに動く。

　その動きでなんとなくルイスが何に警けい戒かいしているのかがわかった。

　騒さわぎを聞きつけた町の人たちの中に犯人がいるのではないかと──。

「エミ」

　ルイスは明るい声で私の名を呼んだ。顎あごを持ち上げられるままに仰あお向むくと、ルイスは作ったような微び笑しようを浮かべていた。

　もしかしたら見ているかもしれない犯人を、騙だますために。

「……ルイス、っ」

　彼の顔が近づいてくる。思わずのけぞろうとした私の頭を押さえて、ルイスは動くのを許してくれない。唇くちびるが、近づいてくる。

　ルイスは優やさしげな表情を浮かべているけれど、目の奥は鋭するどく光っている。

　彼のためになることをすると決めた。それが、私が一番早く帰れる道だと思うから。でも、帰るために唇まで許さないといけないなんて──。

「泣くやつがあるか」

　微かすかに、柔やわらかい温もりが唇に触れて離れた後。
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　──ルイスは私の唇の近くで咎とがめるように囁いた。

　確かにこれじゃ、嫌いやがっているように見えるかもしれない。

　でも、ファーストキスだったんだよ？　唇の温もりが消えるまで涙なみだが止められるとは思えなかったから、代わりにルイスの胸に抱だきついた。

　そして、大声で泣いてやった。

　これをルイスと結ばれた嬉し涙に見せたければ、ルイスが私を抱きしめればいいんだ。

「はぁ……まるで子供だな」

　ルイスは溜ため息いきを吐つくと、私を抱きしめて、頭を撫なでてくれた。優しいというよりは力加減を間ま違ちがえないようにしているらしい慎しん重ちような手つきに、やがておかしくなってきた。

「ふ……ふふ」

「何を笑っているんだ。さっさと車に乗れ」

　竜落子車に乗せられた私は、泣き笑うと言った。

「ルイスが悪いんだよ？」

「……そうだな、打ち合わせもせずに悪かった」

「打ち合わせしてたらその時に嫌だって言ったと思うけど」

「なぜ？　俺が相手では不満か」

「普ふ通つうに好きな人とじゃなきゃ嫌だよ！」

「好きな人とは俺だろう！」

　不可解そうな顔をしているルイスに思わず怒ど鳴なったら、ビシッと言い返された。

　彼は窓の外をひとしきり警戒すると、窓を閉め直して「大声で騒ぐな」と念押しした。

「何のためにこんな茶番をしているかわかっていないのか」

「わかってるよ。だけど、乙おと女め心ごころは複雑なの！」

「全く意味がわからない……人間ゆえか。または女であるゆえか？」

　たぶん女であるゆえってやつだよ。ルイスは絶対に女心がわからない人だ。

「ルイスだって好きな人とじゃなきゃ嫌でしょ」

「口づけは番つがいとするものだろう」

「つ、つがい？　まあ、そうだよ！」

「俺が番に求めるものは権力だ。番の家には俺の後ろ盾だてになることを、それにふさわしい家格であることを求める」

　ルイスは淡たん々たんとした顔つきで言う。私はその時代錯さく誤ごな言葉に目を剝むいた。

「好こう悪おなど関係はない。たとえ生理的嫌けん悪おを抱くような容姿だとしても、俺は笑顔で口づけよう。俺が竜りゆう王おうになるために必要なものさえ持っていればな」

「そんなっ」

「おまえは俺のために忠実に恋こい人びとの役を、許嫁の役を演じている。だから口づける。──俺の場合はな」

「私の場合は違ちがうからね！」

　ルイスもわかってはいるようだけれど、どうしても言わずにはいられず強調した。

　はいはいと頷うなずくと、ルイスは声を潜めて不思議そうに言った。

「おまえの世界ではどうやって結けつ婚こん相手を決めるんだ？　結婚相手が好きな相手でなければどうするんだ」

「そもそも、好きな人と結婚するんだよ!?」

「はあ、だが、そう贅ぜい沢たくを言える立場なのか？　家いえ柄がらがよほど良くないと選より取り見取りとはいかんと思うが……」

「そ、それは確かに、選り取り見取りっていうわけじゃないけどさ……」

　美少女じゃないし、クラスの人気者でもないし、家がセレブとかそういうこともないけどね？

「色々、その、色んなことを！　頑がん張ばるし！　……それでも好きな人と両想いになれなかったら、結婚しないもん」

「……そういう選せん択たく肢しがあるのか」

　ルイスは驚おどろいたように言うと「この国でも人間は増えすぎているし、それでちょうどいいのかもしれん」と言って得心顔をした。私はなんだかとても納得いかない。

「ルイスだって好きな人じゃないと嫌だって言えばいいじゃん」

「好いた者などいない」

「じゃあ、結婚しなければいいのに」

「俺には子をなす義務がある。力があるからな。強者は子孫を残さねばならない。ただでさえ今の竜族は、数が少なくなっている」

　ルイスが険しい顔つきで言う。少子化はどこでも問題になっているみたいだ。

「エミ、このことは他ほかの人間には他言無用だ」

「え？　少子化のこと？」

「ああ、どうせ領地会議に出れば耳に入るだろうから、おまえが知るのはこの際構わないが……これはこの世界の人間には知られてはならない事実だ」

「竜族の秘密ってこと？」

「そういうことだ。秘密である理由はいくつかあるが、異世界の人間であるおまえには関係がないから気にするな」

　気にはなったけれど、ルイスの言葉にうんと頷いた。

　中ちゆう途と半はん端ぱに首を突つっ込んでいい問題ではなさそうだからだ。

「それじゃ……ルイスはどうしても結婚しなきゃいけないってことだね」

「ああ」

「それじゃあさ、結婚相手のこと、好きになれたらいいね！」

「……いや、それも考えものだ」

「ええっ、なんで!?」

「不ふ貞ていを疑いながらも母上を愛していた父上は、母上を殺して生まれてきた俺を心底憎にくんでいる。父上は一族の長おさとして、力を持って生まれてきた俺を受け入れるべきなのにな……」

　横に座るルイスは恐こわいくらい普通の顔をしていて、傷ついているわけでも恨うらんでいるわけでもなく、ただ本当にそう思っているのだとわかる。

「感情は邪じや魔まだ。竜族の繁はん栄えいを阻そ害がいするものはいらない」

　強がりではなく、心からそう言っているように見えるのが、悲しかった。

「そんなの、寂さみしいよ」

「これで百年生きてきた。あと四百年、このまま生き続けることは可能だろう」

　竜族の寿じゆ命みようは五百年もあるのだろうか。そんな竜族から見れば人間は短命だろう。

　そしてそんな短命の私からしてみたら、あと四百年もそんな寂しい生き方をしなくちゃいけないなんて信じられない。

「ルイスがそれで大だい丈じよう夫ぶなら、いいんだけど」

「特に問題はないと思うが？」

「気になっちゃうな。ルイスに力を返して元の世界に戻もどっても、たぶんずっと心に引っかかってるだろうな……」

「はあ……？　一体なぜ」

「私、ルイスのこと、友達だと思っているのかも」

「ともだち」

　ぽかん、とした顔をしているルイスを睨にらんだら、天を仰あおがれた。

「人間に友達と思われることがあろうとは……」

「なに！　不満なの!?」

「まあ、それで俺に協力する気になれるのなら、好きに思っているといい」

「ルイスにも友達だと思われたいなあ！」

「おまえは俺の許いい嫁なずけだろう？　それでは満足できないのか？」

「そのにっこり笑え顔がおは嫌だ！　それ噓うそだもん！　誤ご魔ま化かさないでよー！」

「ははは、俺はこんなにおまえを愛しているのにな」

　噓だかホントだか、いやたぶん噓だろう言葉で誤魔化された私はやだー！　と悲鳴をあげた。そんな私を見て、ルイスは笑った。その笑顔は噓笑いには見えなくて、憎めなかった。
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　ルイスが工こう房ぼうに作ってもらっていた私の手て袋ぶくろが完成すると、私たちは竜の町シュテルーンへと出立した。シュテルーンという町の名はルイスの苗みよう字じと同じだ。

　竜の町シュテルーンは高い黒灰色の塀へいに囲われていた。そのすぐ外には人間の町があって、そこで休きゆう憩けいを取り、私は身だしなみを整えられていた。

　シュテルーンの中に入るにあたり、人間だとバレると私は完全にアウェイになるらしい。だから身を守るためにも、できる限り人間であることは隠かくすように言われている。

　私のために特別に誂あつらえてもらった手袋は、掌てのひらにあたかも竜族と同じように宝石を握にぎったような鱗うろこがあるように見せてくれるだろう。

「ルイス様の許嫁が身に着ける手袋にしては少し地味ですね」

　竜りゆう落のおとし子ご車にルイスと並んで長時間揺ゆられていたため皺しわになった服を、デトレフさんに言われるがまま着き替がえていた。そして、指をおおざっぱに切り落とした黒い革手袋から、白いレース編みの可愛かわいい手袋に替えた。花のレースは可愛いし、私の手にぴったりだし、糸に伸しん縮しゆく性があるのか指も動かしやすくて、早くもこの手袋を気に入っている。

　しかしデトレフさんの美意識には適かなわないらしい。

「宝石の一つでも縫ぬいつけさせるべきでしたね」

「デトレフ、時間がなかったからどうしようもないだろう。──もちろん、愛するエミのために最高のものを用意できなかったことは悔くやまれるがな」

　ルイスは付け加えるように言うと、私をその場でひと回りさせた。

「まあ、悪くない。この髪かみの毛はまさかおまえが編んでやったのか？　デトレフ」

「ええ、そこそこ手先が器用だと自負していますので」

　デトレフさんは少し照れたようにはにかんで言う。鏡で確かく認にんした編み込みは本当に繊せん細さいで可愛らしい。この器用さがなぜ人形に反映されないんだろう。私もルイスも真顔になった。

「なんでおまえの器用さはぬいぐるみ製作に反映されないんだ？」

　なんとヨアヒムさんが堂々と危なそうな領域に足を踏ふみ入れた。

　デトレフさんは不思議そうな顔をしている！

「なにか気になる点でもありますか？　心細ければこの山やま猫ねこちゃん人形をお預けしますよ？」

「アッ、さるぼぼに似てる！　ちょっと可愛い」

　さるぼぼというのは飛ひ驒だでお土産みやげとして売られている可愛いお人形のことである。猿さるの赤ちゃんなどを模したものであり山猫感はあまりない。なぜか尻しつ尾ぽと思おぼしいものが後頭部についている。

「正気かあんた」

「ヨアヒムさん、しーっ！」

　手先は器用なのにぬいぐるみの造形が大体でろんになるのはたぶん、その、大変言いにくいんだけど、デトレフさんの感性がアレなんだと思う。

　もうどうしようもないやつだから、触ふれないでおこうよ、ヨアヒムさん！

「そんなヨアヒム殿どのには高こう僧そうの髪を縫いつけたこちらの霊れい験げんあらたかな人形を」

「ウワーッ」

　ヨアヒムさんが叫さけんだ。私は、あまりにもおどろおどろしい人形を懐ふところから出したデトレフさんから素す早ばやく離はなれてルイスに抱だきついた。ルイスも心なしかのけぞっている。

「これを持っていればヨアヒム殿もすくすくと大きくなれるに違ちがいありません」

「ほ、本当か……って、つまり俺が小さいと言いたいのかあんたーッ！」

　ヨアヒムさんは怒ど鳴なりながらもその手にしっかり人形を握っている。受け取るんだ……！

　ルイスは眩暈めまいを堪こらえるように眉み間けんを押さえている。仲良しそうで、ふ、雰ふん囲い気きがいいね？

「できる限り、人間であるのは露ろ見けんしない方が物事が速すみやかに進むだろうが、露見したらそれはそれで構わない。俺が必ず守るから、案ずるなよ」

　ルイスはそう言って、頼たよりにならないとばかりにヨアヒムさんたちを睨みつけた。

　私は三人の打ち解けた姿を見て、嬉うれしくなって笑ってしまった。

「何を笑っている」

「なんでもないよ……よろしくね！」

　ビシッと敬礼して言うと、「頭が高い」と言われて鼻をつままれた。

「きゃー、鼻がとれた！」

「とれてたまるか。俺はおまえへの力のかけかたを習得した」

「いつの間に」

　確かに痛いけれどそこまでじゃなかった。

　鼻の次にはぐにぐに頰ほおをつねってきたルイスに離してーと何度もお願いしたけれど、ほっぺが真っ赤になるまで離してもらえなかった。
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　竜りゆうの町シュテルーンに入る時、門番はデトレフさんに渡わたされた資料を食い入るように見つめていた。

「ルイス様の、許嫁……!?」

　門番は竜落子車に乗った私の横顔をものすごく見てきた。人間だということは書いていないはずなのに、二度見、三度見からの目を強く瞑つむって「これは夢か……？」と呟つぶやいてからの四度見だった。見つめられすぎて穴が開きそう。

「何か問題があるか？」

　ルイスに問われると、固まっていた門番さんは動き出した。

「苗字などの欄らんが未記入でありますが……！」

「俺の許嫁に関する情報をどうしておまえたちのような者に明かさなくてはならない？　さっさと俺たちを通せ」

「か、かしこまりましたーっ！」

　なんとか人間だとはバレずにシュテルーンに入れたけれど、痛いほど注目を浴びていた。

　竜落子車に乗っていなかったら、私は動けなかったかもしれない。

「ルイス様と一いつ緒しよに車に乗ってるあの女は何……！」

「さっき門番が許嫁って……」

「噓でしょ、なんでルイス様……！」

　ざわめきがすごい。噂うわさの広まり方が速い。

　馬で並走していたヨアヒムさんがススッと近づいてきて「あんたのせいで全竜族の女が泣いた」と囁ささやくとまた離れていった。嫌いやがらせだ！

「ルイスぅ……！」

「俯うつむかず、堂々としていろ。俺たちは思いあい、結ばれている許嫁だ。そうだろう？」

　ルイスが私に向かってしゃべるだけで、視線がグサッと突つき刺ささる。

　この針の筵むしろのような状態も、犯人が見つかるまでの我が慢まんだと思ってやり過ごすしかない。

「が、頑がん張ばる……！」

「ああ、俺のために励はげんでくれ」

　ルイスも守ってくれると言っていたし、私にできるのは信じることだけ。

　これが簡単なように見えてとても難しいけれど、やるしかない。

　聳そびえ立つキラキラと螺ら鈿でんのように輝かがやく竜の塔とうには向かわず、開始ぎりぎりまで町の中で宿しゆく泊はくすると言われた。

「ルイス様とエミ様のご婚こん約やくに関する書類を、竜の町の役所へも届けねばなりませんので、私は別行動とさせていただきますね」

　デトレフさんの言葉に、通りすがりの人が私たちを二度見する。

　竜族はみんなヨアヒムさんみたいな反応をする。一人ぐらい、デトレフさんみたいな人がいてもいいと思うんだけど。

「ルイス様、ここは人目がありますので、中に入りましょう」

「そうだな、こい、エミ」

　ヨアヒムさんに促うながされて、ルイスが頷うなずいて私に手を差し伸のべた。

　私はその手に飛びついた。だって味方はルイスだけなんだもん。今なら誰だれが敵だかわからなくて警けい戒かいしまくりなルイスの気持ちもよくわかる。

　だけどルイスの手に触れた瞬しゆん間かん、周囲の無関係な通行人達を含ふくめ、全員がザワッとしたから泣きたくなった。許いい嫁なずけと手を繫つないでるだけですから!!

「ああ……ルイス様の評判が地に落ちていく……！」

「おまえを側近に迎むかえた時から落ちていたようなものだろう。気にするな」

「ルイス様ァ!?」

　嘆なげくヨアヒムさんにルイスは辛しん辣らつだ。

　ヨアヒムさんは竜族の中でもちょっと力が弱いんだよね。

　私たちが入ったのはローマの神しん殿でんのような雰囲気のある大きな建物だった。広大な敷しき地ちの中に三階建ての大きな建物があり、その建物に隣りん接せつして天高く立つ黒灰色の塔がある。その塔から離れた場所に、会議場となる竜の塔もキラキラ輝きながら聳え立っていた。

「一度塔に入れば会議が終わるまでは出られないからな。直前まで外で滞たい在ざいするために建てられた屋や敷しきで、白はく離り宮きゆうという。中には会議に出席するためにやってきた者たちしかいない」

　中に足を踏み入れると、ものすごく広い前庭が私たちを出で迎むかえてくれた。前庭の中心には広い池があり、その両側からルイスを迎えようと人が近づいてきた。

「おかえりなさいませ、ルイス様！」

「どうぞこちらに。お部屋をご用意しています！」

　たくさんの人たちがわっと笑え顔がおで近づいてきた。髪の毛や目は色とりどり、その手には手て袋ぶくろをしている。みんな竜族なんだろう。なぜか顔立ちの整った人ばかりで、私は容姿だけで人間だってバレそう。人の波に飲まれたルイスに置いていかれて、慌あわててついて行こうとしたけれど、私も同じように囲まれてしまった。

「あなたのお名前をお聞かせ願える？」

「どうしてルイス様と一緒にいるの？」

　私を取り囲むのは女の人ばかりで、笑顔だけれどなんだか恐こわい。

　美女の目が笑っていないとものすごく迫はく力りよくがある。

「わ、私はエミ、です」

「聞いたことのない名前だわ。どこのお家の方かしら」

「気になるわ。どんなお家に生まれたらルイス様の傍そばにお仕えできるの？」

　ルイスの人気者め……！　私が置いて行かれてるってどうか気づいて！

　ニコニコしながら問い詰つめてくる美女たちにどこまで言っていいのかわからない。

　仕えてるって思われているみたいだけど、そもそもそこが違う。でもこの人たちにルイスの許嫁ですって答えたら、嚙かみつかれそう。

「私は、その……！」

　どうにか答えを絞しぼり出そうとしたけれど、私の言葉なんて本当はどうでもよかったらしい美女たちが口々に言う。

「お美しいイザベル様でさえお傍に侍はべっていらっしゃらないのに、どうしてあなたみたいな子がルイス様にぴったりくっついているのかしら」

「イザベル様なら納なつ得とくできるけど、あなたじゃ駄だ目めよ」

「気に食わないわ」

　とん、と軽く押すような仕草で美女が私の肩かたを押した。

　だけど私はとんでもない圧を感じて吹ふき飛んで、ボチャンと背中から池に落ちた。

「ぷ、は！　やだ、服が重……！」

「あらやだ、落ちちゃったわ。あの子飛んだわよ。見た？」

「弱い竜ね。とんでもないわ。あんなのがルイス様のお傍にいるだなんて許せない」

「見てよみんな、あの子泳げないみたい」

　泳げるけど、ヒラヒラした服が水を吸って重くて浮うけないだけ！

　池は足が立たないぐらい深くて、私はもがいた。

　流石さすがに死んじゃう前に助けてもらえるかな、と思っていたけれど、美女たちは笑って見ているだけだった。信じられない！

「──あなたたち、何をしているの！」

　私がどうにか顔を水面上にキープする方法を会え得とくしようとしていると、朗々と声が響ひびいた。

「イザベル様！」

「まあ、可か哀わい想そうに。どうして助けてあげないの！」

　イザベルと呼ばれた人が池の縁ふちに近づいて、私に向かって領巾ひれを投げた。私がそれに摑つかまると、一気に引っ張られた。縁に辿たどり着いてゲホゲホと咳せき込みつつ見上げたら、そこにはとてつもなく可愛かわいらしい女の子がいた。金色の巻き毛に、大きな緑の瞳ひとみ、珊さん瑚ごみたいな唇くちびる。守ってあげたい系の、絶世の美少女だ。

「あなた、大だい丈じよう夫ぶ？」

　差し出されたその手には桃もも花はな色いろの光こう沢たくのある手袋が嵌はめられていた。高級感のある綺き麗れいな手袋を濡ぬらしそうだと思って出しかけた手を彷徨さまよわせていたら、彼女の方から摑んでくれた。

「……あなた？」

「あ、あのっ、ごめんなさい、濡れちゃいます！」

「……いいえ、いいのよ。さあ、引き上げてあげるわ」

　手を摑まれ、私の白い手袋が吸い込んだ水が、彼女の手袋にまで染み込んでいく。

　ああ申し訳ない、と思っているうちに、彼女は見た目とは裏腹の力強さで私をひょいと岸に上げてくれた。

「あ、あの──」

　この美少女は、美女たちが口々に私と比べていた、イザベルさん本人のようだ。

　お礼を言わなくちゃ、と口を開きかけた時、聞きなれた声が私の名を呼んだ。

「エミ!!　どうした!?　何があった！」

「あ、ルイス……」

「なぜ濡れている！　イザベル？　一体これはどういうことだ？」

　ルイスはイザベルさんと知り合いらしい。彼女を睨にらんだルイスに、私は慌てて弁明した。この人はいい人だ。誤解で睨むだなんて酷ひどすぎる。

「ええと、この人は池に落ちた私を助けてくれて、ね！」

「何をどうしたら池に落ちる？　まったくおまえは、一いつ瞬しゆんたりとも目を離はなすなということか!?」

　ルイスは怒おこりながらも、着ていた上着を脱ぬいで私の肩にかけてくれた。

　私がすぐに寒がると思っているらしい。でも確かにその通りで、この町は海に近いせいか風が強く、濡れた身体からだがすぐに冷えた。

「ヨアヒム、すぐに湯を用意しろ。デトレフ！　服の替かえを。……イザベル、エミを助けてくれて礼を言う」

「え、ええ……あなたのお役に立てたなら、何よりよ」

　イザベルさんが驚おどろいたように目を丸くしたままぽつりと言う。

　改めて彼女にお礼を言おうとしていると、ルイスがぐいっと私の腕うでを引いて立たせた。

「さっさと来い。俺の手を離すな。いや、俺が片時も離さないでいよう」

「ちょ、待って……ルイス足早い……！」

　私を立たせると、濡れた白い手袋をした私の手を、黒い革かわの手袋をつけたルイスの手が摑んだ。ルイスの手が私のせいで濡れるのはあまり気にならなかった。その掌てのひらは手袋越ごしなのに温かく感じられた。

　ぐいぐい引っ張られて、イザベルさんにお礼を言う間もなかった。

　すぐに別室に用意されたお湯を使うように命令される。風邪かぜを引いた前科がある私は大人しくルイスに従って、何より先にまず冷えた身体を暖めることに専念した。







　部屋にいると、会議のためにこの白離宮に滞在する竜りゆう族ぞくの人たちがルイスを訪ねてひっきりなしにやってきた。会話したらすぐにボロが出そうだから、傍にくっついているよりは隠かくれている方がいいということになって、私は隣となりの部屋で籠ろう城じようすることになった。

　たまにデトレフさんが様子を見に来てくれる。

「お加減はいかがですか？」

「風邪を引いていたりとかはないですよ？」

「それはよかった。人間はすぐに体調を崩くずしますし、濡れ鼠ねずみになっているところを拝見した時は肝きもが冷えました。ルイス様も同様でしょう」

「心配してくれるのはデトレフさんだけですね」

　ルイスは私の中にある自分の力が心配なだけだ。

　ヨアヒムさんは私を好きだと公言するルイスの頭の具合を心配するばかりだ。

　本当に私のことを心配してくれているのって、デトレフさんぐらいだと思うんだよね。

　私の言葉にデトレフさんはくすりと笑った。

「心配も致いたしますよ。あなたはルイス様を変えたお方だ。人間であることなど私にとっては些さ事じです」

「竜族の多くの人たちは、そうは思ってくれてないみたいですよね？」

「そうですね。──かつてのルイス様もそうだったのですよ。ご存じですか？」

　うんと頷うなずいたら、デトレフさんは私に温かいお茶の入ったカップを差し出して言った。

「これまでのルイス様が竜王の座に就ついた暁あかつきには、恐おそらく人間はこの世から一いつ掃そうされたでしょうし、ヨアヒム殿どののような弱竜もまた淘とう汰たされることになったでしょう」

「……へ？」

　デトレフさんの衝しよう撃げき的な言葉に、私はカップに口をつけることもできずに固まってしまった。

「ルイス様の御お力ちからは歴代のシュテルーン領主の中でも極きわめて強く、とてつもなく大きな竜に変へん化げされる。竜王に選ばれる可能性はとても高かった。ですが、あなたのおかげでルイス様は変わられた……」

　変わった、のだろうか？

「あなたのおかげでルイス様は慈じ悲ひの心を学ばれたのでしょう。万が一、竜王になられても無む為いに命を奪うばうようなまねはされないはずです」

　私の中に自分の力があるから大事にしてくれているだけだと思う。

　でも、力を取り戻もどしたからって、無為に命を奪うような人になるとも思えない。

「ルイスがそんなことをするだなんて……その、ありえないと思いますよ？」

「以前のルイス様の話ですので。弱者が生きている意味がわからないとおっしゃるような方でしたからね。私たちは竜気で生きていますが、弱者のための竜気がもったいないなどと言って憚はばからない方でした」

「でも、ヨアヒムさんは側近じゃないですか？」

「弱い竜に生きる価値があるのか、見定めるため、ルイス様はヨアヒム殿が侍はべることを許したそうです。これまで誰だれにも見向きされなかったヨアヒム殿は、ルイス様に価値を見み出いだしていただくためにと、精力的に働いていますが……さて、これまでのルイス様であればヨアヒム殿の忠誠に対してどのような結論を下したことやら」

　デトレフさんは苦く笑しようを浮かべた。遠くを見る目に思い描えがいているのはかつてのルイスの姿なのだろうか。

　やがてデトレフさんは、私に優やさしい笑えみを向けて言った。

「私は本当に、あなたの存在に感謝しているのですよ、エミ様」

　何か、デトレフさんとルイスは、思いがすれ違ちがってしまっているんじゃないだろうか？

「ルイスは今ちょっと……その、落ち込んでいるだけで、きっと本当はお二人のことを頼たよりにしていると思うんです」

　力を奪われたから疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているルイスを見て、誤解したんじゃないだろうか。

　犯人さえ見つかればきっと仲良しになれると思う。少なくとも誤解は解けて、歩み寄りはできるはずだ。

「エミ様はお優しい方ですね」

「優しい、ですかね？　そうに違いないってことを言ってるだけです」

　だってデトレフさんもヨアヒムさんも、ルイスのことをこんなにたくさん考えているのだ。

　思いがすれ違っているとしたら、胸が痛い。

　私が元の世界に帰る前に、みんなが仲直りできたら嬉うれしいな。

「ルイスにも言っておきますね。皆みなさんと仲良くするようにって」

「そうしていただけると嬉しいですね。エミ様に言われたら、ルイス様もご一考くださることでしょうから」

　デトレフさんの言葉にうんと深く頷いた。デトレフさんは嬉しそうに目を細めた。

「それでは私の新作、ヨアヒム殿の竜人形と平均的な大きさの竜人形をご覧ください」

「ウワァ、大きさの比がわかりやすい……！」

　机の上に並べられた緑色のテニスボールのような小さな塊かたまりがヨアヒムさんで、バレーボールぐらいの塊が平均的な竜の大きさを表しているらしい。わかりやすすぎてヨアヒムさんが知ったら絶対に怒おこるね。

　幸いにも色以外に竜らしき要素が見当たらないため、机の端はしに並ぶ二つの人形を見てもデトレフさんを呼びにやってきたヨアヒムさんにはわからなかったようだ。

「ヨアヒム殿は寛かん大だいになられましたね……」

　デトレフさんは普通の顔で出ていくヨアヒムさんを見て驚いたように言っていたけれど、そうじゃないよ、伝わっていないだけなんだよ。

　たぶん気づかない方が二人とも幸せだと思うから、黙だまっておくことにする。
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　今日の午後から、領地会議が始まる。けれどまだ、竜の塔とうに移動はしなかった。

　この白はく離り宮きゆうの塔の上の階に、竜の塔に繫つながる道があるそうで、そこから移動できるから、不測の事態に備えてぎりぎりまでここで粘ねばると聞いている。

　こんな日でも、私はこの数日と同様、部屋でじっと大人しくしていた。

　ルイスは会議を目前に控ひかえた今も忙いそがしく、根回しのため白離宮で活動しているらしかった。

　デトレフさんかヨアヒムさんが部屋の外にいるだろうけれど、私が中に籠こもっているので一人でいさせてくれている。

　そんな私がいる部屋の窓の外から、迫せまってくる影かげがあった。

　人影、というより竜影？

「え、うわ、わあっ！」

　ぐんぐんと近づいてきたエメラルドのような鱗うろこを持った四メートルほどの大きな竜は、重さを感じさせない動作でバルコニーの手すりに足をかけると、次の瞬しゆん間かんふわりと輪りん郭かくを失い、女性の姿へと変化した。池に落ちたところを助けてくれた可愛かわいらしい女性だった。

　彼女は、ルイスにイザベルと呼ばれていた。

　バルコニーの手すりから身軽に飛び降りると、彼女はへたり込んでいる私を見て困ったように微笑ほほえんで見せた。

「急にごめんなさいね。あなたに興味があってこうして忍しのんでここまできたのよ」

「えっ、私に？」

　私は驚おどろいてバルコニーから入ってくる彼女を見つめた。少し乱れた豊かな金色の髪かみの毛を手て櫛ぐしで梳とかすと、彼女は私を見て微笑んだ。

「ルイス様が見み初そめたあなたがどんな人なのかと思って」

　これはまさか、ライバル宣言!?

　私は慌あわてて立ち上がった。ルイスは偉えらそうな喋しやべり方さえしなければとてもかっこいい人だ。彼を好きな女の子は多いと思う。

　三日ほど前にこの白離宮に着いた時、竜りゆう族ぞくの女性に池に落とされたこともあり、なんとなく警けい戒かいしてしまった私に、イザベルさんは驚いた様子で言った。

「そんな、怯おびえないで……もしかして誤解をしているのかしら？　噂うわさがあるのは知っているわ。私とルイス様が恋こい人びとだって。でも、それは違うわ」

　そういう噂が立つのも無理はないと思った。確かに二人は並んだら輝かがやかしいほどお似合いの、美男美女カップルだと思う。

　なぜか胸が苦しくなったけれど、たぶん持たざる者の嫉しつ妬とってやつだろう。羨うらやましく思うくらい、仕方ないよね。

「私はただ、彼に求きゆう婚こんされたことがあるだけよ」

「きゅうこん……？」

　私は呆ぼう然ぜんとしてその単語を舌の上で転がしてしまった。

　なんとなく、ルイスにはそういう浮うわついたところはないと思っていた。目の前の可愛い女性が噓うそを言っているんじゃないかと思ったけれど、彼女がそんな噓を吐つく必要があるだろうか。

「有名な話だと思っていたけれど、あなた、知らないのね？　……彼の狙ねらいは私の実家の権力だったのよ。私のことなんてこれっぽっちも見ていなかったわ。だからお断りしたの」

「権力、ですか……」

　ふわふわとした心ここ地ちだったけれど、少しずつ身体からだの感覚が戻ってきた。

　指先が冷えていることに気づいて、擦こすりあわせていたら、ルイスの言葉を思い出した。

「確か、結婚相手に求めるのは権力だって言ってた……」

「ルイス様がそうおっしゃる気持ちもわからなくはないの。彼は敵が多い方だから。でも竜王になるための後ろ盾だてとしてだけ求められて、あなたのものになりますだなんて、頷うなずけるわけがないと思わない？」

「あ、はい」

　イザベルさんのおっしゃる通りだと私は頷いた。

　この世界では竜族の少子化が深刻みたいで、ルイスの言ってることが普ふ通つうなのかとも思っていたけれど、やっぱりそうではなかったらしい。

「……でも、あなたは有力なお家の出身ではないわよね？」

　一応、ぎりぎりまで人間であることは隠かくす予定のはずだ。会議室に入る時には竜に変へん化げはできないので、もう言わざるを得ないけれど。

　でも、ここでイザベルさんにバレるわけにはいかない。固まる私を頭のてっぺんからつま先まで、彼女は怪あやしむように眺ながめた。

「顔を見たことがないわ。名前も聞いたことがない……名家の出身なら、私が知らないだなんてありえないのに」

「えっと……」

「ルイス様はあなたをどういった目的で傍そばに置いているのかしら」

「ただ、愛し合っているだけです！」

「あの方にそんな優やさしい感情があるわけないわ」

　イザベルさんがばっさりと斬きり捨てたから、私はぽかんとしてしまった。

「あなたは後ろ盾を作るための駒こまとして傍に置かれているのではないわね。どんな理由なのかしら？　あの方は、今度は一体どんな心無い計画を企くわだてているの……？」

　これまでは、愛し合う恋人同士だと主張すれば、信じたくないという反応はされてもここまで否定はされなかった。

　でもイザベルさんは、端はなからありえないと思っているみたいだった。

　確かに、私とルイスの間にあるのが偽いつわりの恋人関係、偽りの許いい嫁なずけなのは本当だ。

　ただそれは、私とルイスにとって一番大事な秘密で、絶対にバレちゃいけないことだ。

「あ、愛し合っているの……本当に、私、ルイスのことが好きなんです！」

「あなたはそうなのかもしれないわね。でも、ルイス様がそんなお気持ちを抱いだくことはないわ。彼は他者を信じないの」

　イザベルさんはあくまで冷静に私の言葉を否定する。

　絶対にバレちゃいけない。そう思ってどうにかして誤ご魔ま化かそうと考えていると、不意にイザベルさんが優しい声こわ色いろで言った。

「エミ、と言ったわね。……あなたは騙だまされているのよ、目を覚まして」

「だ、騙されている？」

「あの方は権力にしか興味がないの。権力のためならなんでもする冷れい酷こくな方よ。仕方のないことだけれどね。力を示すことでしか生きることを許されなかった悲しい生おい立ちの方だから……でもだからこそ、あなたみたいないい子を理由なく、ただ傍に置いておくはずがないの」

　イザベルさんの指し摘てきは正しい。私は理由なく傍に置かれているわけじゃない。

　言い当てられるとどうしてか、胸にモヤモヤするものが生まれてくるのを感じた。

「彼には何らかの計画があるはずよ。何か知っていることがあったら教えてちょうだい。誰だれかに被ひ害がいをもたらすものでなければ、そっとしておくわ。でももしかしたら、あなたやあなたの家族に危害が加えられるかもしれないのよ。彼は弱竜の存在を否定しているし……人間のようなか弱い種族など滅ほろぼしてしまえばいいと考えているの」

「あ……」

　害悪と、ルイスは人間の、私のように竜気を吸い込む性質を持った人たち──〝竜りゆう鎮しずめ〟のことをそう呼んだ。

「ねえエミ、彼はあなたに噓を吐いて騙して、何をしようとしているの？」

　ルイスはもしかしたら、本当は私を置いておくのは絶対嫌いやで、最近仲良くなってきたって思っているのは私の勘かん違ちがいかもしれない。

「私はみんなを助けたいのよ、だから、エミ──」

　でも、そんな風にルイスを悪者みたいに言うのは、やめて欲しい。

「ルイスはいい人、ですよ！」

「エミ？」

「そりゃ変なところはあるけれど……優しい人、だもん！」

　昔、辛つらい思いをしたことは聞いた。

　お父さんとのことのせいで、愛情を抱くのを悪いことだと思っているみたい。

　でも本当のルイスは、私が平和な世界で生きていると聞いて、羨ましそうに微笑むような人なのだ。

「ルイスだって本当は、みんなのことを信じたいんだと、私は思います！　でも、信じさせてくれないのは、みんなが、みんな、が……！」

　つい最近だって、傍にいる誰かに裏切られたのかもしれないのだ。

　誰も信じられずに刺とげ々とげしい態度になるのは、ルイスに薬を飲ませた犯人のせいだ。

　すると、イザベルさんが狼狽うろたえた。

「まあ、泣かないで……どうしましょう」

「だってイザベルさん、が……！」

　ルイスを悪く言うから、目の奥からたくさんの感情が溶とけて溢あふれてしまったのだ。

「ルイスはただ竜族のことを考えてっ、自分の、気持ちを……っ、押し殺して頑がん張ばってる、のに……！」

「ええ、ええそうね。それはわかっているのよ。ただ彼は大局的すぎてついて行けないだけで……ああ、困ったわ。泣かせるつもりはなかったのよ。涙なみだを拭ふいて、ね？」

　イザベルさんが私の肩かたを労いたわるように撫なでながら、ハンカチを差し出してくれた。

　薄うす桃もも色いろの可愛かわいらしいハンカチだ。こんなところにまで女性らしい柔やわらかさが感じられる。

　イザベルさんもきっと優しい人なんだ。こうして泣く私に困ってしまうくらい。

「ごめ、なさい。ルイスのことを考えたらっ……」

「あなたはルイス様を愛しているのね……。まあ、手て袋ぶくろがすっかり濡ぬれてしまっているわ」

　イザベルさんが私の顔にハンカチをそっと押し当てる。そして、濡れた手袋を脱ぬがせようとして──私は慌あわてて拳こぶしを握にぎった。私には竜族の証あかしである鱗うろこがない。

　けれど、イザベルさんは指の腹で私の掌てのひらをなぞり、気づいてしまったようだった。

「まさか、そんなわけがないと思っていたのに……あなたを池から引き上げた時、その掌の感かん触しよくがおかしいだなんて」

「きゃっ」

　無理やり指を開かされ、手袋を脱がされた。

　私の掌は柔らかく、ルイスたちのように宝石を握ったようにはなっていない。

「……人間が、どうしてここにいるの？」

　イザベルさんが、私の掌を強く押した。

「い、た……っ、放してください……！」

「放してほしければ、質問に答えなさい」

　イザベルさんは困こん惑わくした顔つきで、冷めた目をして私を見み据すえた。

　さっきまでの優しいイザベルさんはどこかへ行ってしまった。その視線の鋭するどさに、私はまた新しい涙が湧わいてくるのを感じた。けれどどうにか、涙を飲み込む。

　これが普通の竜族の、人間に対する反応だというのなら──会議が始まる午後から、私はこんな視線に晒さらされ続けるということになる。

　それを思えば、こんなところで怯ひるんでいる場合じゃない。

「ルイスのことが好きだから、離れたくないから……ここにいます！」

「あなただけの想おもいでは、白はく離り宮きゆうまで潜もぐり込むことは不可能だわ」

「ルイスも、私のことを想ってくれているんです！」

「……ありえないわ」

　ルイスはこの人に求きゆう婚こんして断られたという。

　後ろ盾だてになりうる権力を持つ、この美しい女性に。

　そう考えるとモヤモヤしてしまうと同時に、この人の前で俯うつむきたくないと思った。

　ルイスだって、偽りでもパートナーであるならば、顔をあげて堂々と笑えって言った。

「私たちは、愛しあっているんです」

　目に浮うかぶ涙は乾かわかないけれど、私は精せい一いつ杯ぱい、笑ってみせた。

　イザベルさんが信じられないと言いたげに目を丸くする。その顔を見たら、自然と胸を張ることができた。ルイスがこれ以上恥はずかしい思いをしなくて済むように、私は笑え顔がおで続けた。

「彼を愛しています。彼も、私を愛してくれています。イザベルさんの知るルイスがどんな人なのかはわからないけれど、私の知っているルイスはすごく優しくて、私が弱すぎてどうにかなるといつも本気でびっくりして、狼狽えて……」

　ルイスの力になることを拒こばんだ人だ。この人だって、ルイスの敵かもしれないのだ。

「常識が違ちがっていて、たまにお互たがいに変な顔をしてしまうし、掌を出してるとはしたないとか言って、その感覚もよくわからないけれど……これはルイスがくれた手袋だから、大事にしたいと思ってる」

　脱がされた白い手袋を拾い上げて、胸に抱だきしめた。

　私がルイスのためにできることは少ない。でもだからこそ、できることを精一杯にやろう。

　ルイスを心から愛しているし、心から愛されていると信じているのだと、彼女に思わせるのだ。

「私がここにいるのは、お互いに離れられないからです。片時も離れたくないって、一いつ緒しよにいたいって、そう思っているから、誓ちかい合ったから」

「まさかあのルイス様が、そんな──」

　イザベルさんは愕がく然ぜんとして紡つむいでいた言葉を、ふつりと切った。

　彼女は立ち上がると、するするとバルコニーに向かい、手すりに足をかけた。その時部屋の扉とびらが開いた。

「イザベル……!?　なぜここに！」

「ルイス様、不ぶ躾しつけな訪問についてはお詫わび致いたします。私は今とても混乱しているので、一度冷静になる時間を取りたいと思います。ですからその人間のことは、後ほどまたお話し致しましょう」

　イザベルさんは窓から飛び降りると変へん化げし、緑竜の姿になって大空へとぐんと舞まい上がった。

　その姿を険しい目つきで見送ったルイスは、やがて私のところへやってきた。

「ごめん、なさい……！　人間だってバレちゃった……！」

「それより、手は痛むか」

　そう言われて初めて、イザベルさんに摑つかまれていた掌に、彼女の手の形の痕あとが赤く残っていることに気づいた。

「大だい丈じよう夫ぶ……イザベルさん、力強すぎ」

「……泣いたのか。何をされた？」

「ルイスを悪く言われたっ！」

　思い返すと悔くやしくて、更さらに涙を流しながら言ったら、ルイスが赤い目を丸くした。

「は？　おまえは一体何を言っているんだ」

「だって！　ルイスは冷たい人だとかなんだとか言って、私とルイスの関係をすごく疑うんだもん！　私を傍そばに置くのは、絶対に何か悪いことを企たくらんでるからだって言うんだもん！」

「悪いかどうかは知らんが、企んでいるのは事実だな」

　けれど、悪あし様に言われて嫌いやな思いをするのは仕方がないだろう。

「おまえはそれになんと返した？」

「ルイスと私は愛しあっているから傍にいるだけです！　企みなんてありません！」

「いいだろう。模も範はん解答だな」

「ルイスもあの人に会ったら、ちゃんとラブラブっぷりをアピールしてよね！」

「おまえを愛していると示すさ。しっかりとな」

　ルイスは指先で私の目元を軽くぬぐう。優やさしい手つきで強すぎたりはしない。ルイスは本当に力加減を習得したらしい。なんだか嬉うれしくて、胸に温かいものが広がるのを感じた。

　身体からだのどこかから、不思議な力が湧いてくる気がした。
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　あと一時間で会議が始まる。デトレフさんが用意してくれた、私がルイスの許いい嫁なずけであるという証明書の最終チェックをすると、ルイスは「できる限りの準備は整っているようだ」と言って深く息を吐ついた。

　私は部屋に他ほかに誰だれもいないのを確認してから、ルイスを笑顔で見上げた。

「頑がん張ばって犯人を捕つかまえようね！　ルイス！」

「ああ、無論だ」

　ルイスは椅い子すに座り、黒い手袋を引き抜ぬいた。

　別に、私にとってはどうってことない仕草のはずなのに、妙みようにどきりとした。ルイスが手袋を脱ぐ時、微び妙みように掌を伏ふせて鱗が現れるところを見せないようにするという、人目を意識した仕草をするせいだと思う。私も、そういう素そ振ぶりをしていることに気づいてしまったから変に意識してしまうのかもしれない。

「そろそろ力を溜ためておこう。イザベルのこともだが、他に何があるかわからんからな」

「うん、わかった」

　また口元をガッと摑まれるんだろうなと思ったけれど、ルイスは絨じゆう毯たんの上に座り込む私に、椅子の上から掌の赤い鱗を差し出すように見せるだけで、それ以上は動かなかった。

「ルイス？」

「エミ……早くしろ」

　ひら、と手を振ふられ、私はおずおずと手を伸のばした。

　確か、一番力が渡わたりやすいのは、ルイスの鱗にキスをしている時、だったよね？

　私は恐おそる恐る、赤い石に唇くちびるを寄せた。

　唇に触ふれたひんやりとした感かん触しよくは、私の熱が移ったのか、それとも力がルイスに戻もどっているせいか、すぐに温かくなる。

　次し第だいに、私の身体もポカポカしてきた気がした。顔が熱いのは、恥ずかしいからか、それともルイスの力が私の身体の中を巡めぐるせいなのだろうか。

「ルイス様、少々失礼致しま──ヒッ！」

「なんだヨアヒム？　何用だ」

　ヨアヒムさんが小さな悲鳴を上げたのは、私がルイスの掌てのひらにキスをしているからだと思う。

　そう思ったら、なんだか恥ずかしくてたまらなくなってきた。

　すぐにルイスの掌を離はなそうとしたけれど、頭を押さえられて離れられない。

「構わないエミ、続けろ」

「ひぃ」

　ヨアヒムさんが続けて悲鳴をあげたけれど、ルイスは気にしていないらしい。

　それどころか、指先が私の頰ほおから顎あごにかけてのラインを滑すべった。

　びくっと肩かたが跳はね上がって、そんな自分に驚おどろいて私はルイスから飛びのいた。

「や、やっぱり、後にしよ……？」

　ルイスの力を移すための行こう為い、私はただの充じゆう電でん器きだってわかってるけど、人前でするのは勘かん弁べんしてほしい！

　ルイスは溜ため息いきを吐いて、私が離れると手を握にぎって鱗うろこが見えないように隠かくした。

「ヨアヒム、おまえのせいでエミと過ごす時間が減るのだが？　用件を手早く話せ」

「ら、来客です、ルイス様……！」

「もうすぐ会議だぞ。追い返せ」

「いらしたのは他でもないイザベル・ダブロフスキー様です。追い返すなどとんでもない！」

　ヨアヒムさんは興奮した面おも持もちで叫さけんだ。

「イザベル様がルイス様を訪ねてくださる日が来ようとは、夢にも思いませんでした。婚こん約やくの話は一度は断られましたが、もう一度申し込めば、案外うまくいくかもしれませんよ！」

「それって許嫁の私の前でする話？」

「わざとだ。理解しろ」

　私とヨアヒムさんが睨にらみあっていると、ルイスは再び深い溜息を吐いた。

「……通せ」

　きっと人間である私が竜りゆうの塔とうに入っていることで何かを言われるに違いない。

　ともかく、一緒にいる理由について変に探さぐられないように、愛しあっているふりをしなくちゃいけない。どんな風にしていたらそれらしく見えるだろうかと、身の置き所に迷っていると、素す手での拳こぶしを目の前に突つきつけられた。

「素手で握れ」

「うん？　拳を？」

「そうではなく……おまえの掌で俺の掌を隠せ」

　手を繫つなげという意味らしい。

　確かに、手を繫ぐのは恋こい人びとらしいし、思いが通じ合っている感じがする！

　言う通りに、私も手て袋ぶくろを脱ぬいで素手になると、ルイスの手を取って、指を絡からめた。所謂いわゆる恋人つなぎにしてみたら、ルイスはちょっと眉まゆを顰ひそめたけれど何も言わなかった。

　ソファに座るルイスの傍に立っていると、イザベルさんが入ってきた。

　そして開口一番に、私とルイスの繫いだ手を見て叫んだ。

「あ、あなたたち!?　人前で何をしているのよ……！」

「へ？」

　イザベルさんが真っ赤になって手袋をした手で顔を覆おおった。

「信じられない……ルイス様！　人間のあなたも、少しは恥はじを知った方がよろしくてよ！」

「イザベルさんは何を言ってるの？」

　手を繫いでいることに、気き恥はずかしいという思いがないわけじゃない。

　でもあくまで、手を繫いでいるだけなのだ。仲のいい女友達となら普ふ通つうにする。

「イザベル、この女は人間だ。竜りゆう族の感覚はわからない」

「つまりルイス様は、それを説明もせず彼女がわからないのをいいことに、そんないかがわしいことをさせているのね……!?」

「いかがわしいことなの!?」

　慌あわててルイスの手を離そうとしたら「おまえが手を離したら俺の鱗が見える」と嫌そうに言いルイスは恋人つなぎを解ほどくのを拒こばんだ。

「エミ、そういうことは、夫ふう婦ふではない男女はしてはいけないのよ」

　イザベルさんが真顔で言う。

　竜族にとって手を繫ぐのは、人間で言うところの、一いつ緒しよのお布ふ団とんで寝ねるような行為ということなの……!?

「ま、前に手を繫いで外を出歩いたじゃん！　あれも!?　いかがわしいの？」

「手袋を着けていた。いかがわしいと言うほどではない」

「なんて破は廉れん恥ちなの！」

　イザベルさんが嘆なげかわしいとばかりに叫んだ。そういえばこの世界に来てから、人間を含め手を繫いで歩いている男女を見たことがない。

　嘆くイザベルさんを見てもルイスは顔色一つ変えずに淡たん々たんと言った。

「仮にも許嫁だ。構うまい」

「い、許嫁ですって……！　その子は人間だわ！」

「それがどうした？　俺たちは愛しあっている。誰も俺たちの仲を裂さくことはできない」

　ルイスの手が私の手の形を確かめるかのように、ぎゅうぎゅうと握った。

　痛くはないけれど、これはかなり恥はずかしい。

　ぞわぞわするものを感じて空いている方の手で腕うでをさする私を見て、イザベルさんが悲鳴じみた声で叫んだ。

「シュテルーン領主ともあろう方が、いけません！　あなたにも弱者を愛めでる慈じ悲ひの心があったことは、喜ばしく思います。ですが、そんなか弱い生き物に心を奪うばわれるだなんて……！　強者で知られるシュテルーンの名が泣きますわ！」

「イザベル、おまえにそんな風に言ってもらえる日が来ようとは思わなかった。嬉うれしいが今は時間がない。お引き取り願えるか？」

「目を覚ましてください、ルイス様。あなたには十分な力があるのですから、そのように心こころ延ばえが変わったことだけ見れば、あなたは今までよりずっと領主としてふさわしい……！　だからこそ、弱点を晒さらしてはいけないはずです！」
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　イザベルさんは私の方を見て言った。

「エミ、ルイス様を愛しているのであれば、聞き分けなさい。他ほかの領ではたまにあることでも、このシュテルーン領では強さこそが何より大事なの。あなたじゃルイス様の傍そばにいられないわ」

　色んな人に言われたから、なんとなく理解している。

　人間を傍に置くというのは、ルイスにとって弱点となるんだろう。

　でも、そんなことがちっぽけに思えるような弱点を、今のルイスは抱かかえている。

　それを隠すためには、たとえイザベルさんに窘たしなめるように言われても聞き分けることなんてできない。

「ルイス様、時間が差し迫せまっております」

　デトレフさんが静かに部屋に入ってきて、時を告げる。

　ルイスは頷うなずくとヨアヒムさんとデトレフさんに命じた。

「ヨアヒム、デトレフ、イザベルを追い出せ。そろそろ出る。準備はいいか、エミ」

「ルイス様！　その子も連れていくおつもり!?」

「その通りだが、イザベル、おまえには関係ないだろう」

　煩うるさそうに言うと、ルイスは手を振ふった。

　難しい顔をしたヨアヒムさんと、苦く笑しようを浮うかべたデトレフさんがイザベルさんを押し出すようにして部屋の外へと案内していった。

　イザベルさんを送り出して戻ってきたヨアヒムさんは、渋じゆう面めんで言った。

「何もかも、イザベル様のおっしゃる通りですよ、ルイス様。俺のような弱竜の言葉を受け入れられずとも、あの方のお言葉はご一考いただけますよね？」

　そう言って、未いまだに繫がったままの私とルイスの手を見て白目を剝むきながら出て行った。

　そんなヨアヒムさんを見送って、デトレフさんは肩を竦すくめた。

「私は相変わらず応おう援えん致いたしますよ、ルイス様、エミ様」

　デトレフさんは私を見やると、「頑がん張ばってくださいね」と微笑ほほえんでくれた。

　こんな人もいるって知ってるから、私は頑張れる。竜族の会議にだって笑え顔がおで出てみせるよ！
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　白離宮の塔と、会議場のある塔は渡わたり廊ろう下かで繫がっていた。そして、その渡り廊下があるという階上に向かう私とルイスの手は、繫がっているままだ。

「素手で手を繫いでるのって竜族から見たらいかがわしいんだよね!?　それなのにこのまま行くの？」

「おまえを愛していると示すと言っただろう」

　私の常識ではそんなに恥ずかしいことじゃない。でも、とんでもないことをしてるっていう目で見られるとわかっていて、手を繫いだままでいるというのはいたたまれない。

　幸い私たちはかなり布地に余よ裕ゆうのある服を着ていて、それぞれ袖そでが長すぎて、並んで歩くと手が隠れている。

　後ろからヨアヒムさんが小さな声で「男はともかく嫁よめ入いり前の女がすることじゃないな。痴ち女じよだな、痴女」と私の精神を削けずりにきてる！

「ルイスは恥ずかしくないの!?　私はともかく、ルイスにとっては破廉恥なんでしょ！」

「さあ……常識的な振る舞まいではないとは知っているが、羞しゆう恥ち心しんはないな」

「どうして!?　イザベルさんなんて顔が真っ赤になってたのに！」

「ああいう羞恥心は日常生活の中で、おそらく親夫婦や親しん戚せき夫婦、あるいは兄弟の許いい嫁なずけとの振る舞いを見て学び、理解していくものなのだろう。俺はそういう日常を送っていないからな」

　俺にはわからない、とルイスは呟つぶやいた。

　そんな風にしゃべる間も、ルイスはどんどんと歩いていく。

「これから歩く橋の上では大人しくしていた方がいいぞ、エミ」

　彼は階段を上り終えて、廊下の突つき当たりから右に続く道を顎あごで示した。そちらを見ようとしたら、突とつ風ぷうが顔面に吹ふきつけて、私は「ふわっ」と変な声を出してしまった。

　お構いなしに歩いていくルイスに引っ張られて続く。そして、私はその廊下の先にある『会議場』を目まの当たりにした。

「……あの吹きさらしの塔とうの屋上が、会議場？」

「ああ、そうだな」

「その塔に続く道って、この石橋しかない？」

「あの塔には一階から上にあがる階段はないから、歩いて行くならばそうなるな」

　今私たちがいる塔から、百メートルぐらい離はなれていると思う。

　そのてっぺんに、人が集まっているのが見えた。

　あれが領地会議に呼ばれた竜りゆう族ぞくの人たちなんだろう。

「……ひい」

　廊下の突き当たりの壁かべは壊こわされたかのように取り払はらわれている。後づけされたように設けられている古びた石橋が、まっすぐ塔に伸のびていた。どういう力学で支えられているのか全くわからない。

　この細く薄うすい石橋は、屋上の下にある部屋に続いているらしい。

　ふと空を見れば、イザベルさんらしき綺き麗れいなエメラルドグリーンの色をした竜が屋上の下にある空いたスペースへと舞い降りた。ヨアヒムさんの竜姿より一回り以上大きい。人間の時の身体からだのサイズは本当に関係ないらしい。

「屋上に降り立つことは許されていない。その下の階に見張りがいてな」

　ルイスが説明をしてくれているけれど、何も頭に入ってこない。

　石橋の幅はばが狭せまい。人が二人並んで歩ける程度だ。しかも左右に落下防ぼう止し柵さく系のものが何もついていなかった。風はびゅうびゅうと音がするほど吹いているのに──。

「こんなに高い場所にあるだなんておかしいよ……」

「大した高さじゃないぞ。竜王が治める竜の都にある塔はもっと高い」

「ルイス、離さないでね？　絶対に手を握にぎっていてね!?」

「素す早ばやい掌てのひら返しだな」

「落ちたら私死んじゃうもん！」

「……まあ、飛べない人間には恐おそろしかろう」

　躊躇ためらいなく歩き出すルイスにくっつくと、後ろのヨアヒムさんがブーイングした。煩いよ！

　デトレフさんは「恐きよう怖ふを食べてくれる可愛かわいい子こ豚ぶた人形を差し上げましょうか？」と私の肩かた越ごしにでろんとした黒と赤が基調の人形を押しつけてくる。親切心は嬉しいけれど、いらないから押さないで！

「きゃっ」

　突風が吹いて、ふらつく私をルイスはいとも簡単に引き留めた。

「これしきの風で飛ばされそうになるのはやめろ」

「……ルイスがいなかったら今ので死んでた」

「俺がいるのだから落とすはずがないだろう。決して死なせはしない」

「ルイスがこれまでで一番頼たのもしく見える……！」

　私たちが渡りきろうとするところへ、黄緑色の竜が思いきり風を巻き上げて降りてきた。風圧のあまり、私の足はほとんど浮いていた。

　黄緑竜め！　いくら温おん厚こうな私だって怒おこるよ、危ないでしょ！

　くるりと回転して石橋に降りた黄緑色の竜は、すぐに人型になった。

「あっ、ルイスのお兄さん」

　見覚えがあると思ったら、彼はちらりと興味なさそうに私を見た後、ルイスを見やりニッと笑った。

「まさか人間をここまで連れてくるとは思わなかったな。おまえが人間の女に入れ込んでいると教えてやっても、おれの言葉を信じないやつもいたのになあ？」

「仕事もせずにそんな根回しをしていたのですね、兄上。無む駄だな時間を過ごしたものだ」

「……ルイスめ、無駄かどうかはこれからわかるさ」

　ルイスを睨にらんで、ついでに私のことも睨むと、お兄さんは先に奥に入っていたお付きらしい人たちと合流していた。下からあがってくる階段はないのに、屋上にあがる階段がある。その階段の左右には二人の男が立っていて、お付きの人が出した書類を改めると、「ゲルティ・ブルド・シュテルーン様、麾き下か二名、ご入場！」と上へ呼びかける。そして、お兄さんとお付きの人たちを階段の奥へ通していた。

「……鬱うつ陶とうしい」

　ルイスが低い声で呟いた直後、上から獣けものの唸うなり声のような轟ごう音おんが響ひびいた。

「ひゃっ、何これっ」

「竜の咆ほう哮こうだ。千里先まで届くことがあるというな。人間はこれを聞いて俺たちの会議の始まりを知るのだろう？」

「え？　そんなこと言われても……よくわかんない……」

　ルイスもすぐに私が異世界人だと思い出したらしくて、そうだった、といった顔をして口を押さえると、誤ご魔ま化かすように階段下にいる人たちに近づいて話しかけた。

「名めい簿ぼを見せよ」

「ルイス様！　妙みような噂うわさを聞いたのですが、真ですか？」

「私はご婚こん約やくされたと伺うかがいました！」

「ぼくは人間の恋こい人びとができたとか聞きましたよ！　こんな信じられないほらを吹くだなんて、よっぽどルイス様の御お力ちからが羨うらやましくて恨うらめしいんですねっ」

　二人はルイスに名簿を渡しながら、こそっと告げ口するみたいに言った。

　ほらを吹いていると思われているのはルイスのお兄さんじゃないだろうか。ほら吹き呼ばわりされるなんて、お兄さん、あんまり好かれていないのかな？

「事実だぞ。なるほど、もう揃そろっているようだな。俺が入れば会議はいつでも始められる」

「ええ、すでに全領地主の方が……って！　ルイス様!?　事実ってどういうことですか！」

「どうもこうも、書類を確かく認にんしろ。この女は俺の許嫁として連れていく」

「にっ、人間の許嫁ぇ!?」

　書類を見て二人が悲鳴をあげた。

「ああ、通るぞ」

「まっ待ってくださいルイス様！　人間なんですよね!?　だったら駄だ目めですって！」

「なぜだ？　許嫁ならば同行させることが可能だという規則になっていたが」

「ですが人間ですよ!?　顰ひん蹙しゆく買いますって！　ヨアヒム様の時とは違ちがうんですよ！」

　小さい竜だったことで色々言われたのかもしれない。ちらりとルイスの後ろにいるヨアヒムさんを窺うかがうと、苦い顔をしていた。

　ルイスが声を張り上げていた男の胸むな倉ぐらを摑つかむと、彼はひっと息を吞のんで黙だまった。

「人間だろうと俺の許嫁だ。侮ぶ辱じよくするな」

　胸の奥が、きゅう、と音を立てた気がした。

　演技だとしても、そんな風に言ってくれるルイスはかっこいい。

　ルイスは袖そでに隠かくれていた方の手をゆっくりとあげていった。私も一いつ緒しよにあげることになる。

　なぜなら私たちは、手を繫つないでいるから。

「ぎゃあっ!?」

　私たちの繫いだ手を見ると、人間がなんだと言っていた男たちが悲鳴をあげてのけぞった。

　片方の人なんて一いつ瞬しゆんで顔を真っ赤にした。

　うわあああああもう！　ホントにこれって！　どんな意味がある行こう為いなんだろうね!?

　私たちが階段をあがっていくと、後ろから「自分の見たものが信じられない！」と叫さけぶ声が聞こえてきた。純じゆん粋すいに手を繫いでいるだけのつもりの私はこの反応が信じられないよ！

　上にあがると、そこに居並ぶ人たちも呻うめき声をあげて私たちを迎むかえた。

　円形の大きな広場を囲うように、段々の座席が積み重なっている。人は疎まばらで、数人が固まり、最前列に座っている。

「聞こえていましたぞ……人間の女を許いい嫁なずけにするなど、どういうおつもりですかな？」

　入って正面の一番手前の席に、薄うす緑みどり色いろの髭ひげのおじいさんが座っていた。

　とても長い髭はサンタクロースみたいなのに、その目つきは鋭するどくて痛い。

　威い厳げんのあるおじいさんを前にしても、ルイスは堂々とした態度で応こたえた。

「どんな女を許嫁にしようと俺の勝手だろう」

「あなたは我らの土地を治めるシュテルーンの名を背負っているのですぞ？　勝手をなさりたいならその地位を降りてからにすればよろしいでしょう」

　ルイスが頑がん張ばって守っている地位から、降りろというおじいさん。

　ルイスに厳しい視線と野次が降り注いだ。一緒に「人間飛び降りろ」とか罵ののしられたけれど、私のことなんてどうでもいい。

　見上げたルイスの横顔には平静な笑えみが浮うかんでいるように見えた。

「力ある者がその座に就つく。そういう伝統ではなかったか？」

「そうではあるが、人間にうつつを抜ぬかす竜りゆうが強いとは思えんのですが……」

「竜族の強い女を手に入れるだけの力がないということではないかな？」

　おじいさんの言葉に、その横にいたお兄さんが揶や揄ゆするように応えて嘲ちよう笑しようがあがる。

　私はムッとして笑っている人たちをバッバッと見やった。ルイスを笑うだなんて私が許さないんだから。その顔を覚えておいてやる！

　それにしても、なんでデトレフさんも笑っているのかな？　睨んだらヒラヒラと手を振ふられた。緊きん張ちよう感かんのない！

　ヨアヒムさんは歯を食いしばって天を仰あおいでいる。うう、今だけはヨアヒムさんと同じ気持ちだよ……！

「力を示せばいい。そうだろう？」

　狼狽うろたえる私やヨアヒムさんとは違い、ルイスはただ、静かにお兄さんに言った。

　そして、周囲に居並ぶ人々を鋭い眼まな差ざしで見み据すえた。

「お歴々方、その目で確かめればよかろう。俺に力があるか、そうでないかをな」

　ルイスがそっと私の手を離はなそうとした。変へん化げするつもりだろう。その瞬しゆん間かん、私の身体からだの中にある力が掌てのひらからルイスの掌しよう中ちゆうの宝石へ、するりと流れていく感覚が鮮せん明めいにわかり、思わずルイスの手を摑み直した。

「エミ？　どうした」

　どうしたんだろう。今、自分の中にある力の流れが、これまで以上にはっきりとわかった。

　私はルイスの力になりたい、と思っている。

　侮あなどられてる、バカにされてる、鼻で笑われてる、ルイスのために。

　こんなに辛つらいことはないのに、ルイスの力を持っているのは私だから離れられないのだ。

　だったら、もっともっと力になりたい。

　そんなことを思っていたら──力の流れを、摑むことができた気がする。

「持って行って……ルイス」

「エミ、おまえ……？」

　ルイスが操あやつれるのは私の中にある、ルイス自身の力だけみたいだ。

　それなら私は、私が吸い込んじゃった光精の分をどうにか操って、それも全部ルイスにあげたい。血管にも似た、私の身体中に巡めぐる細くて長い道のようなところを、輝かがやくものが流れている。ルイスたち竜族と違って、これは私の栄養にも力にもならない。

[image: ]

　だけどルイスの役に立つものなんだよね？　そう思ったら愛いとおしくて、私の中に流れる光精にありがとうって言いたくなる。

（お願いだから、ルイスを助けてあげて）

　囁ささやきかけたら、熱い光が応えてくれた気がした。

　私の手からルイスの鱗うろこへと力が流れ込んでいくのがわかった。ルイスも感じたのだろう。

　すでに変化を始めて硬こう質しつなものに変わりつつある頰ほおが、引きつりながらも笑みの形になる。

「よくやった、エミ。……兄上よ、見るといい。俺の許嫁は、献けん身しん的で優ゆう秀しゆうだろう？」

　ルイスは会議場を見み渡わたした。その間にも、私の手やそれ以外の場所、肩かたや腕うでから溢あふれるように吸い込んでいた光精が飛び出して、ルイスに惹ひかれ彼の肌はだに触ふれると溶とけていった。

　ルイスはゆっくり、ゆっくりと変化していった。

　まるでオセロの盤ばん面めんが変わっていくみたいに、ルイスの肌がパチパチパチと赤い鱗に変わっていき、大きく伸のびて、伸びて、伸び上がる。

『羨ましかろう……俺はかつてない強さを手に入れた！』

　ルイスの手は鋭い爪つめを持った竜のものになる前に、私の手から離れていった。

　完全に赤い輝く鱗を持った竜になっても、ルイスはまだまだ大きくなる。

　もうすでに、ルイスのお兄さんが竜だった時の大きさも、イザベルさんが竜だった時の大きさも超こえていた。

　でも、私は恐こわいとは思わなかった。ただ綺き麗れいだと思った。その瞬間、更さらにポンポン、と私から溢れた光精がルイスのもとへ惹かれるように飛んでいき、その鱗に吸い込まれた。

「おお、本当に、前回の大きさを超えおった……おい誰だれか！　ルイス様のお身体を測定しろ！」

　おじいさんが慌あわてた様子で席を立って、近くにいる人に指示を飛ばした。

　ルイスは私の住んでいた家よりずっと大きくなっていた。確かルイスの竜になった時の大きさは五メートルぐらいだとデトレフさんが言っていたはずなのに、今の全長は、七メートルとか八メートルとかを余よ裕ゆうで超えてしまっていると思う。

『ああ……こんなにいい気分は初めてだ』

　竜の姿をしているから表情はわからないし、顔は高いところにあるから見づらいけれど、なんとなく恍こう惚こつとした声のように聞こえた。

「ルイス？　どうし──」

　気にかかって声をかけようとしたら、ルイスが咆ほう哮こうした。

　荘そう厳ごんな鐘かねの音のようなそれは言葉にならない、竜の喉のどから響ひびく叫びだった。

「ふぁっ！」

　風圧みたいなものまであって、ルイスの傍そばにいた私は吹ふき飛んだ。すぐ近くにいたヨアヒムさんが助けてくれたみたいだ。

「ヨアヒムさん……ありが」

「反射的に手が出ただけだから礼はいらない」

　ヨアヒムさんは渋じゆう面めんで私の言葉を遮さえぎった。素す直なおに感謝ぐらいさせて欲しい！

　こういう時真っ先に助けてくれそうなデトレフさんはどうしたんだろうと思って見たら、凍こおりついたような顔をして、固まっていた。

　ルイスの身体を測定しようとしていた人たちも吹き飛ばされたみたいに転がっていた。

　その人たちも、怯おびえた目をしてルイスを見上げている。

　周りの席に座る人たちもだ。どうしてそんな顔をしているのかわからなくてヨアヒムさんの方を見やったら「力の強い竜ほど、より強大な竜の力の影えい響きようを受ける」と小さな声で言った。

　つまり、ヨアヒムさんは弱い竜だから……考えたところでヨアヒムさんにアイアンクローをかけられた。ごめんなさい！

　少し離れた場所から見上げるルイスの赤い目は、とろんと濁にごったような色になっているのがわかった。その目は、お兄さんの方に向いた。お兄さんは今にも座席から滑すべり落ちそうな恰かつ好こうをしたまま、「ヒッ」と悲鳴をあげた。

「ルイス様！　どうかお気持ちを鎮しずめてくだされ！　先のじじいめの暴言にお怒いかりでしたら、どうかそのお怒りをじじいめにぶつけてくだされ！」

『……怒りなどはない。ただこの湧わき上がる力をどうしてくれようか』

　ルイスは鋭い爪を持った大きな手を振りあげると、お兄さんの座席の前に振り下ろした。

『兄上、あなたはこれまで随ずい分ぶんと俺の邪じや魔まをしてきてくれたが、生まれてから一度でもあなたが俺より強い力を得ていたことがあったかな？　どうして強者相手にそこまで驕おごり高ぶれるのだ？』

　顔を近づけられて凄すごまれると、お兄さんは恐きよう怖ふのせいかガクッと気絶してしまった。

「ゲルティ様が気に食わんお気持ちはようわかります！　そこそこ力があるだけで頭は空っぽですからな！　わしとて張り倒たおしたいと思うことは山ほどありますぞ！　ですがお父上に教育を任されているので、そこをぐっと我が慢まんしておるのです！」

『力を持つ者が王。それが竜族の掟おきて。力を持つ者がなすことは全すべて正しい。そうは思わないか？』

「んまあ、それはそうではあるのですがね！」

『これだけの力があれば、俺は竜王となることができる……邪魔する者などいなくなる』

　ルイスは気絶したお兄さんをじっと見据えているみたいだった。

「その力を気ままに振るえば、暴竜と呼ばれた五代目竜王様の二の舞まいですぞ！」

　おじいさんはルイスの周りでピコピコしていたかと思うと、私の方をくわっと睨にらんだ。

「おいそこの人間の娘むすめ！　貴様、〝竜りゆう鎮しずめ〟じゃろう！　ルイス様のお力を引き出した責任を取って、ルイス様のお気持ちを鎮めよ！」

　私は戸と惑まどいながらも、おじいさんの言葉にうんと頷うなずいた。

　力が急に強くなって、ハイになっちゃったのかな？　私のせいでお兄さんと喧けん嘩かしてしまうだなんて嫌いやだった。そんなことのためにルイスの力になりたいと思ったわけじゃない。

「ルイス、どうしたの？　みんな、なんだか怯えてるよ」

『強者を前に平へい伏ふくすべき者が頭こうべを垂れているだけだ』

「だけど……ね、もう戻もどろう？」

　竜の姿になる必要があるのは入場する時だけのはずだ。だから、もうルイスは人の姿に戻っていいのだと思う。会場にいる他ほかの人たちはみんな人の形なのだ。

　ルイスに力を渡わたした時の要領で、返してもらおうとした。願うだけで、ルイスの身体に溶けていた光精がポポポンと飛び出してきて私に戻ってくる。それを見て、ルイスが声を荒あららげた。

『エミ！　俺から力を奪うばう気か!?』

「そうじゃないよ！　そうじゃなくて……！」

　ルイスの顔がぐっと迫せまってくる。目の前に巨きよ大だいな竜の顔が近づいた。その口は私をひと吞のみにできそうなほど大きかったけれど、いつもと同じ色をしたルイスの赤い目を見たら、やはり全然恐くなかった。

　そっと手を伸ばして、ルイスの鱗に触れると、その感かん触しよくはいつも掌てのひらにあるものと同じだった。

「早く人の姿に戻って、会議を終わらせてよ。そうしないと、こんな寒いところにいたら私、凍こごえちゃうよ……？」

　ルイスの鼻先をそっと撫なでながら、笑って言う。

　すると、ルイスがびくりと震ふるえた。

『凍とう死しするか』

「するかもしれない」

　くすくすと笑いながら答えたから、冗じよう談だんだとわかってもよさそうだけどな。

　まるで真に受けたみたいな反応をして、ルイスはするすると人の姿に戻っていった。

「寒いのか、エミ？」

「うん、風が強いし、高いところだしね」

　落ち着いた顔をしたルイスが手て袋ぶくろを嵌はめながら「こちらへ来い」と言って呼び寄せる。言われるがままに近づいたら、その腕の中に抱だき寄せられて、小さく悲鳴をあげてしまった。

「これなら少しは風が遮られるだろう。……それに俺が温めてやれる」

　私の中にあるルイスの力が、ゆるりと動きだすのを感じた。

　つまり、ルイスの力を操あやつって、私の体温をあげてくれてるってことだよね？

　そうならそうと言ってくれないと……まるでルイスの体温で温めてくれるみたいな言い方はやめて欲しい。今、ほとんどそんな状態ではあるけれど……。

「騒さわがせたな、みんな。早さつ速そく議題の論議に入りたい」

　気を取り直したルイスが、顔をあげて言った。

　竜族の人たちは、私をちらと見た後、目配せしあっていた。どうも私の存在は無視することにしたみたいだ。罵ば声せいを浴びせられたり睨みつけられたりするよりずっと楽で、ホッとした。

　ルイスたちが話していたのは竜族の少子化と、その対策についてだった。

　竜脈からくみ上げられる竜気が年々薄うすまってきているらしい。竜族は、人間と違ちがって竜気がないと生きていけないのに──そのせいで子供の数も減っているという。

「人間しかいない土地に分け与あたえる竜気を減らすべきだと俺は考える」

「ですがルイス様、そんなことをすれば、その土地は災害に見舞われ、荒あれるでしょう。人間を愛するあなたの心は痛まないのですか？」

「エミ以外の人間のことなどどうでもよい」

　ルイスはぴしゃりと言う。納なつ得とくいかない様子で唸うなった人の顔は、なんとなくデトレフさんに似ていた。ご家族なんだろうか？　人間に優やさしい一族なのかもしれない。

　その後に出てきた意見は、みんなルイスに賛成していた。

　ルイスが人間の味方をしなかったと、露ろ骨こつに安心する人がほとんどだった。

　その間もずっとルイスの腕うでの中にいた私は身の置き所がなかった。

「また竜族でありながら力が弱いゆえに土地に力を与えられず、無む償しようの手助けを求めてくる領地についてだが」

「ルイス様、そういった者たちはそもそも竜族と呼ばれるべきでしょうか？」

　あがった意見に追従するように、会場から失しつ笑しようがあがる。握にぎりしめた拳こぶしを見て、ヨアヒムさんが侮ぶ辱じよくされたのだと私も気づいた。

　この人は失礼な人だけど、悪い人じゃない。それにルイスの指示でキビキビ動いて、とても優ゆう秀しゆうそうに見えたのに、こんなことを言われるだなんて。

「その線引きをするとしたら、竜王の裁可が必要だな。いちシュテルーン領主の俺だけでは決められん」

　ルイスはヨアヒムさんのために怒おこったりせず、やんわりと言った。

　議会の進行をしているルイスが片方に肩かた入いれしないのはいいことだと思うけれど、なんとももどかしい。

「ルイス様が竜王陛下になられた暁あかつきには弱竜ともども人間も──」

「おい、やめておけ」

　誰だれかがまたヨアヒムさんの背中が丸くなるようなことを言いさしたけれど、隣となりにいた人に肘ひじ鉄てつされて黙だまり込んだ。

　隣の人は私のことを見ていたみたい。どうしたんだろうと思って見つめ返したけれど、思いきり顔を背そむけられている。じっと見つめても全然こちらを見てくれない。

「俺が言いたいのは、無償でというのが気に食わんということだ。ヨアヒムを傍そばにおいて確かく認にんしたが、竜族としての力は弱くとも無能ではない。相応の仕事と引き換かえにせよ」

「ルイス様……！」

　ヨアヒムさんが打ってかわって嬉うれしそうな顔をしてルイスを見つめた。

　ヨアヒムさんの頑がん張ばりが認められたということだよね。よかったね、ヨアヒムさん！

「これまで無償で与えられていたものに労働を求められれば、反はん抗こうする者も出てくるかもしれませんが……」

「仮にも竜族だ。弱くとも矜きよう持じがあるだろう？　それすら失うのならばただの恥はじさらしだ。生きている価値などあるか？」

　ルイスのその言葉には、ひやりとするものがあった。

　なんとなくイザベルさんの言葉を思い出した。

　ルイスは心無い計画を立てているに違いないとイザベルさんは考えているみたいだった。弱い竜や人間の存在を否定しているって。

　今のルイスの言葉は、ヨアヒムさんのことを肯こう定ていはしている。働かざるもの食うべからずっていうののちょっと冷たい言い方じゃないかなと思う。

　ぶるりと身体からだを震わせたことに気づくと、ルイスは優しく私に力を通して、温めてくれた。







　数度の休きゆう憩けいをはさみながらも、会議は一日で終しゆう了りようした。長引かなくてよかった。

　翌日、私たちは宛あてがわれた部屋で塔とうを出る準備をしていた。とはいえ、私とルイスがするべきことは着き替がえくらいで、身み支じ度たくを終えると手て持もち無ぶ沙さ汰ただった。

「ルイス……人間の土地に、竜気を分けてあげないとどうなるの？」

「エミ？　……気になるのか」

「あの、私が出る幕じゃないっていうのはわかっているんだけど、ね」

　聞いてしまった以上は、気になってしまう。

　異世界の人間には関係ないと言われるかな？　と思ったけれど、ルイスは教えてくれた。

「ある場所では夏は暑く、時には日照りになり、ある場所では冬は寒く、大雪が降る」

「……うん？」

「台風が巻き起こり強風が作物を吹ふき飛ばしたり、洪こう水ずいが起きて家か畜ちくを押し流すこともある」

「ええと、治水とかはしてるのかな？　あの、ダムを造ったり、それでも？」

「ちすい？　だむ？」

　ルイスは首を傾かしげながら、「こうした自然災害に襲おそわれることになる」と締しめくくった。

「俺たち竜族は荒れた土地でも生きていける程度には丈じよう夫ぶだが、竜気を補給しないとそもそも生きられない。人間は荒れた土地ではすぐに死ぬが、竜気がなくとも生きていける」

　矛む盾じゆんしているな、と呟つぶやくと、ルイスは私を見やった。

「人間の土地を選別し、竜気を分け与えるなと言う俺を残ざん酷こくだと思うか？」

「うーん？　あの、夏に暑くなったり、冬に寒くなるのは普ふ通つうかなって思ったんだけど……」

「普通？」

「あっでも、夏は四十度を超こえちゃったり、冬はマイナス四十度を超えちゃったりするのかな？」

　荒れるという程度がよくわからなくて首を傾げた私を見て、ルイスが目を丸くした。

「そういえば……おまえの世界には竜りゆう族ぞくがいないのだったな。それでは災害はどうしているんだ？　人間は自力で竜気を操る方法を取得したのか？」

「ええと、たぶん取得してないから、自然災害は起きるよ？」

「今以上に寒い季節がきたらおまえは凍死してしまうだろう」

　どの程度寒くなるのかは知らないけれど、極ごつ寒かんと呼ばれる地域でだって、人間は意外と生きられるものだ。

「温かい服をたくさん着て、あったかいご飯を食べて、ストーブを点つけるから平気だよ」

「……おまえは恐おそろしい世界で生きていたんだな」

　ルイスは啞あ然ぜんとして言った。

　この世界はもしかしたらすごく恵めぐまれた世界なのかもしれないと思った。

　竜族が、流れる竜気を操って、気温を調節したり、天候が荒れたりしないようにしてくれているみたいだ。

「すごいね、竜族って。神様みたいだね！」

「……どうだろうな。確かに力はあるが、この力は無限ではない。だから俺たちはすべての人間を最適な環かん境きよう下で養うことはできない」

「意外と人間は頑張れば生きられるし、大だい丈じよう夫ぶだよきっと！」

「おまえが言うとどうも信しん憑ぴよう性せいに欠ける」

　すぐに体調を崩くずすもんね！　ごめんね!!

　竜の塔から出ると無む暗やみに視線を集め、どうしてだろうと思っていると、近くを通り過ぎた人が「人間の……」と呟いたから理由がわかった。

　私が、ルイスの許いい嫁なずけが人間だって、町の人にまで広まってしまったんだ。

「どうしよう、ルイス……？」

「おまえの有用性は領地会議出席者なら知っている。あの者たちが理解している以上、俺の評判に大した傷はつかないだろう」

　ルイスは微笑ほほえむと、私の頰ほおをそっと撫なでた。

「改めて言うが、よくやった。おまえにあんなことができるとは思わなかったぞ」

「私も……できるだなんて思わなかったよ」

　ただし、できるのは出したり引っ込めたりするだけだ。

　ルイスのように自在に操あやつることはできない。

「私も身体をポカポカ暖かくしたり、お風ふ呂ろ上がりに冷たくしたりできたらいいのに」

「竜化までできてしまえば、もはや竜族だな」

　できればいいのにな、と思った。なんとなく、ルイスと同じように竜になってみたかった。

「ルイス様、エミ様、お車のご用意ができました」

「ご苦労デトレフ……どうした、顔色が悪いぞ？」

　デトレフさんは苦い顔つきをすると「お伝えするか迷ったのですが」と言った。

「お気をつけください。ヨアヒム殿どのが何かを企たくらんでいるようなのです」

「ヨアヒムがか」

「お傍に控ひかえもせず外に出て、頻ひん繁ぱんに誰かと会っているようです」

　ルイスが険しい顔になる。それってもしかして、ルイスの力を奪うばった事件絡がらみなのだろうか。

　会議場にて、ルイスに対して嫌いやみを言ったりしていた人の顔をじっと見つめたりしてみたけれど、誰がルイスの竜化に一番驚おどろいていたかはわからない。だって、私のせいで誰もかれも驚いていたんだもん……デトレフさんだって真っ青になっていた。

「誰と会っているのか探さぐれ」

「かしこまりました……それでは失礼致いたします」

　一礼すると、デトレフさんは心なしか肩かたを落として歩いていった。

　同どう僚りようを探るようなことをするだなんて、きっと嫌なんだと思う。

「あっ、デトレフさんのお人形が落ちてる」

「おい……拾うのか……」

　一目でデトレフさん製作だとわかる人形が言いしれないオーラを放っていたから拾ったら、ルイスは嫌そうに顔を顰しかめた。

「渡わたしてあげないと。大事にしていたみたいだし」

　それは闇やみの波動を感じる漆しつ黒こくのさるぼぼ人形だった。山やま猫ねこシリーズだろうか？　何をモチーフにしているのかを気にしなければ、形はとても可愛かわいらしい。

「あいつは妙みようなものを作るのが玉に瑕きずだ」

　嫌そうに言うとルイスは車に乗り込んだ。手を伸のばすと、中から身を乗り出して手を取って引っ張り上げてくれた。竜りゆう落のおとし子ご車は、揺ゆれないから乗り心ごこ地ちはいいけれど、乗り降りが大変で困る。

「ヨアヒムさんも、変なことしているわけじゃないと思うよ？」

「何を理由にそう思う？」

「だっていい人じゃない。失礼だけど！」

「いい人か。さてな……先の会議で何か気づいたことはあるか？」

　ルイスに話題を変えられて、まごつきながらもそれに答えた。

「あまり……ルイスが変へん化げする時、みんな驚いてた」

「そうだな。あの時、あの場にいた人間は全員疑え」

「全員!?」

　それって、ヨアヒムさんもデトレフさんもってこと？

　あのお兄さんもおじいさんも、とにかく全員ってことみたい。

　信じられる味方が本当に少なすぎて、ルイスのために泣きたくなった。
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　領地会議の場で犯人がルイスの力を確かく認にんしたと想定し、犯人を待ち受ける場としてルイスが選んだのは、直ちよつ轄かつ領にある人間の町スタブの北西部郊こう外がいにあるルイスの屋や敷しきだった。

　竜の町シュテルーンにもルイスの家はあるそうだけれど、そちらは選ばれなかった。

　竜族がたくさんいる場所だと、私が人間だということで騒がしいし、竜族がご機き嫌げん伺うかがいで訪問してくることも多くなり、誰だれがどんな目的で近づいてくるのかの見み極きわめが難しくなる。

　そこで私たちは婚こん約やくの儀ぎを挙げた、スタブ近くの屋敷に滞たい在ざいすることになった。ここなら竜族は滅めつ多たに訪おとずれないそうだ。

　屋敷は遠くに町が望める丘おかの上にあった。徒歩でここに来るのは大変だと思う。段差や坂の気にならない竜落子車に乗っていたから、その道中はとても快適だった。

　大きな灰色の石造りの建物の前で車から降りた私は、ふわあと景色に感動してしまった。

「あ、デトレフさん！」

　私たちの乗る竜落子車の後ろについてきていたたくさんの荷馬車から、荷物の運び出しを指示していたデトレフさんを見つけ、私は駆かけ寄っていった。

「エミ様、どうされたのですか？」

「これを落としていましたよ」

「あっ、これは私の山犬くんですね！　わざわざありがとうございます。エミ様に拾っていただけてよかった。ルイス様に拾われていたら捨てられていたでしょうね」

　嬉うれしそうに受け取ってくれたから、拾ったかいがあるというものだ。

「エミ様はやはり、お優やさしい……」

「そんなことは」

「いいえ、お優しいですよ。あなたには末永くルイス様と共にあって欲しい。ルイス様にどんな目的があろうとも、あなたのような方といれば、きっといつかお心の氷も解けるでしょうから……」

　デトレフさんはそう言って、山犬くんを撫でながら優しい目をして私を見た。

　そんな目で見られてしまったら、罪悪感に襲おそわれた。

　私とルイスは偽いつわりの恋こい人びとで、許嫁だ。いつまでも一いつ緒しよにはいられない。

　犯人を見つけるか、身体からだから力を取り除く薬を手に入れたら、私はすぐにでもルイスに力を返して元の世界に帰るつもりなのだ。

「……私がいなくても、ルイスは優しい人だと思いますよ」

「本当にそう思われているのですか？」

　デトレフさんは苦く笑しようした。

「会議場での議論がありましたでしょう。ヨアヒム殿の例をあげて、弱じやく竜りゆうの救済に対価の労働を求めるようにというルイス様のご意見」

「あ、はい……ヨアヒムさんが喜んでいましたよねっ」

「──ヨアヒム殿は根がまっすぐな方ですからルイス様のお言葉をそのまま吞のんだのでしょう。ですがね、エミ様。あれは弱竜の抵てい抗こうや反乱を誘ゆう発はつするための罠わななのですよ」

「わな？」

「ええ、罠です。元よりルイス様は無む駄だを削そぎ落とすためならばなんでもすると公言されていらっしゃる。弱竜や、弱竜と呼ばれる者を抱かかえる家族は必死の抵抗を見せるでしょう。その抵抗を大義名分にして、ルイス様は粛しゆく清せいをするおつもりです」

　デトレフさんは苦笑を深めて「いわんや人間をや」と呟つぶやいた。

「あの方の効率的な処断から逃のがれることはできないでしょう。確かに分母が減れば、それだけ他ほかの竜族に回せる竜気の量は増えるのですけれどね」

　ルイスがそんなひどいことを考えてるはずがない、と思った。

　でも、ルイスのお兄さんも、イザベルさんも、ルイスに対して同じような印象を持っていた。

　会議場での、ルイスの冷ややかな顔つきと言葉を思い出したら、首の後ろがひやっとした。

「でも、ヨアヒムさんのことは……？」

「ルイス様はお言葉通り、竜族の力が満足に使えなくとも、他のことで能力があるのであれば存在を許していく方針を取ることに決めたようです。てっきり十じつ把ぱ一ひと絡からげに処分されるとばかり思っていましたから、ヨアヒム殿どののことは本当によかった……」

　デトレフさんは目を伏ふせて、安あん堵どの息を吐ついた。

「たぶん、エミ様の存在があるからこそ、ルイス様は変わりつつあるのだと思います」

　だからお礼を申し上げます、とデトレフさんは頭を下げた。

「デトレフさんはヨアヒムさんのことが大事すぎて、不安になってしまってるだけですよ」

「はは……そうなのですかね？　まあ、大事な友人ではありますが」

「そうですよ。ルイスは元々、優しい人ですよ」

　ただ力の加減がわからないだけなんじゃないかと思う。

　初めに私の腕うでに青あお痣あざを作っていた時みたいに。

　力加減さえ習得してしまえば、彼は優しく私の頰ほおを撫なでることだってできるのだ。

　……竜の塔とうで、大きな掌てのひらに撫でられた時のことを思い出したら、胸の奥でとくんと温かな音がした。
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　初めの数日はほとんど部屋に閉じこもっていたけれど、デトレフさんが「人間が健康を保つためには、適度な運動が必要なようです」と言ったから、ルイスは私を庭に連れ出してくれるようになった。

　庭には見たこともない花が咲さき乱れていた。あまり花に詳くわしくないから、それが異世界にしか咲いていない花なのかどうかはわからなかった。

　ただ、一つだけ異世界にしかない花だろうなとわかるものがあった。私の手の甲こうからふよんと出てきた光精がその白い花にくっついたのだ。どうも光精が好きな花らしい。光精のいない私の世界には、この花もないだろう。

「可愛かわいい花だね」

「シュリフのことか？」

「そう、この白い花！　光精が好きみたい」

　私が指さすと、また指先から光精がふよんと出てきて、白い花畑に懐なついた。

「ああ、よく光精を捕つかまえる時の罠に利用する」

「へえ、どうしてこの花が好きなんだろう？」

「それは光精に直接聞かなくてはわからんな──何用だ」

　ルイスが振ふり返ると、そこには屋敷の使用人がいた。彼は頭こうべを垂れながら「御ご来客です」と言った。

「来たな」

　ルイスは呟くと、私を置いて行きそうな勢いで歩いていった。慌あわててその後に続く。

「あの、ルイス？　約束があったの？」

「違ちがう」

　そう言いながら、ルイスは待ち構えていたとばかりに動き出した。庭から屋敷の中に入り、廊ろう下かを歩いていく。玄げん関かんホールに待っていたお客さんは、私も知っている人だった。

「イザベル・ダブロフスキー。ようこそ我が屋敷へ。おまえがここへ来ることがあろうとは思わなかったな」

「あなたの個人邸ていに伺って、妙みような噂うわさが立っては困ると思っていましたから」

　二人は挨あい拶さつもそこそこに、ポンポンと言葉を交かわしていた。

　仲がよさそうな姿に、胸の奥にちくりと痛みが走る。

「竜王選に向けての活動もせずに、お屋敷に閉じこもっているだなんて、あなたらしくないことですね」

「おまえが来るのを待っていた、と言ったら？」

「あら、ヨアヒムは私が訪ねることをあなたに伝えていないと言っていましたけれど」

「ヨアヒムが？」

　ルイスは不ふ審しんそうな顔つきになって、部屋の隅すみにいたヨアヒムさんを見た。

　ヨアヒムさんはなぜか堂々と、胸を張って立っていた。心なしか嬉しそうに見える。

「ルイス様、これは真しん剣けんなお話ですので心して聞いてください。私、イザベル・ダブロフスキーはあなたに婚こん約やくを申し込みます。お父様にも話は通してきました」

　ルイスは息を吞むほど驚おどろいていた。私の身体は痺しびれたように動かなくなった。

「婚約……一度断ったお前が、なぜ？」

「ルイス様ほどの力をお持ちの優すぐれた竜族が、これ以上人間の娘むすめに溺おぼれていくのを見るのはしのびないと思ったのです。それに、エミのようなか弱い生き物を慈いつくしむことができるんですもの。そんなあなたとなら、私も結婚できます」

　ヨアヒムさんがどや顔をして私を見やった。最近姿を見ないなと思ったけれど、イザベルさんとの婚約話をまとめていたんだろう。

　いつもならこんにゃろう、ぐらいな気持ちで睨にらみ返すけど、なぜかそんな風にできなかった。

　胸が嫌いやな感じでドキドキと音を立てて、冷や汗あせが出てくるのを感じた。

　どうしてだろう、嬉うれしくない。

　ルイスが嬉しそうな顔をしているのが、すごくすごく嬉しくない。

「まさかそちらから申し込みがあるとは思わなかった。つまり、ダブロフスキー家は俺の後ろ盾だてになる気があるということか」

「相変わらず……あなたには私の後ろにあるものが目当てだと、隠かくす気がないのですね。仕方のないことでしょう。あなたが愛しているのはエミですものね」

　ルイスが虚きよを突つかれたような顔をした。

「ああ……そうだが、それを知っていておまえはここへ来たんだろう」

「ええ、人間との結婚だけはやめていただきたくて」

「阻そ止しするために、おまえが俺と結婚するというのか」

「あなたたちの愛の邪じや魔まはしません。ただ、あなたには竜族の長おさとしての役目を果たしていただきます。そして万が一、あなたがエミ可愛さのあまり竜族を裏切るようなまねをするのなら、その時は私が止めます」

　ルイスはイザベルさんの言葉を聞くと、機き嫌げんよさそうに目を細めた。

　イザベルさんとの婚約は、元々ルイスが望んだことだ。

　敵が多いというルイスにとって、きっと喉のどから手が出るほど欲しい後ろ盾なのだと思う。

「まずは話し合いましょう、ルイス様。中へ入ってもいいでしょうか？」

「構わない。あちらへ」

　これから婚約の話をしようというルイスとイザベルさんに対して、現許いい嫁なずけの私はどうするべきなの？　身の置き所に戸と惑まどっていると、ルイスが私を呼んだ。

「何をしている、エミも来い」

「……ルイス様？　あの、これからどんな話をするかわかっていらっしゃる？　そこにエミを同席させるというのですか？」

「ああ……そのつもりだが」

　イザベルさんはルイスをしらっとした目で見つめた。

　ルイスにとっていい話がなくなってしまいそうで、私は慌てて近づいていった。

「ルイス、私がいたら、まとまるものもまとまらないよ！」

「そうですよ、ルイス様！　こんないい縁えん談だんを反ほ故ごにされる気ですか!?」

　私とヨアヒムさんがコソコソと言い募つのるけれど、ルイスは苦い顔をして言った。

「しかし、エミと離はなれるのは嫌だ。エミ、おまえだって嫌だろう？」

「そ、それはそうだけど……！」

　横からヨアヒムさんがもっと強く拒きよ否ひしろ、とものすごく睨んでくる！

　本当なら私は縁談を反故にしたい立場の人なんだからね!?　そんな目で見られるのは心外だ。

「はあ……構いません。ただ、エミには辛つらい話になると思いますけれど」

　イザベルさんが折れて、ヨアヒムさんが悔くやしげに私を睨みながら引き下がる。

　ごめんなさいという意味を込めて頭を下げたら、イザベルさんは優やさしい苦く笑しようを浮うかべていた。

　部屋を移ると、イザベルさんとルイスは難しい話をしていた。婚約についての話、というよりは、家同士の利益と不利益の話で、恋れん愛あい感情なんてどこにも見当たらなかった。それでも、確かに現許嫁である私には辛い話、と言ったイザベルさんの言葉の意味はわかった。

　ルイスが求める権力や利権、利益になるものを、私は何も持っていないと思い知らされる話し合いだった。

「……エミ、どうしたんだ、疲つかれたのか？」

「え？」

　気づいたら俯うつむいてしまっていたみたいで、ルイスにそっと声をかけられた。

　慌てて顔を上げると、ルイスの顔がすぐ近くにあって、心配そうに私の顔を覗のぞき込んでいた。

　その手が私の熱を測るかのように、頰ほおを滑すべる。くすぐったくて身をよじったけれど、ルイスはやめずに私の頰骨の辺りを親指でなぞっていた。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ、元気だよ？」

「そうは見えないが……」

「大丈夫だもん……くすぐったいってば」

　ルイスが手を離してくれないから笑えて来てしまって、くすくすと笑っていたら、控ひかえめに声をかけられた。

「……あの、お二人とも、私がいることを覚えていらして？」

「ああ、覚えているが？」

「ひゃっ」

　イザベルさんの言葉にルイスはこともなげに答えたけれど、私はちょっと忘れかけていた。

　またごめんなさいという気持ちを込めて見つめると、イザベルさんは悟さとったような笑みを浮かべて首を振った。

「いいのよ、エミ……わかっていて、私はここに来たんだもの」

　そう言いはしたものの、イザベルさんは遠い目をしていた。

　前向きに婚約をしようとしている女性の前で、他ほかの女である私とひっついているルイス。本当にこの婚約を成立させようという気があるんだろうか。

「あの、私、本当に同席していて大丈夫？」

「何か問題が？」

「何もありませんわね」

　そう答えるイザベルさんが白目を剝むきかけているから、たぶん問題しかないと思うんだけれど、ルイスが手を摑つかんでてこの場から動けないよ……！
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　晩ばん餐さんはルイスとイザベルさんと、私の三人でとることになった。

　ヨアヒムさんは何かが絶対に間ま違ちがっているって言っていたけれど、私もそう思う。

　でもルイスは絶対に私を同席させるつもりだし、イザベルさんも「ぜひ一いつ緒しよに食べましょう」って言ってくれたので、私はルイスの隣となりに座っている。

　向かい側に座ったイザベルさんは、私たちのやり取りを見て乾かわいた笑いを零こぼしていた。

「あの……あなたたちはいつもそうやっていらっしゃるの？」

「ああ。エミは人間だからな。おかしなものが含ふくまれているとすぐに身体からだを悪くするので、できるだけ俺が毒見をしてから与あたえている」

　ルイスが取り分けてくれるから楽ちんだなと思っていたけれど、傍はたから見たら少しおかしいかもしれない。でもルイスの懸け念ねんは仕方のないことなんだって、薬を飲まされた事件のことを言うわけにもいかないし。

「特に今のように余所よそ者ものが屋や敷しきにいる時にはな」

「ルイス!?　ちょっとそれは、失礼だよ？」

「いいのよ、エミ。優しい子ね。……ルイス様は相変わらずですこと」

　イザベルさんは硬かたい口調で言った。竜りゆうの塔とうで、彼女に言われたことを思い出した。

　ルイスは他者を信じない。

　確かに疑い深いところはあるけれど、それだけじゃないと私は知っている。

「あの、イザベルさん、ルイスは警けい戒かい心しんが強いけど、でも一度信じてくれたら全然なんです！　あの、だってもし他の人を絶対に信じたりしない人だったら、私と一緒の部屋で寝ねられないと思うし……！」

「あっ、あなたたち、一緒の部屋で寝ているの!?」

　ルイスの印象をよくしようと言ったはずなのに、気づいたらイザベルさんが机に手をついて立ち上がっていた。ルイスはすました顔で食事を続けている。

「それがどうした？」

「それがどうしたですって!?　ルイス様、いたいけな女の子に何をなさっているのかしら!?」

「別に何もしていない」

「何も!?　おかしいわね、竜の塔ではエミの可愛かわいらしく細い指に欲よく望ぼうのままに指を絡からめて、小さく柔やわらかい掌てのひらをいやらしく握にぎりしめていたじゃない！」

　イザベルさん、言い方がおかしい！

「公式の場ではないとはいえ、俺に対して無礼がすぎないか、イザベル・ダブロフスキー？」

「私に対する無作法も相当なものだからお互たがい様さまですっ！」

　イザベルさんの後ろで給きゆう仕じのために控えるヨアヒムさんが悲しげな表情で大きく頷うなずいた。

　ルイスはムッとした顔をして黙だまり込んだ。

「エミ、いいこと？　ルイス様に妙みようなまねをされそうになったら私のところに逃にげていらっしゃい。この屋敷の他の者はみんなルイス様の味方よ。信用できないわ！」

「エミ、この女と絶対に二人きりになるなよ。親切面づらで何をされるかわからないぞ」

「私が一体何をするとおっしゃるんですか！」

　たぶんルイスはイザベルさんが犯人だった時のことを考えているんだよね。

　それを伝えることはできないんだけれど、何か不ふ名めい誉よな誤解をされたと思ったらしいイザベルさんは顔を真っ赤にして怒おこっていた。

　言い合いをしている二人の横で、私は頑がん張ばって気配を消してご飯を食べ続けた……。







　イザベルさんもルイスの屋敷に泊とまって今後の打ち合わせをするという。イザベルさんは私とルイスの過ごしている一階の部屋の位置を確かく認にんすると、そこから自分の部屋への経路を覚えるようにと私に言い含めた。

「逃げるのが難しいようだったら大声を出すのよ、エミ」

「あはは……」

　しきりに念を押してから、イザベルさんは部屋に戻もどっていった。

　私はルイスの部屋の居間で寝る前の時間を過ごしながら、ルイスに確認した。

「イザベルさんとは婚こん約やくする……っていうことでいいんだよね？」

「ああ、そうなる」

　なんだかちょっと嫌いやな感じがするのは、この世界の婚約というのがあまりに無む味み乾かん燥そうだからなのかもしれない。

「私との婚約はいつ解消するの？」

「解消しない」

「へ!?　だって、イザベルさんと──」

「なぜ解消する必要がある？　格としておまえが第二許いい嫁なずけといった形にはなるだろうが、それが嫌か？」

「二人と同時に婚約とか、ありなの!?」

　ルイスは「なぜないと思った」と眉まゆを顰ひそめているけれど、私の世界ではありえないから！

「信じらんない。さいてー」

「おまえの世界はそれでどうやって家同士の結束を強めるんだ？　一つの家としか縁えんを結べなくては勢力を拡大できないだろう」

「うう……異文化コミュニケーションだ……」

　さいてーと言ったことは謝った。この世界で普ふ通つうだって言うのなら仕方ない。

「私はそのうち帰るし、イザベルさんがいいならいいや。つまり、イザベルさんは犯人じゃないってこと？」

「いいや、イザベルが犯人の可能性は大いにある。だからこそ、積極的に接せつ触しよくを図り、その目的を探さぐらなくてはならない」

　イザベルさんはいい人にしか思えないけれど、この時期に屋敷を訪おとずれたのはちょっと怪あやしいかもしれない。

「だが……もしイザベルが犯人でなく、あの申し出に他意がなければ喜ばしい」

「ルイス？」

「俺は生きていける。ダブロフスキー家を味方にできるのであれば、たとえ竜王になることができなくとも、殺されずに、シュテルーン領に生きる道ができる……」

「ころされる？　って、そんな」

「あり得ることだ。俺はこの強さゆえに生きることを許された身だ。唯ゆい一いつ、随ずい一いちかもしれないという危き惧ぐがあったからこそ、父上は竜族として俺を生かした。だが、他領の竜と比べて落ちるのであれば、俺の代わりがいるのであれば」

「ルイス、そんな──」

「俺は始末される。父上の中に長年降り積もった憎にくしみによってな」

　だとしたら、イザベルさんとルイスをちゃんとくっつけてから家に帰りたい。

「協力しろ、エミ」

「うん……わかった！」

　だってルイスに死んでほしくない。

「だとしたら余計に私はあんまり傍にいない方がいいと思うけど……」

「おまえが気を回す必要はない。イザベルとの関係はあくまで利害関係だ。あの女は俺のいい盾たてになる。その代わりにイザベルはシュテルーン領主の妻の称しよう号ごうを得る。そういう取り引きだ」

　どうしてだろう。ルイスにとって喜ばしいことが起きているはずなのに、あんまり面おも白しろくなかった。それに、傍にいてもいいと言ってくれるのが、嬉うれしかった。

「あくまで、イザベルさんが……犯人じゃなくて、他ほかにもルイスに悪いことをしようとか、考えていなければ、ね」

　つまり、私はイザベルさんが犯人だった時のことを考えちゃってピリピリしているということだろう。

「エミ、おまえも少しは頭が回るようになってきたな。あらゆる可能性を考え、万難を排はい除じよしようとする姿勢は大事だ。生き残るためにな」

　ルイスが褒ほめるように言う。

　なんでだろう。褒められてるのに、少し腹が立ってルイスを睨にらんでしまった。
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　イザベルさんが犯人だとしたら、私をいつも傍そばに置いているのは身を守るために仕方のないことだと思う。だけど、イザベルさんがルイスと婚約するためだけにここにいるとしたら、ひどい所業だと言わざるを得ない。

　ルイスは気にすることはないって言うけれど、イザベルさんとヨアヒムさんはものすごく微び妙みような顔をして、ルイスの傍にくっつく私を見ている。

　いくらここが異世界で、利害関係があるとはいえ婚約する場合は、前向きに二人の関係を築いていくものなんだと思う。

　というわけで、あまりにイザベルさんに申し訳なさすぎて私は本日仮け病びようを使って部屋にいる。

　今日に至るまでの数日、ルイスとイザベルさんが二人きりになる機会を作ろうと腐ふ心しんしていたヨアヒムさんは「よくやった！」と言ってくれた。ヨアヒムさんのためじゃないけどね！

　昼間から部屋で寝ていると、不意に隣となりの部屋から怒ど鳴なり声が響ひびいてきて、飛び起きてしまった。

「君は、なんてことをしたんだッ」

　デトレフさんの声だった。抑おさえようとしても、抑えきれない感情が零こぼれるような声で、デトレフさんは誰だれかを責めていた。

「君は自分が何をしているのかわかっているのか！　君が今もまだルイス様にお仕えできているのは、エミ様のおかげのようなものだ！　エミ様がルイス様を変えたからこそ──」

「そんなことはない！　ルイス様は俺の働きを認めてくださったんだ！」

「その目は節穴か！」

　私はベッドから起き出して、隣の部屋の様子を探った。目が節穴だって言われたのは、ヨアヒムさんみたいだ。

「デトレフあんた、ルイス様を愚ぐ弄ろうする気か！」

「ヨアヒム殿どの、君は認められることがあまりにも少なくて、甘い言葉を使う者に傾けい倒とうしがちなところがある。その君の欠点を指し摘てきしているだけだ！」

「俺が小さいからって馬ば鹿かにしているんだろう！」

「ああ、小さい竜りゆうだから大局が見えないんだろう！　君はそのうちすべての小竜に恨うらまれることになるだろうね。君は矛ほこ先さきを逸そらすための生いけ贄にえにされるんだ！」

「よくも！」

「小竜を小竜と言って何が悪い！　事実だろう!!」

　ヨアヒムさんはともかく、デトレフさんが声を荒あららげるところを初めて見た。

「ヨアヒム殿が何を期待し夢見ているのかは知らないが、それが叶かなうとしたらルイス様のお心に慈じ愛あいが芽生えているうちだけだ。権力のために愛を捨てるようなルイス様のもとで、君の夢は決して叶わない！」

　ヨアヒムさんも、デトレフさんが声を荒らげて、そして恐こわいくらい真しん剣けんな声で言葉を続けたから、驚おどろいたんだろう。大きく深呼吸をして気持ちを鎮しずめたようだった。

「デトレフ、あんたは一体何が言いたい？　いつまでもあの人間をルイス様の傍に置いておくわけにいかないのは、あんただってわかっているだろう？」

「できる限り傍に置かせておくべきだよ。ルイス様は不幸な生おい立ちのために、五代目の竜王と同じ道を辿たどりかけている」

「なんてことを言うんだ、デトレフ！」

　五代目の竜王。私もその単語を聞いたことがあった。

　会議場でおじいさんが言っていた。

　気の向くままに強い力を振ふるった竜が、かつていたらしい。

「君だって薄うす々うすわかっているだろう？　ルイス様は素す晴ばらしい御お力ちからをお持ちであると同時に、暴竜の性質をお持ちだ。他の領には漏もれないようにしているが、シュテルーン領の者ならみんなわかっているはずだ。力を何より尊ぶ領であるからこそ、今は表面化していないが……」

「ルイス様は効率的に行動されているだけだ。滅めつ多たなことを言うんじゃない、デトレフ」

「ヨアヒム殿、五代目の竜王陛下だってはじめから暴れていたわけではない。しかし弱者を見下し、他者への思いやりを忘れ、守るべきと信じる範はん囲いが次し第だいに狭せまくなり、結局のところ自分以外の何もかもを排除すべしと思うに至った。彼の生まれも不幸なものだったと語り継つがれているだろう？　愛を知らなかったがゆえの悲劇だ」

「言いがかりだな」

　ヨアヒムさんの言う通りだと思う。デトレフさんは心配性しようだ。

「それに、愛のことなら、エミがいるだろう」

「ああ、そうだね……だから私はやっと安心することができた。それなのに」

「無理やり二人を引き離はなそうというんじゃないんだぞ……できるものならそうするけどな」

「ヨアヒム殿……」

「人間なんかを傍に置くだなんて、そんなことは決して許されないんだ」

　デトレフさんに悲しげに名前を呼ばれても、ヨアヒムさんは頑かたくなな主張を崩くずさなかった。

　ヨアヒムさんの言葉に、なぜか私の心臓が、ショックを受けたように痛んでいた。
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「あの人間、いつまでこの屋や敷しきに居座るつもりだ？」

　聞こえよがしに言ったのは使用人の一人だった。

　竜族の人からぶつぶつ言われるのは慣れっこになっていたから、いつものように聞き流したけれど、一いつ緒しよにいたデトレフさんはそうしなかった。

「貴様、エミ様を侮ぶ辱じよくしたな」

「あ、いや、デトレフ様」

　私の悪口を言っていた人は、狼狽うろたえた。デトレフさんも、ルイスほどではないけれど偉えらい立場の人らしい。

「おまえは首だ。この者を即そつ刻こく屋や敷しきから叩たたき出せ！」

「そんな……人間なんかのために！」

　私のせいで仕事を辞やめさせられてしまいそうになった人を見て、慌あわてて言った。

「デトレフさん！　私は気にしていませんから」

「ルイス様が選んだのはあなたですよ、エミ様。そのエミ様を侮辱するということは、ルイス様を侮辱するということでもあるのです」

「うん、でも……私が力のない人間なのは本当のこと、だし」

「エミ様は相変わらず、お優やさしい……」

　デトレフさんはくしゃりと顔を歪ゆがめて言った。

「これからも変わらず、ルイス様を支えて差し上げてくださいね」

　私が傍にいるからルイスが前より優しくなったに違ちがいないと思っているデトレフさんは、イザベルさんとルイスが仲良くなるのが恐いみたい。

「それにしても、エミ様がいらっしゃるというのに、ルイス様に遠とお翔がけの誘さそいをされるとは、イザベル様も意地が悪い方ですね」

「うーん、そうかな？」

　優しいイザベルさんには、どうしても私の前では出しにくい話題というのがあるらしい。どうにかルイスと二人きりの時間を作ろうとしていた。それで今度は、私がどうしたってついて行けない竜になっての空のお散歩にルイスを誘い出したのだと思う。

　イザベルさんがルイスに力を奪うばう薬を飲ませた犯人で、力が本当にあるかどうかを何度も確かめてるってわけじゃなければいいんだけど……。

　デトレフさんは許いい嫁なずけを取られかけているように見える私を励はげますように言った。

「もしよければ、庭で花を見ながらお茶を飲まれてはいかがでしょう？　太陽も出ていますしそれほど寒くはないと思います。膝ひざ掛かけもお持ち致いたします」

「ありがとうございます、デトレフさん……それじゃ、お茶をいただこうかな」

　デトレフさんの気持ちをありがたく頂ちよう戴だいすることにした。

　少し部屋で待っているとデトレフさんに呼ばれ、案内された。庭の花か壇だんがよく見えるところに白い椅い子すと机が置かれていた。二脚きやくある椅子の内、一つにはデトレフさんお手製と思われる巨きよ大だいな赤いぬいぐるみが座らされていた。それがなんの動物なのかは定さだかではないけれど、手足が合計して六本ある。

「竜形のルイス様をかたどらせていただいているのですが、いかがでしょうか？」

「あっ、これは翼つばさなんだ……！」

「それ以外の何かに見えましたか？」

　でろんとした手足か触しよつ角かくかに見えたけれど、不思議そうな顔をしているデトレフさんの手前何も言わずににっこり笑っておいた。

　それにルイスの人形だと言われて見てみれば、なんとなく愛あい嬌きようがあるように見えてきた。

　思わずその頰ほおと思おぼしいあたりを突つついていたら「よろしければ差し上げます」と言われて嬉うれしくなるぐらい、可愛かわいく思えてきた。

　ぬいぐるみを膝の上に載のせ、デトレフさんがいれてくれたお茶と、用意してくれたお菓か子しをいただいた。

「この白いマカロンみたいなの、美味おいしい」

「まかろん？　これはリヒゲルという焼き菓子です。お気に召めしていただけたでしょうか」

　うんと頷うなずいたら、デトレフさんは嬉しそうに微笑ほほえんでくれた。

　今は、この人の親切を素す直なおに喜ぼう。

　だけど、デトレフさんの笑え顔がおを見てホッとしたのも束つかの間、彼の表情はすぐさま強こわ張ばった。

「あっ、二人が戻もどってきたんだね」

「……エミ様、どうか危機感をお持ちください」

「え？」

　空から舞まい降りてきた赤と緑のキラキラとした鱗うろこを持つ竜が二人。

　それを険しい顔つきで見つめていたデトレフさんは、労いたわしげな眼まな差ざしを私に向けた。

「あれほどお似合いの組み合わせは、この領内に他ほかにないのです。ルイス様はひと際きわ強い御力を持つ竜で、そのルイス様に釣つり合う唯ゆい一いつの女性がイザベル様です。このままでは、エミ様は廃はいされますよ」

「で、でも、婚こん約やくは二人とでもできるって──」

「イザベル様が、それを面おも白しろく思うとでも？」

　絶対に面白くないと思う。

　だけど、それでも大だい丈じよう夫ぶなのだ。私はいずれ帰り、いなくなる。だからイザベルさんが犯人じゃないなら、そのうち嫌いやな思いもしなくなるはずだ。

「愛されているという、余よ裕ゆうなのですか？　エミ様、それではルイス様を奪われますよ」

　どきりとした。よくわからないけれど、デトレフさんの言葉に私の心が勝手に焦あせりを感じた。何に焦っているのか、自分でもわからないのが不思議だった。

「エミ！　──こんなところで何をしている。部屋にいろと言っただろう」

「ええと、ごめんなさい……歩きたくて」

　私たちを見み咎とがめたルイスが近づいてきて、咄とつ嗟さに自分の意志で出歩いていたのだと噓うそを吐ついた。誘われて出たと言ったら、デトレフさんが叱しかられてしまう。

「適度な運動が足りていなかったということか？　なら、しばらく俺とこの辺りを歩くか。だがその前に、エミ、おまえと所用を済ませたいのだが──手伝ってくれるな？」

　竜りゆう気きを補ほ充じゆうしたいのだろう。竜になって空を飛んだことで、かなり消しよう耗もうしたはずだ。

「うん、わかった」

「その後で共に庭園を巡るか。それとも畑を見るか？　果樹園もある」

「わ、楽しみ！」

「私もご一緒してよろしくて？」

「ああ……構わない」

　イザベルさんの言葉にルイスが頷いたのを見て、なぜか私は落ち込んでいた。

　どうしてだろ……イザベルさんがいると、一応警けい戒かい心しんを持たないといけないから、かな？

「ごめんなさいね、エミ。あなたたちの邪じや魔まをして」

「あ、ええと、大丈夫です……」

　犯人かどうかを探さぐるためにも、接せつ触しよくは積極的にしなくちゃいけないとルイスは言っていた。

「エミ、それでは……どこで済ませるか？　それともここで？」

「部屋がいい！」

　ルイスが意味深に掌てのひらをひらひらさせたから、また鱗にキスさせられるんだと思う。何度やっても恥はずかしくて、人前じゃ絶対にやってられない。

「何？　あなたたちは部屋で何をするつもりなの？」

　イザベルさんが私とルイスを見比べて目を光らせる。

「エミ、俺はイザベルに見られたところで構わないが──」

「わ、私はやだー！」

「何をするつもりなのかしら!?　エミ、言いなさい。あなたルイス様に一体何をさせられそうになっているの!?　……どうして赤くなるの、エミ！」

　イザベルさんの追つい及きゆうを辛からくも逃のがれ、私はルイスと一緒に部屋に戻った。

「エミ、来い」

「うう……なんで恥ずかしくないの、ルイス……？」

　早さつ速そくソファに座って私を手招くルイスに近づきながら、愚ぐ痴ちを言う。

　ルイスは手て袋ぶくろを脱ぬぎながら言った。

「さあな。おまえが寝ねている時に試ためした初めこそ抵てい抗こうはあったが……おまえに俺を害するつもりなどないことを理解しているからかもしれないな」

「そういうことじゃなくって」

「恥ずかしい、か。よくわからんが……」

　ソファに座るルイスの前に座り込んで、仕方なく差し出された手を取った。

　私はそっと掌の赤い宝石に口づけた。ルイスは反対の手で私のおくれ毛を耳にかけてくれた。

「俺は、この時間があまり嫌きらいではないんだ……」

　近づけた手で、私の頭を撫なでてきた。

　嫌じゃないけど、どうして撫でるんだろう。ルイスに撫でられると、うなじのあたりがぞわぞわする。気になってちらりと目だけで見上げたら、ルイスは穏おだやかな微笑みを浮うかべて私を見下ろしていて、驚おどろいて目を閉じてしまった。

　ルイスがこんな顔をしてイザベルさんを見ているところを想像したら、胸が痛くて、息が止まってしまうんじゃないかと思うほど、苦しかった。
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　ルイスは一週間ほどかけて話をまとめ、私との婚約はそのままに、イザベルさんとの婚約を決定させた。

　そこからとんとん拍びよう子しに儀ぎ式しきの日取りが決まって、そこに向けた準備で屋や敷しき中の人が大わらわだった。そう、婚約の儀は明日あした行われる。考える猶ゆう予よを与あたえない予定運びに、ルイスの本気を感じる。

　流石さすがにルイスも忙いそがしくて、私とべったりというわけにはいかない。ちょこちょこ離はなれる時間が多くなっている。それでも、ヨアヒムさんかデトレフさんのどちらかは私と一いつ緒しよにいるようにしてくれている。

　二人と同時婚約なんて本当に信じられないけれど、ルイスのお父さんも同じだったっていうし、イザベルさんも平気な顔をしているし、そんなものなのかもしれない。

　デトレフさんは相変わらず私のことを心配してくれていて申し訳ない。けれどいずれ私はいなくなるのだし、ルイスにとって有利ならば、こうなるのが一番正しいのだと思う。
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　ヨアヒムさんには何度かデトレフさんを励はげましてあげるように言ったのだけれど、彼は婚約の儀の準備に忙しく走り回っていて、話を聞いてくれたかわからない。

　デトレフさんの顔色は日を追うごとにひどくなっていった。

　私が何を言っても痛々しい笑顔のままだった。

「ヨアヒムさん！　ヨアヒムさん！」

「なんだ、うるさいぞ。今いま更さらイザベル様との婚約に反対するわけじゃないだろうな」

「そうじゃなくって」

「邪魔をするなよ。イザベル様は今のところはルイス様のお気持ちがおまえにあることさえ許してくださっているんだぞ。おまえもルイス様のために心を広く持て！」

「そうじゃなくてデトレフさんのこと！」

「あいつのことは放ほうっておけ。口を開けば文句しか言わないんだからな」

　一応、忙しくしている中でも会話はしているらしい。

　けれどヨアヒムさんは嫌そうな顔をして続けた。

「まるでイザベル様と結ばれるとルイス様が暴君になると言わんばかりでな。イザベル様に対して失礼すぎるだろ。あんたもまさか、デトレフと同じ意見ではないだろ？」

「もちろん、ルイスがそんな……ひどいことをするなんて」

「なら、あんたからデトレフに言ってやってくれ」

　私だって励ましているけれど、私の言葉じゃ届かない。

「ヨアヒムさんが言ってあげて欲しいの」

「あのな──俺は忙しいんだ」

　ヨアヒムさんが足を止めて、私をぎろりと睨にらんだ。

「やはりデトレフを引き合いに出して、邪魔をしようというんじゃないだろうな。ルイス様をお慕したいしているのであれば身を引くべきなのに……それとも何か、他ほかに理由があるのか？」

　ヨアヒムさんが探るような目で私を見る。

　急にヒリヒリとした雰ふん囲い気きになったヨアヒムさんに、ゾッとした。

　ヨアヒムさんが怒おこって、その瞳どう孔こうが縦に伸のびた。そして、見み透すかすような目で私が隠かくしている何かを暴あばこうとする。

「どうして急に、そんなに怒るの……？」

「ルイス様の婚こん約やくの儀、邪魔をするようであれば、たとえルイス様がお許しになったとしても、俺が許さないぞ、人間」

　ヨアヒムさんはじっと私を睨みつけていたけれど、やがて興味を失ったように顔を逸そらした。

　残された私は、縮み上がった心臓を押さえていた。

　ヨアヒムさんにこんなふうに睨まれるのは久しぶりだった。

　最近は言い合いをしつつも仲良くしていたと思っていたのに、胸が苦しくなる。

「どうしてあんな言い方するの……何か、あるの……？」

　ルイスとイザベルさんとの婚約を推おし進めようとする、あの姿勢は普ふ通つうじゃない。

　強ごう引いんさまで感じさせる。ルイスやイザベルさんの前では、あんな態度はとらないから、必死さを感じているのは私とデトレフさんだけだろう。

　イザベルさんが衣装の最終調整のために三人での昼食を辞退したタイミングで、ルイスにヨアヒムさんのことを相談した。

「あの、何がおかしいとかはわからないんだけど……気をつけてね、ルイス」

「ヨアヒムのことなら、竜りゆう族ぞくの力を示せない代わりに仕事に熱を入れているだけだろう。この調子で皆みなの模も範はんとなればよい」

「この婚約に、変な企たくらみとかは、ないよね？」

「イザベルに、というより、ダブロフスキー家にはあるかもしれんが」

　料理を取り分けていた手を止め、顔をあげてルイスを見た。

　私は何を期待してルイスの言葉を待ったのだろう。

「元より婚約など結婚まで家同士の化かしあいだ。結婚をすれば夫ふう婦ふの化かしあいとなるわけだ。企みがあって当然だろう」

　ルイスはこともなげに言って食事を続ける。

　それでも、何かを言わずにはいられなくて必死に言葉を探して、絞しぼり出した。

「……幸せになってね」

「おまえにとって結婚は幸せになるためのものだったな」

「そうだよ。ルイスにも幸せになってほしいな」

「夫としての義務は果たすつもりだが、幸せというのはそれだけで摑つかめるものでもなさそうだ……難しいな、おまえの求めるものは」

　そんなに難しいことを求めているつもりはないんだけれど、ルイスは険しい顔をしていた。

「俺には幸せというものがよくわからん。反対の感情ならある程度はわかっているつもりだが」

「……これまで、私と一緒にいて嫌いやな気持ちになったりした？」

「いいや、そんなことはない。嫌な気分になるのは血の繫つながりのある者に会う時だな」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして肉に添そえられていたラズベリーに似た果物を嚙んだルイスが酸すっぱかったのか一いつ瞬しゆん真顔になったのを見て思わず笑うと、ルイスは私を見て「それだ」と呟つぶやいた。

「え？」

「最近、時折憂ゆう鬱うつそうな面おも持もちをしていたが、どうしたんだ？　これまではずっと笑え顔がおだったのに……警けい戒かいしているにしても露ろ骨こつすぎるし、おまえは笑顔でいた方がいい」

「笑顔でいた方が……？」

「ああ、……おまえには笑顔が似合うからな」

「本当？　私、笑顔が似合う？」

「そう、その笑顔だ」

　私の顔は自然とほころんでいたらしい。

　ルイスは笑み崩くずれた私を見て、くすりと笑った。

「エミ……おまえの笑顔を見ていると、幸せというものが何かなんとなくわかる気がする」

　それはたぶん、今ルイスの前にいる私が幸せだからなんだろう。

　ルイスに褒ほめられた幸せでにこにこしてしまう私を見て、ルイスもまた小さく笑ってくれた。
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　笑顔は午後にはしぼんでしまった。

　侍じ女じよに手を引かれて部屋の奥から現れたイザベルさんは、花の刺し繡しゆうのある白いベールを被かぶっていた。その上に花か冠かん。金色の緩ゆるやかなウェーブを描えがいた髪かみの毛が薄うす絹ぎぬごしに見えるのが、まるで竜脈で輝かがやく水の流れのようだった。

　幾いく重えにも薄布が重ねられた白い衣装もまた美しく、眩まばゆかった。

「どう、似合うかしら？」

「おまえに合わせて誂あつらえたものが似合わなかったらどうするんだ？　儀ぎ式しきは明日だぞ」

　怪け訝げんそうな顔つきで言ったルイスに、イザベルさんは苦く笑しようした。

「本当にあなたって女心というものを理解していないのですね。婚約するつもりがあるのなら、思っていなくても褒めるところです」

　首を傾かしげるルイスを見て、イザベルさんは深い溜ため息いきを吐ついた。

「それでどうやってエミみたいな子を誑たぶらかしたのかしら。……エミ、エミ？」

　イザベルさんが戸と惑まどったような声で私の名を呼んだけれど、私は部屋にいることに耐たえられなかった。

　逃にげ出した私は、震ふるえる足で彼らから離れていった。

　なんとか隣となりの暗い部屋の、奥の隅すみっこに辿たどり着くと、その場に頽くずおれた。

「なんで、涙なみだが……」

　感動したのだろう。イザベルさんが美しい幸福な花はな嫁よめにしか見えなかったから。

　そう思おうとするのだけれど、ぼろぼろと涙を流す私は辛つらさと苦しさしか感じなかった。

「どうして……なんで、止まらないの」

　こんな顔をしていたら、明日にでも婚約の儀を行おうとする二人の傍そばにいられない。めでたい席で悲しい顔をしているわけにはいかない。

　なんとか泣きやもうとしていると、不意に背後でこつりと足音が聞こえて、私は肩かたを震わせた。そこにいたのは、沈ちん鬱うつな表情をしたデトレフさんだった。

「エミ様……あなたはこんなにも、ルイス様を愛していらっしゃるのに」

「でとれふ、さん？」

「お辛いでしょうね……ルイス様の裏切りが」

「裏切りなんかじゃ」

「いいえこれは、裏切りですよ」

　暗い部屋の中で、デトレフさんの緑の目がきらりと光った。彼の目にはそう見えるのかもしれない。この人達の前では、さんざん愛しあってるふりをし続けていたんだから。

　でも、本当のところ私はルイスの恋こい人びとですらなかったのだ。

　今、泣いている私がおかしいだけだ。ルイスとイザベルさんが並んだ姿を見るのが嫌だなんて、本当に、私はどうしちゃったんだろう。

「エミ様、ルイス様を取り戻もどす方法が一つあります」

「とりもどす、方法？」

「ええ……これを飲ませるのです」

　デトレフさんが掌てのひらの上に載のっているものを私に見せた。それは琥こ珀はくのような飴あめ色いろをした石、に見えた。

「これを飲み物に溶とかして飲ませれば、ルイス様は竜族としての力を失います。そうすればエミ様と同じ存在になり、共に生きていくことができますよ」

　お使いください、と優やさしい声こわ色いろで言うと、デトレフさんは私の手に琥珀色の薬を握にぎらせた。

　私は耳の奥で脈打ち始めた心臓の鼓こ動どうを聞きながら、理解した。

　デトレフさん、だったんだ。

　ルイスから力を奪うばった犯人だ。だってこれは、普通なら手に入らない薬だってルイスは言っていた。犯人以外の人が偶ぐう然ぜんにも同じ薬を持っているだなんてこと、あるだろうか。

「これを使えば、ルイスは……」

　口の中が乾かわいていて、とてもしゃべりにくかったけれど、どうにか言葉を紡つむいだ。

「あなたと共に生きることになります。イザベル様にとられずに済む」

　どうしてデトレフさんはルイスから力を奪おうとするのだろう。

　気になるけれど、それは聞いてはいけないっていうことぐらい、私にもわかった。

　デトレフさんから見て、私は心からルイスを愛しているように見えるんだろう。

　だからデトレフさんは私にこの薬をくれたんだ。

　ルイスを愛する私なら、ルイスと一いつ緒しよにいたいがあまり、この薬を飲ませるに違ちがいないって思ったんだ──！

「イザベルさんに、とられずに、済むんですね」

　ルイスを愛していて、イザベルさんに嫉しつ妬としているっていう演技をしなくちゃいけない。

　下手なことを言って、何かに気づいていると思わせたら──？

　デトレフさんはただでさえ男の人で、竜りゆう族ぞくで、力が強くて私じゃ敵かなわない。

　そう思いながら出した声は、本当にどろりとしていて、自分から出てきたとは思えないぐらい真実味に溢あふれていた。

「この薬をルイスに、飲ませれば……」

　ルイスは私のものに、なってくれる。

　そう呟いている声を、自分で聞きながら──この女なら絶対にやるって、私は思った。

「私はエミ様の、味方ですよ」

　猫ねこなで声で言いながら私の肩をそっと抱だくデトレフさんも、同じように思ったに違いない。

　彼の顔を見なくても、それがわかった。
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　イザベルさんの衣装が間に合ったから、予定通り、明日には婚こん約やくの儀が執とり行われる。儀式の立ち会い人がダブロフスキー家からやってくるということで、今夜は前祝いのパーティとなった。ヨアヒムさんは精力的に立ち働いている。

　デトレフさんはずっと監かん視しするように私についていた。だから、イザベルさんやダブロフスキー家からきたお客さんと話をしていたルイスには近づくことすらできなかった。

　パーティが始まると、デトレフさんは丁てい寧ねいに琥珀色の石薬の使い方を教えてくれた。ルイスの金色の杯さかずきにワインを注いで、そこに入れると薬はシュワシュワと泡あわ立だちながら溶けていった。

「さあ、ルイス様に渡わたして来てください」

　ルイスが会議場で竜に変へん化げしてみせたから、デトレフさんはルイスの力が元のままだと思っているに違いない。

　けれど、今ルイスの力は、私の中に吸い込まれてしまっている。

「エミ様、躊躇ためらっていらっしゃるんですね」

　背後にひっそりとつくデトレフさんの言葉に、私は頷うなずいていた。

　躊躇っているのは本当だ。

　これを私が飲めば、ルイスの力はルイスに返り、そしてなんの憂うれいもなく婚約の儀が執り行われるだろう。

　それの何が悪いのだろう。

　わからないまま、杯に口をつけることができない私がいる。

「それでは、やめますか？　このままお二人の婚約を見届けるのですか？」

　私がこの杯を飲まないまま、力を返さずにいれば、ルイスは私を傍に置いておくしかない。

「ほら、あちらにルイス様がいらっしゃる……イザベル様と」

　ハッと顔をあげて、促うながされるままにそちらを見た。

　ルイスはイザベルさんの関係者と話しているみたいだった。イザベルさんはそんなルイスの傍に寄り添そうように立っていて、誰だれが見てもお似合いの二人に見えただろう。

「エミ様、どうしますか」

　デトレフさんにそっと背中を押されたけれど、私はこれ以上二人に近づかないでいいように踏ふん張った。

　この杯を飲もうか、それとも捨てようか──。

　悩なやみ、躊躇っていたけれど、どちらにせよルイスに飲ませる選せん択たく肢しなんてない。

「デトレフさん、私は、二人の幸せを祈いのります」

「……あなたは本当にお優しい方だ」

　デトレフさんの手が私が持つ杯を回収しようと伸のびたけれど、その前に杯を口元に運んだ。

　未成年だけれど、ワインを飲んだ。悪いお姉ちゃんでごめんなさい、と心の中で弟てい妹まいに謝る。

　そして味もわからないまま一気に飲みほしたワインのせいで、私は急激に具合が悪くなった。

「エミ様!?　なんてことを──」

　ふらつく私をデトレフさんが支えた時、後ろから声がした。

「なあデトレフ、その女はどうしたんだ？」

「彼女がルイス様の杯に何かを入れているところを見ました。何かの見み間ま違ちがいだと思ったのですが、一度この杯を調べてみた方がよいでしょう」

　ヨアヒムさんの問いに、デトレフさんは淡たん々たんと、そう言った。

　さらりと擦なすりつけられた罪に驚おどろいて、吐はき気けを堪こらえて押さえていた口を開こうとしたけれど、デトレフさんに手ごと口を押さえつけられた。

「まさか!?　エミがか！」

「今、試ためしに彼女にその杯のワインを飲ませてみたのですが、このありさまです」

　違う、薬を用意したのもそれを杯に混ぜたのも、デトレフさんだ。

　けれどヨアヒムさんに伝えることはできなかった。口を押さえられているだけじゃなく、身体からだがピリピリと痺しびれて、痛みが襲おそってきた。

「ひとまずこのパーティを成功させねばなりません。そうですね、ヨアヒム殿どの？」

「ああ……」

「人間の小こ娘むすめの嫉妬で、ルイス様の晴れの舞ぶ台たいを壊こわすわけにはいきません」

　戸と惑まどった顔をしていたヨアヒムさんは、嫉妬、と呟つぶやくと険しい顔つきで頷いた。

「そうだな……あんたの言う通りだ、デトレフ。ルイス様にエミのことはわからないように誤ご魔ま化かしておくから、問題を起こさないようどこかに閉じ込めておいてくれ」

　そう言って、ヨアヒムさんは行ってしまった。

　違う、待って。

　私をどこかに閉じ込めたら、デトレフさんは野放しになるんじゃないだろうか……！

「具合が悪いのですね、どこかで休みましょうね、エミ様」

　デトレフさんはぐったりとしている私を抱かかえて、ホールから離はなれていく。

　二階の、招待客の寄りつかない空き部屋の一つに私を押し込むと、彼は深い溜ため息いきを吐いた。

「ルイス様の舌は毒物に聡さとい。とはいえ、まだあなたに心を残している今ならば、飲んでくださるだろうと思ったのですが、ね」

「ど、く……？」

「ええ。竜族の鱗うろこを腐くさらせる猛もう毒どくです。ただ人間に対しては毒性が低かったか……いえですが、あなたのようなか弱い人間の娘では一たまりもないでしょう」

　力を取り出す薬ですら、なかった。

　愕がく然ぜんとした。どうして私はデトレフさんの言葉を信じて、飲んでしまったんだろう。

　でも、逆に良かったのだろうか？　私が飲んでしまえばルイスが間ま違ちがえて飲むことはない。

　けれど、どちらにせよ私の身体の中にはルイスの力がある。

　これを返さないと、結局ルイスは傷ついてしまう。

「ルイス様が純じゆん粋すいにあなたを愛しているのであればそれでよかった。……ですがあの方は、あなたを手に入れたことでより強くなった。愛ゆえにあなたを傍そばに置いていたのではなく、ただ、より強い力を手に入れるために傍に置いていたのではないか」

　デトレフさんは大たい儀ぎそうに、懐ふところから黒い耳のないテディベアのようなぬいぐるみを取り出した。そして、口の中に手を突つっ込んで探さぐる。

「解げ毒どく薬やくは……どうやらないんですよねえ。あなたに恨うらみはないのですが」

　代わりに引っ張り出したのは、黒い真しん珠じゆのような丸い小さな石だった。

「混ぜるのをこちらの薬にしておけば、あなたは死なずに済んだでしょうね、エミ様。私も無む暗やみにルイス様のお命を奪うばいたくなどなかった。ですがこちらの薬は、どうやらルイス様には効かないようでしたので──手に入れるのには苦労したのですが、あの方には同じ薬は二度と飲ませられませんし」

　一度、ルイスに飲ませたような口ぶり……ルイスの力を奪った薬だ！

　全身の力を振ふり絞しぼってその黒真珠のような薬を持つデトレフさんの腕うでを払はらった。薬はコロコロと椅い子すの下のその先に転がっていく。

　デトレフさんはちらりとそちらを見たけれど、溜息を吐くと興味を失ったように私を見た。

「あなたが死ぬという筋書きも悪くないかもしれませんね。小さな生き物の死は若者の成長に役立つものです」

「ルイスに、何もしないで……！」

「ええ、ええ、いいですとも。あなたが死んだ後にあの方がどんな反応をするのか、それを見てからまた考えます」

　その言葉を聞いて、身体が痛むのに、私は心からホッとした。

　けれど、どうして、という疑問は、変わらず私の顔に貼はりついていたに違ちがいない。

　デトレフさんは私を見下ろしながら苦く笑しようして、教えてくれた。

「五代目竜りゆう王おう。ざっと千と八百年ほど前ですか、とても力の強い男がいたのですよ。彼は突とつ如じよとして豹ひよう変へんし、その力はこの世界を蹂じゆう躙りんし始めた」

「ルイスに、関係ない」

　デトレフさんは私を見ながらゆっくり首を横に振った。

「関係ありますよ、エミ様。あの方のような竜族を監かん視しすること……それが私に与あたえられた使命でした」

「しめい？」

「二度と暴竜を生み出してはならない。そうした教訓から、この世界には何人か、その使命を帯びる者たちがいる。これはとても大事な使命なので、誰にも話すことができなくて──辛つらくて辛くて、私は子供の頃ころから人形にばかり話しかけていました」

　そう言って、デトレフさんはぽっかりと口を開いた人形を抱だきしめた。

「あなたは私の存在意義を知る父以外の初めての生き物ですね。……もうすぐ死ぬでしょうが」

「ま、て。デトレフ、さん……！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、あなたの死を見届けるまで、ルイス様には手出ししたりしません。もしかしたらその時の反応によっては、ルイス様は危険ではないと見み做なされるかもしれませんね。そうなることを、祈ります」

　デトレフさんは倒たおれ込んだ私に手を振ると、扉とびらを閉めた。

　部屋に一いつ切さいの明かりがなくなり、自分の手をどこに置いているのかもわからなくなった。

ぎゅうぎゅうと押し潰つぶそうとするような痛みを受け流すために、身体を丸めながら、目をギュッと瞑つむった。

　早く、早く暗さに目を慣らさなくちゃ。

　そして、デトレフさんが落とした黒真珠のような薬を見つけなくちゃならない。

（あれが、ルイスから力を奪った薬……！）

　これから自分の身に何が起きるとしても、ルイスに力を返した後ならいい。

　全部、私が考えなしにやったことのせいだから。

「るい、すに……返さな、くちゃ」

　黒真珠はどこに転がっていったのだろう。痛みをこらえて、デトレフさんが落とした方に手を伸ばしているのに、指先に薬が当たらない。

　せめて明かりがあれば……！

　そう思った瞬しゆん間かん、爪つめの先に、ふわりと金色の光が灯ともった。

　それは、私の中に吸い込まれていた光精の内の一いつ匹ぴきだった。

「あ、待って……行かない、で」

　指の先に光が灯ったのは一瞬で、私から出てきた光精は、ふよふよと暗い部屋を漂ただよって、壁かべの向こうへと消えてしまった。

　でも、あといくつか光精を出すことができれば、ある程度手先を照らすことができる。

　ぎゅうっと身体を締しめつけるような痛みに奥歯を食いしばりながら願うと、手の甲こうから、再び光精がふわっと浮うき出てきた。その光精がどこかへ行ってしまう前にと、私は必死に床ゆか面めんに視線を走らせた。
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「エミはどこだ？」

「さあ……先ほどデトレフといるのを見ましたが」

　気づくと、視界からエミが消えていた。

　イザベルの親族ら数名に対応していたため、いつからかはわからない。

（目の届く範はん囲いにいるようにと伝えておいたはずだが……）

　ルイスの問いにヨアヒムは笑えみを浮かべ答えていたが、少しばかり動どう揺ようした様子だった。

「おい、デトレフといるというのは本当か？」

「は、はいもちろんです！」

「それならば……だが」

　これまで、ルイスの見ていないところでエミがデトレフと二人きりになる場面は幾いく度どもあったが、エミは無事だった。デトレフにはエミを害する気はないだろう。

　しかし姿が見えないことが気にかかり、ルイスの視線は会場を彷徨さまよった。

「ルイス様、どこへ行かれるのですか!?」

「エミを捜さがす。そのあたりにいるだろう」

「今は来客中ですよ！　イザベル様の兄上様がたもいらっしゃるんですからね!?」

　失敗は許されないんですよ！　とヨアヒムが小声で叫さけんだ。

　だが、ルイスにとってエミの存在はそれ以上に重要だった。

（エミ……一体どこにいるんだ？）

　ここ最近見慣れた姿が見えないせいか、ルイスの胸は騒さわいだ。

　ホールのすぐ外か、庭で涼すずんでいるのかと思って出てみたが、エミは見当たらなかった。

「駄だ目めです、ルイス様……！」

　後をついてきていたヨアヒムが引き留めようとするのを振り払い、ルイスは捜そう索さくを続けた。

　ルイスが知る限りエミは小心者だ。どこへ行くにしても、たとえ隣となりの部屋に行くとしても、ルイスへの気き遣づかいなのか視界から外れる時には必ず声をかけてから行く。

　勝手にいなくなるのはルイスばかりだ。

　ルイスが知る、エミのする行動ではなかった。

「どうなさったの、ルイス様？　私の兄があなたと話をしたがっているのですけれど……」

　ルイスの行動を不ふ審しんに感じたのか、イザベルが近づいてくる。

　彼女の方を見ず、ルイスは庭木の陰かげに視線を走らせた。

「悪いが後にしてくれ。エミの姿が見当たらない」

「まあ、それは心配だわ。捜しましょう」

「イザベル様まで……！　ああ、わかりましたよ、お教えします！　あの女はルイス様の杯さかずきに毒を盛ったので、デトレフがつまみ出しました！」

「毒？」

　ルイスはヨアヒムの言葉の意味がわからず、眉まゆを顰ひそめた。イザベルもまた怪け訝げんそうな顔をしていた。

「エミが？　そんな……一体どうしたというの？」

「お二人が結ばれるのに対する腹いせでしょう。嫉しつ妬とですよ、イザベル様」

「嫉妬で、ルイス様の杯に？」

　イザベルが疑念を滲にじませるも、ヨアヒムは強く頷うなずいた。

「あの女のことは気にせず、お二人はホールに戻もどってください！　今夜は大事な顔つなぎの場なのですから！」

「それより、エミはどこだ？　どうしてエミが俺の杯に毒を入れていると思ったんだ？」

「デトレフが、エミがルイス様の杯に何かを盛っているのを見たそうです。それをデトレフがエミに飲ませてみたところ──」

「エミが毒を飲んだということか!?」

　ルイスは顔色を変えた。その赤の瞳どう孔こうが縦に伸のび、一瞬にして怒ど気きを表す。

　膨ふくれ上がる気に会場にいた人々も騒ざわめき出したが、ルイスは構わずヨアヒムに摑つかみかかった。

「ヨアヒム！　貴様、エミをどこにやった!?」

「ま、待ってください……どうせエミが嫌いやがらせで盛ろうとしたものでしょうし」

「ヨアヒム、女が嫉妬で毒を盛るなら、普ふ通つう相手は女だわ」

「イザベル様……？」

「大おお馬ば鹿か者め、ヨアヒム、あの女が一体どこで毒を手に入れたと思うんだ!?　四六時中俺といて、周囲にいるのは竜りゆう族ぞくばかりだぞ！　たとえエミが毒を手に入れようとしたところで、協力者がいないとできることではないだろう！」

　ヨアヒムの顔からは血の気が引いた。イザベルも血相を変えて周囲を見み渡わたすが、その中にデトレフはいない。ルイスは震ふるえる己おのれの手を見下ろした。

　指先から冷えていく感覚に、ルイスは唇くちびるを戦慄わななかせる。

　心臓が嫌な音色を奏かなで始める。

「エミが毒を盛ったなどと、ふざけたことを言いだしたのは、デトレフ、だな？　デトレフはエミをどこへやった……!?」

「す、みませ……わかりません！」

　その時、震えるヨアヒムの鼻先を、金色の光がかすめた。

　迷うように漂っていた光精は、ルイスの唇に触ふれるようにして、吸い込まれた。

「エミの、光精！」

　ルイスがハッとして顔をあげると、もう一匹の光精が天てん井じようから降りてくるところだった。

「上の階か！」

　ルイスたちが光精を辿たどった先にあった部屋を開けると、机の下に潜もぐり込むような恰かつ好こうをして、倒たおれ込むエミの姿があった。
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　身体からだを引きずり起こされて、せっかく届きかけていた薬から離はなれてしまった。

「く、ぅ……！」

「おい、エミ！　何を飲まされた……!?」

　私を助け起こしたのはルイス、みたいだ。

　暗くら闇やみの中に漂う光精が、ルイスの気遣うような表情を照らし出す。

　デトレフさんがヨアヒムさんの前で私に濡ぬれ衣ぎぬを着せてヨアヒムさんはそれを信じたけれど、ルイスは私を疑ったりせず心配してくれている。

　それが嬉うれしくて、泣きそうになった。

「ごめん、わかん、ない。飴あめみたいな……琥こ珀はく色いろの……！」

　イザベルさんが、信じられないとばかりに息を吞のんだ。

　どんな薬なのかわかったのだろうか。

「それ、より。ルイス、あの下、に。薬が」

「解げ毒どく薬やくか!?」

　ルイスが命じるよりも早く、傍そばについていたヨアヒムさんが机の向こうにある棚たなを持ち上げて、その下にあった黒くろ真しん珠じゆの薬を拾い上げてくれた。

「それを、飲ませて」

「待ってください、ルイス様！」

「なぜ止める、イザベル!?」

　ヨアヒムさんから受け取った黒真珠の薬についた埃ほこりを払はらい、私の口に押し込もうとしてくれていたルイスの手がイザベルさんに阻はばまれた。

「エミの言葉から察するに、この子が飲まされた毒は〝甘美な毒〟と呼ばれるものだと思います。竜りゆうなら少量飲むだけで、鱗うろこが腐くさって死に至るという猛もう毒どくです」

　確かに、イザベルさんの言う通り、ひどい薬だとデトレフさんは言っていた。

「それは〝甘美な毒〟の解毒薬ではありません。エミ、これは何の薬なの？　エミ、あなた騙だまされたのではない？」

「解毒薬じゃないのは、知ってる」

　私はルイスの顔を見上げ、その顔をまっすぐ見み据すえながら言った。

「ルイス、これは……探してた、薬」

　赤い目を丸く見開くルイスの腕うでの中で、痛みの波がきて、私は身をギュッと縮めた。

　そんな私を、ルイスは腕の中に抱だきしめてくれた。

「イザベル、解毒薬のあては？」

「わかりません。竜族に対してあまりにも惨むごい薬だからと、そもそも精製を禁じられている毒物ですもの。私も薬学を学ぶ過程で偶ぐう然ぜん知っただけです。シュテルーンになら解毒薬があるかも……？　竜の塔とうに常じよう駐ちゆうする薬くす師しならば何か知っているかもしれません」

「ヨアヒム……すぐに探せ！」

「ルイス様、今からシュテルーンに行っても、もう間に合わないのでは……」

　暗に諦あきらめるように促うながすヨアヒムさんに、ルイスは叫ぶように言った。

「探せ！」

「ルイス様、ですが……」

「エミが、死ぬなど……！　嫌だ、諦めてたまるものか……ヨアヒム！」

　ルイスが私のために必死になるほど、ヨアヒムさんはその場から動きがたく思うらしい。

　躊躇ためらうヨアヒムさんを見あげて、それでもいいやと思った。それでルイスが諦めて、その丸薬を私に飲ませてくれるなら。

　けれど、イザベルさんがルイスと一いつ緒しよになってヨアヒムさんを見据えた。

「ヨアヒム、人間とはいえエミはルイス様の正式な許いい嫁なずけです。あなたがルイス様の忠実なしもべのつもりでいるのなら、ルイス様の許嫁を助けるために最善を尽つくすのよ。あなたの私情を挟はさむのはやめなさい」

　イザベルさんにぴしゃりと言われると、ヨアヒムさんは項うな垂だれた。

「……はい。……かしこまりました」

　そして、ヨアヒムさんは部屋から出て行った。

　イザベルさんはそれを見送ると、ルイスに向き直った。

「……婚こん約やくの儀ぎなんてしている場合ではないようね。今夜のところは兄たちを帰らせます」

「ああ……そうしてくれ」

　私に薬を飲ませれば、ルイスの命の危機はすぐに去る。

　イザベルさんも出て行って、二人きりになった部屋の中で、私は痛みをこらえるために息を詰つめたくなるのを抑おさえ、深呼吸をしてからルイスの手元に目をやった。

「ルイ、ス……？　はやく、その丸薬をちょうだ……い」

　早く薬を飲んで、ルイスに力を返さないと道連れにしてしまうかもしれない。

　そんなのは嫌だ。だから、私は痛む腕を伸ばした。けれど、ルイスは薬を持つ手を胸に当てて、私から離してしまった。

　届かなかった私の手は、だらんと落ちた。もう、腕をあげる気力もない。

「エミ、今おまえが生きているのは……おそらくおまえの中にある俺の力のためだ。その力で、おまえの身体を保っているのだろう。しかし薬を飲んで力を失えば、おまえはたちまち死ぬぞ」

「約束、した……返すって」

「なぜだ……！　この約束に、おまえが命をかけるほどの価値があるか!?」

　ルイスは混乱したように言う。

　不ふ審しん、なのだろうか。もしかしたら、私のことも信じられないのかもしれない。

　それもしょうがないと思った。だって、こんなに近くにいて、絶対にいい人だと思ったデトレフさんが真犯人だったのだから。ルイスが犯人を正しく理解しているのかはわからないけれど。

「ルイスにとって、大事なもの……でしょ？」

　どうしたら信じてもらえるのかわからない。

　私にできるのは、言葉を尽くすことぐらい。

　あとは、笑うことかな？

「大事なもの、とられちゃうのは私も嫌いやだから……嫌なこと、人にしたくない、それに」

　しゃべる度たびに、全身がピリピリした。私を押さえつけようとする力に、折れて曲がって潰つぶれてしまいたくなるけれど、なんとかそれを撥はねのけて、笑った。

「えへへ……ルイスのことが好きだから、ルイスの幸せの邪じや魔ま、したくないよ」

　だからその薬を、飲ませてほしい。

　けれど渡わたしてもらえない。ルイスは顔色を悪くしたまま、薬を握にぎり込んで、放してくれない。

「どう……して、ルイス？」

　じっと見つめたら、ルイスの手が震ふるえていることに気づいた。

「無理に笑えみを浮うかべるな、エミ。苦しいのだろう？」

　確かに苦しい。けど、ルイスには笑顔を見せていたかった。

　せっかく、ルイスは私に笑顔が似合うと言ってくれたのだ。

　その時、招待客の所へ行っていたイザベルさんが戻もどってきた。

「ルイス様、今、客を帰して医者を呼びました。エミの容態はどうでしょうか？」

「イザベル、さん……」

　私に名を呼ばれた彼女は、「私にできることはあるかしら」と優やさしい笑みを浮かべて言ってくれた。どうしてこの人を疑ったりしたんだろう。自分がこんなに心が狭せまくて卑いやしい人間だとは思っていなかった。

　でも、今はもう、気にしない。

　イザベルさんの優しさにただ甘えよう。

　ルイスが自分で手を動かさないのなら、その手をこじ開ける協力者が必要だ。

　イザベルさんにすべてを話そうとした私の唇くちびるを、ルイスの掌てのひらが塞ふさいだ。

「黙だまれ、エミ……頼たのむから言うな」

　私が何を言おうとしていたか、察してしまったルイスが邪魔をする。

「必ず助ける。俺の力でおまえの身体からだを蝕むしばむ毒を消し去ってみせる」

　そう言いながら、ルイスは力を使ってくれた。私の唇や、頰ほおに優しく触ふれる手から、ルイスの意志が流れ込む。私の身体の中にある力がルイスの意のままに働いた。身体が暖かくなり、痛みは、なくなるわけじゃなかったけれど、ほんの少しだけ、和やわらいだ。

　私と一緒に死ぬつもりなの？

　涙なみだが零こぼれて頰を伝い、私の口を押さえるルイスの掌を濡ぬらした。

　そんな私を見下ろしながら、ルイスの赤い瞳ひとみからもぽろりと一ひと粒つぶ、涙が零れた。

「おまえを失うかもしれないと考えるだけで、どうしてこれほど、胸が痛い……!?」

　私もルイスと一緒だった。ルイスを巻き込んでしまうかもしれないと思うだけで、胸が痛くて涙が溢あふれた。
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　私はルイスの屋や敷しきで療りよう養ようしていた。ルイスはつきっきりで、私の身体が毒に耐たえられるよう力を与あたえ続けてくれたし、解げ毒どく薬やくを飲んだ後も弱らないように分けてくれている。

「エミ、生きているか？」

「そう簡単には死なないよ」

「目を離はなした隙すきに死にそうになっていたやつが、よく言う」

　思いきり苦々しい顔つきをして食事を手に部屋に入ってきたルイスに、私は苦く笑しようした。

「心配させちゃって、ごめんね」

「……おまえを助けると決めたのは、俺だ。ヨアヒムが持ってきた薬は効いているようだな」

　ヨアヒムさんが竜りゆうの町シュテルーンから持ってきた解毒薬を飲み、一時期危ない状じよう況きようにあったらしい私も持ち直したということだ。

「そろそろ、何があったのか教えてよ」

　私は薬を服用してから更さらに一週間ほど寝ね込んでいたらしい。

　三日前に目が覚めた時にそれだけは聞いたけれど、休むのが優先だと言われ、倒たおれてからのことを何も教えてもらえていなかった。

「食事をとりながらであれば」

「よーし、今日は酸すっぱくないかな？」

「やめろ。あれはうっかりしていただけだ」

　あれから、ルイスの竜族不信に拍はく車しやがかかってしまった。最近は自分の口に入るものさえ自分で用意しているという。つまり、これはルイスお手製のパン粥がゆだってことだ。

「いただきまーす。あっ、美味おいしい！」

　ルイスが得意げな顔をした。本当に美味しかった。甘くない、柔やわらかなフレンチトーストのような料理は少し塩味がきいた優しい味がした。

「ありがとう、ルイス！　お料理が本当に上手になったね！」

　思わず手を伸のばして、こめかみのあたりを撫なでてしまっていた。弟にするみたいに。自分でやったことなのに、私は心底驚おどろいてしまった……ルイスも驚いたように目を見開いていた。

　けれど、ルイスは嫌そうに見えなかったし、私の手を振ふり払はらうこともしなかった。

　受け入れるように目を細めたルイスの頭を、私はそのまま、そっと撫でた。

「……本当にありがとうね、ルイス」

　サラサラとした暗あん褐かつ色しよくの髪かみの毛に指を絡からめて、ゆっくりと手放した。

　私の手が離れると、ルイスは一度強く目を瞑つぶり、緩ゆるんでいた表情を険しくした。

「デトレフには逃にげられた。今は他領にいる。……あれは間者だったのだろう」

「そう……なの？」

「信じがたいことだが、他領で保護されているようであるから、デトレフ個人の暴走ではなく依い頼らいがあったのだろう。デトレフの家は古くからシュテルーン領に仕える名家であったというのに……なぜ裏切り者を輩はい出しゆつするようになってしまったのか。いつから調略されていたのやら。あいつは長いこと俺の傍そばにいたんだぞ」

「ルイス……」

「俺を竜王にしたくないのか。それほど俺の治世に不安があるのか──」

　長い間傍で自分を見ていた人の裏切りに、ルイスは暗い顔をする。

　そんな顔をさせるのが嫌で、私は慌あわてて思いついた言葉を口にした。

「デトレフさんは！　……使命、って言っていたけど」

「使命？」

「二度と暴竜の王様を生み出してはならないっていう教訓から、この世界には使命を持っている人が何人かいるって。なんだか、小さい頃ころから刷り込まれていたみたいで……だから、ルイスがどうとかって話じゃないと思う！」

「きな臭くさいが……他ほかの領には手出しできない」

　ルイスは悔くやしそうに歯は嚙がみした。けれど、もう瞳に浮かんだ暗さは消えていた。

「俺が竜王になった暁あかつきには、相応の報むくいを受けさせよう」

「そんなこと言ったら、デトレフさんは絶対ルイスを竜王にさせたくないって思っちゃうよ？」

「デトレフと、あいつの出しゆつ奔ぽんと同時に姿を消した親族にとって俺が竜王になることは悪夢だろうな」

　つまりルイスが竜王にならないと、デトレフさんがしたことは殺人未み遂すいなのに、罰ばつせられることもないみたいだ。

「……もし機会があるなら、誤解を解きたいな」

「なんの誤解だ？」

「デトレフさんの、誤解。ルイスが道を誤るに違ちがいないっていう、思い込み」

　ルイスを値ね踏ぶみするようなデトレフさんの目が忘れられない。

　あの人に、知ってほしかった。ちゃんと理解してほしかった。

「ルイスは優しい人なんだって、わからせたい」

「俺は優しくはないぞ」

「そうかな……？　でも、私には優しい」

　私がルイスの力を持っているからだって言われるかなと思ったけれど、ルイスは口ごもり、それ以上は続けなかった。

「迷めい惑わくをかけて、ごめんね。ちゃんと返すからね」

「……敵に、命を狙ねらわれるような立場におまえを置いた、俺の責任だ。守ってやれなくてすまない」

「そんな、私が考えなしだったから……！」

「おまえはおまえにできることをした。他の誰だれも俺のためにしないようなことを──だが、もう俺のために命を投げ出そうとするな。あんな思いはもう懲こり懲りだ」

　心臓に悪い、とルイスが呟つぶやく。

「必ず俺が助けるから、諦あきらめるな」

「ふふ……そうだね？　今度危ない目に遭あったら、その時は諦めずに待ってるね」

「危ない目に遭うなと言いたいところではあるが──」

　ルイスはパン粥のお盆ぼんに載のっていた紙の束を机の上に置いた。

　書かれている字を読むことはできないけれど、表のようになっているのはわかった。

「ヨアヒムに調べさせたところ、あの黒い丸薬は確かに力を剝はがす作用があるらしい」

「あっ、今度こそ薬間違いじゃなかったんだ。よかった」

「よくわからん薬を飲もうと思うなよ？　次は死ぬぞ」

　何度目になるかわからないお叱しかりを受け、私は粛しゆく々しゆくと頷うなずいた。

「はい、もうよくわからない薬は飲みません」

「他人の言葉を信じすぎるのもやめろ」

「はい、他人の言葉は、ちょっとだけ疑います」

「よくよく疑え」

　それがとても難しい。そもそも、デトレフさんのことも、他人だと思ってはいなかった。

　普ふ通つうの、年上の友達ぐらいに思っていたのだ。

　私がパン粥を食べ終えると、その食器を片づけながら、ルイスは何気ない口調で言った。

「おまえの身体からだが回復し次し第だい、あの薬を飲んでもらえるか」

「うん、わかってる」

「俺があの薬を飲んで体調不良を起こしたのは、薬の作用に抵てい抗こうしたためだ。抵抗せずに身を任せれば副作用はないだろう」

「分ぶん析せきしたんだよね？　どんな成分だったの？」

「聞かない方がいいぞ。人体に害がないとはいえ、とんでもないものが混じっている」

「……うん、聞くのやめとく」

　今更飲みたくないだなんて言えるわけがないので、耳を塞ふさいでおくことにした。

「何かこの世界で思い残したことはあるか？」

「なんだかそれ、私が死んじゃうみたい」

「竜脈の果ては俺たちにとって死後の世界だ。……俺たちは生と死ほどに離はなれることになる」

　ルイスにそう言われてみると、不思議な気分になった。

　今目の前にいるルイスともう二度と会えないだなんて、とても信じられない。

「何か俺に言いたいことはあるか？」

「……幸せになってね」

「またそれか」

　苦く笑しようを浮うかべるルイスに、私は満面の笑えみで頷いた。

「どんなに遠く離れていても、私はずっと、あなたの幸せを願ってるよ」

「おまえに願われると、叶かなえたくなるのはどうしてだろうな……いや」

　ルイスはくしゃりと顔を歪ゆがめて、笑った。

「おまえに願われることがそもそも、幸せなのかもしれないな」

　胸が壊こわれてしまいそうなくらい痛んだけれど、悪い痛みじゃなかった。

　だからその痛みは放ほうっておいて、泣き出してルイスを困らせないように、涙なみだが零こぼれそうになるのを笑顔でどうにか、堪こらえていた。
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　すっかり元気になった私は、出立の準備をしていた。

　ヨアヒムさんは事情を知らない。でも、私が挨あい拶さつもなしに急に消えても喜ぶのだろう。想像するとちょっとむかつく。

　身だしなみを整えていた私は、ふと棚たなの上に置いておいたぬいぐるみに目を留めた。

「ルイス、これ、持って帰ってもいい？」

「……なんだその呪のろわしい造形の物体は？　デトレフが残したものか？」

「うん。竜りゆうの時のルイスだって」

「捨てろ！」

「やだっ！　持って帰る!!」

　ぎゅうっと抱だきしめて、竜ルイスのぬいぐるみを守り抜ぬく。

　翼つばさか手かわからない部位をしばらく引っ張っていたルイスも、諦めたように手を離した。

「そんなものをどうするつもりだ。誰か呪うのか」

「ルイスの思い出に、持って帰るの！」

　竜ルイスに対するひどい言い草に怒おこりながら言い返しつつ、人形をぐりぐりと撫なでた。

　この世界に着てきた制服に、カーディガン。そしてぬいぐるみのお土産みやげを持って、準備は万ばん端たんだ。私たちはルイスの屋や敷しきの地下にあるという竜脈へと降りていった。

「わあ、すごく綺き麗れい……」

　地下にある廊ろう下かの奥には、地下だとは思えないほど天てん井じようの高い空間があった。竜脈の湧わき水を部屋のいたるところに引いているために地面に光の線があるように見えた。最さい奥おうには光る水の入った金色の杯さかずきが置かれている壇だんがあった。花やお供え物が置かれていて、祭壇のようだ。
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「ルイス！　奥に飾かざられてる赤い竜って、ルイスの絵？」

「まあ、そうなるな」

「かっこいいね！」

　ルイスはなぜか思いきり顔を逸そらした。胸に手を当てて「何だ……何が起こった」と呟いている。

　私は美しい祠ほこらの様子を引き続き眺ながめた。左右の壁かべには緑のタペストリーが貼はられ、時折光精が竜脈から零れるように出てくると、柱に飾りつけられたシュリフの花に惹ひかれてくっついていた。幻げん想そう的な美しさだった。

「ヨアヒムさんはどれぐらいで戻もどってくるんだっけ？」

「ただの買い出しだから、それほどかからず戻るだろう」

「それじゃ、もう行かないとね……」

　私は急に現れて、急にいなくなる予定なのだ。誰もルイスの力が私に渡わたっていたなんて知らないまま。人間が一人いなくなることに、竜族はそれほど関心を抱いだかないだろうとルイスは言っていた。イザベルさんは追つい及きゆうしてきそうだとも言っていたけれど。

「ところで、エミ」

「うん、なあに？」

「おまえはあの時、命を失いかけていた間ま際ぎわ──俺を好きだと言っただろう」

　何かを言いさすルイスに察するものがあり、私は大きく頷いた。

「うんっ、ルイスのことは元の世界に帰っても、ずっと友達だと思ってる！」

「ともだ──うん？」

「ズッ友ってやつだね！」

　ルイスがなぜかぽかんとした。

　あれ？　思っていたのと反応が違ちがう。ルイスは私の言葉を嚙かみ砕くだいた後、「ああ」と呟いた。

「……ともだち、友、ああなるほど。友人か」

「うんっ！　ルイスもちょっとくらいは、私に友情を感じてくれた？」

　だって、まさに、私の屍しかばねを越こえて先にゆけ！　みたいな展開だったよね？

　少年漫まん画がだったら熱い友情が芽生えているところだよ！　弟調べ。

　ルイスは眉み間けんを押さえて考えているみたいだった。わくわくしながら待っていると、ルイスは私をじろりと睨にらんだ。

「あいにく、友情は芽生えなかったようだな」

「えーっ！　私すっごく頑がん張ばったのに！」

「感謝している。おまえの献けん身しんには……正直なところ、胸が詰つまった。俺にこんな感情があるとは思わなかった」

「ルイス……」

「だが、おまえのせいで何もかもぶち壊しだ！」

「なんで!?」

「……友情ではないだろう、この感情は」

　ルイスは唸うなるように何かを言ったけれど、なんて言っているのかよく聞こえなかった。

　聞き返そうとしたら、ルイスが私の目の前に拳こぶしを突つきつけた。

「薬だ。これを飲めばお前をこの世界に引き留めるものはなくなる。元の世界に帰れるだろう」

「うん。色々ありがとう、ルイス！」

　私は丸薬を受け取ると、竜脈の傍そばにスタンバイした。そんな私を見てルイスは「なんて情じよう緒ちよのない……」と苦い顔をした。何か文句があるらしいけれど、それ以上は何も言わなかった。

　竜脈に近づくと、家のリビングが映った。それを確かく認にんすると、私は手にしていた黒い丸薬を口に入れた。ものすごく苦くて、目の前にある竜脈の水を飲もうかどうしようか迷ったけれど、耐たえてそのまま飲み込んだ。

　波は紋もんができると、今映っている私の家のリビングが消えてしまう。

「う、わあ……！」

　身体からだの中にあるルイスの力や、光精がゆっくりと動きだすのがわかった。

　私はその流れに逆らわなかった。

　すると、身体中から光精が綿毛のようにふわりふわりと湧わき出てきた。

　無数の光精が逃にげるように出て行ったその後に、掌てのひらに、赤い宝石のような鱗うろこが現れた。

「ルイス！　これ！」

「ああ、俺の力だ！」

　ルイスは私の手から鱗を受け取ると、口の中に放り込んでごくりと飲み込んだ。

　丸まる吞のみできるような大きさではなかった気がするけれど、多分すぐに溶とけたのだろう。

「……これで、帰れるんだね」

　竜脈は、光る水面の中に私の世界を映し出し続けている。

　リビングの時計の秒針は相変わらず、二十五秒で止まっている。

「……おい、エミ！」

　竜脈に足を踏ふみ入れようとした寸前、呼ばれて振ふり返ったら、ぬいぐるみを持っていない方の手をルイスに取られた。

　ルイスは私の手を取ったまま、じっと睨むように見下ろしていたかと思った、ら。

　くるりと私の掌を返すと、その鱗のない真ん中に唇くちびるを落とした。

　ちゅっと音を立てるようなキスをされた私の心臓は、ヒュンと飛び上がった。

「きゃあっ！」

「また会おう」

　びっくりして後ろに倒たおれた私の手を、ルイスは離はなした。私が落ちた瞬しゆん間かん、竜脈はばしゃんと大きな音を立てて、ぶわっと光精が溢あふれ出した。

　光の中にいるルイス──それが、彼のいる世界を見た最後だった。
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「けほ、ごほっ」

　水の流れに引きずり込まれたと思ったら、すぐに陸地に落とされた。

　少し飲んでしまった水を吐はき出して、顔をあげてみたら、そこは私の家のリビングだった。気づけばアラームはピピピピピと煩うるさく音を立てているし、リビングの床ゆかがびっしょりと水で濡ぬれてしまっていて、私は慌あわててアラームを消すとタオルを取りに洗面所に駆かけ込んだ。

　そこには風ふ呂ろ上がりの妹がいて、私の姿を見て目を丸くした。

「お姉ちゃん何してんの？　ずぶ濡れだけど、どうしたの！」

「えっと、その──」

「ああ、夕立ち？　爪つま楊よう枝じ入れ買いにいこうとした？　明日でいいじゃん」

　夕焼けに真っ赤に染まった空は、雨が降った後の湿しつ気けを含ふくんで潤うるんでいた。

　いつの間に雨が降り、そして止やんだのだろう。

　私はその僅わずかな間、異世界にいて、そして帰ってきたらしい。

　時計の針はいつの間にか数分進んでいた。

「お姉ちゃん！　カレー、火にかけられたままなんだけど！」

　危ないな、と言ってハスキーな声で私を叱しかり飛ばす妹に謝り、竜りゆうルイスのぬいぐるみを乾かん燥そう機きの中に入れ、私は濡れた服を手早く着き替がえた。

　エプロンを着けて台所に立つ。

　部活帰りの妹は言わずもがな、弟だってお腹なかを空すかせて、すぐにでも帰って来るに違いない。

「もうすぐにご飯ができるから、待っていてね」

「ありがと。ったく、そんなに爪楊枝入れが欲しいならひとっ走り行って買ってこようか？」

「いい、いい。ごめんね、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　イケメンぶりを発揮しようとする妹に座ってもらって、私は鍋なべの中のカレーを覗のぞき込んだ。

　ふわりと香かおるスパイスに、妹のお腹が豪ごう快かいに鳴る。

「あー、腹へったー」

「カレー好き、だもんね？」

　メッセージの書かれていたメモをひらりとさせると、妹はにやっと笑った。

「あれれ？　それ、あたしが書いた覚えないなあ……」

　ひひっと笑って妹が上の階を意味ありげに見やる。どうやらいつの間にか弟が帰ってきて、そして妹の筆ひつ跡せきを真似まねて可愛かわいいメッセージを残してくれていたらしい。お姉ちゃんの筆跡鑑かん定ていスキルを誤ご魔ま化かすとは、弟の恥はずかしがりやスキルが知らない内にあがっている。

「もうご飯だから降りてきなさーい！」

　私が呼んでも反応なし。まあいいけどね、きっと聞こえているし、降りてきてくれるんだろうから。炊すい飯はん器きからご飯をよそってカレーをかけた。ナスがいい具合に蕩とろけている。

「返事ぐらいしろよ、反はん抗こう期き」

「うるせーなゴリラ女！」

「イケメン女の間ま違ちがいだろ訂てい正せいしろチビ」

「ご飯の前に喧けん嘩かしないの」

　リビングにやってきた弟と妹が睨みあうのを仲ちゆう裁さいし、机の上に夕飯が揃そろえば、二人は大人しく椅い子すに座った。

「それじゃ、いただきます」

　二人も揃って唱和する。

　私の感覚ではかなり久しぶりの家族と食しよく卓たくを囲む幸せに、こっそり涙なみだした。

（どうか──ルイスも幸せでありますように）

　ルイスのいない世界に帰ってきたのに、彼のことを思わずにはいられなかった。
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　竜ルイスのぬいぐるみは乾燥機に入れたせいかゴワゴワになってしまった。

　でも、そんなゴワゴワな頭を撫なでるのも嫌きらいじゃない。

「ルイス……」

　布ふ団とんの中で、竜ルイスを抱だきしめる。

　そして誰だれにも見られないように布団の中に潜もぐり、掌にキスをしてジタバタしてから、起き上がった。

　さあ今日も清すが々すがしい朝が来た。いつもと同じように、お弁当作りから始めよう！

「エミ……」

「うん？」

　台所に立ちエプロンを着けていたら、名前を呼ばれたような気がしたけれど、おかしい。

　この家には今、私のことをお姉ちゃんと呼ぶ妹と姉貴とか呼び出した弟しかいないはずだ。まさか、弟がついに恥ずかしすぎて私を呼び捨てするようになったのだろうか。

「エミ……」

「なんでお姉ちゃんって呼んでくれないの!?」

　弟はどこに隠かくれているんだろうと思ってリビングに向かって叫さけんだら、少しの間の後に応こたえが返ってきた。

「おまえのような姉を持った覚えはない」

「え……？」

「おいエミ、こちらを見ろ。下だ」

「ひゃっ!?」

　洗い桶おけにたまっている水の中に、ルイスの顔が映っていた。

「おまえの力が必要になった。またこちらへ来い」

「ええええええ!?　なんで、そんなところに!?　一生のお別れじゃなかったの!?」

「そうなるはずだったが、一応おまえに俺の力を分け与あたえておいたのが役に立ったようだ」

「ルイスの、力？」

「そうだ……最後におまえの掌てのひらに口づけた、あの時だ。覚えているか？」

　覚えているから、私は毎朝なんとなく、元気になれるおまじないとして、ルイスがキスした掌にキスをしていたんだけれど……。

　もう二度と、会えないと思っていたからやっていたんだよ!?

　こんな風に会えるのなら、絶対にやらなかったのに！

　顔が死ぬほど熱くて、手で押さえて呻うめいた。

「る、ルイスの馬ば鹿か！」

「何が馬鹿だ。寝ね癖ぐせがついてるぞ、阿あ呆ほう」

「ひゃあっ、もうやだぁ……！」

　ルイスがこんな風にくるとわかっていたら、寝癖なんて絶対に直していたし、エプロンを着けていなかったはずだし、制服じゃなくてもっと可愛い恰かつ好こうをしていた。

「ほら、さっさとこちらへ来い、エミ」

　ルイスが優やさしく微笑ほほえみながら手を差し出してくれる。

　その手を、摑つかまないなんて選せん択たく肢しは、私にはなかった。

「うんっ！」

　水に映るルイスの掌と伸のばした私の掌が、重なった。
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　エミは家庭の事情で、他者のサポートの役回りをこなし生きてきました。それはそれで幸せな人生だと思っているけれど、異世界では彼女が主人公です。

　彼女は完かん璧ぺきな女の子ではありません。周囲をぐいぐいと引っ張るようなカリスマもありません。人並みに嫉しつ妬とをするし、失敗もするし、考えや読みがそこまで深いわけでもなく、感情はすぐに顔に出てわかりやすく、上手うまく隠かくす技能もありません。

　けれど他者を助け支えられることを心から喜び、他者の喜びを我がことのように感じられるような、優やさしさと思いやりのある女の子です。

　そんなわかりやすくあからさまな優しさと思いやりをこそ必要としている、異世界の異種族の不器用な青年のもとへ、彼女を連れていってあげる話を書けてよかったです。

　彼女もまた、彼女自身が主人公となれる世界に連れていってあげられてよかったと思います。




　担当様、たくさん助けていただきありがとうございます。

　途と中ちゆう、頓とん珍ちん漢かんなことをしていた私を優しく導いてくださり、本当にありがとうございます。

　私自身の視界だけでは目の行き届かないところが多くあり、その見えない部分を指し摘てきしてくださったことで、このお話を形にすることができたと思います。

　denデン様、素す敵てきなイラストをありがとうございます。

　私は本当にルイスのこの手て袋ぶくろが大好きです。この形が最高だと思います。

　ゴツゴツとした手の骨の浮うき出る感じが眩暈めまいがするほど好きですし、薬指と小指の肌はだとのコントラストが最高だと思いますし、タイトな手袋の指を曲げた時にできる皺しわが大好きです。




　制作にかかわってくださった方々、お読みくださった皆みな様さま、本当にありがとうございました。





山崎　里佳　　


















カバー・本文イラスト／ｄｅｎ

デザイン／世古口敦志（coil）










異い世せ界かいで竜りゆうが許いい嫁なずけです








山やま崎さき里り佳か
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